
    
      
        
      
    

  
		
			[image: 4C_1.jpg]
		

	
		
			[image: 4C_2.jpg]
		

	
		
			[image: 4C_3.jpg]
		

	
		
			[image: 4C_4.jpg]
		

	
		
			進化の実～知らないうちに勝ち組人生～⑨

			美紅

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・百足屋ユウコ＋しおざわりな（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			学園祭について

			試食会

			予想外の……

			混沌の家庭科室

			勇者組の現状

			変わらぬ彼女

			試着会

			学園祭　開始

			占いの館

			復活を待つ魔神

			《魔聖》と《王剣》

			学園の閉鎖

			文句

			《人間》VS《王剣》？

			ザキアの決意と別れ

			これからと暗躍する者たち

			ダンジョンの情報収集とギルドの試験

			番外　ゾーラの日常

			番外　占い師から見た誠一

		

	
		
			　

			学園祭について

			　

			「――――学園祭です」

			『学園祭？』

			　翌朝、ＨＲでベアトリスさんがそう言った。

			「はい、学園祭です。学園長が、最近の学園内の雰囲気を見て、少しでも明るくなるようにと学園祭を行うことになりました」

			「学園祭ってことは……授業がないってことっすよね!?」

			「そういうことになりますね」

			「よっしゃあああああああああ！」

			　アグノスは拳を突き上げ、全力で喜んだ。

			「ふん……学園祭などしている暇ひまがあるのか？　【魔神教団】とやらがまた襲って来るやもしれんぞ」

			「ああ？　せっかく楽しい行事だっていうのに水差すんじゃねぇよ！」

			「バカか。水を差すも何も、事実を口にしたまでだが？」

			「でも～、誠せい一いち先生がいますし～大丈夫じゃないですか～？」

			「…………それもそうだな」

			「納得しないでくれる!?」

			　レイチェルの言葉にブルードは神妙な顔で頷いた。いや、そんな理由で納得できないでしょ!?

			　思わず驚く俺だが、頭が痛いと言わんばかりに額を押さえたヘレンが口を開く。

			「歩く非常識のアンタが何言っても無駄よ……」

			「歩く非常識!?　非常識とまで言っちゃう!?」

			「非常識でしょ？　ダンジョン消し飛ばした挙句、また新しい人連れてきたんだし」

			「そうだったよ！」

			「えへへへ……皆さん、よろしくお願いしますね」

			　ダンジョンから帰ってきて、ゾーラをどうするか相談した結果、サリアたちと同じように生徒として暮らすことになったのだ。

			　そのことをアグノスたちに報告した結果が、ヘレンの言葉である。否定したくても否定できない事実が積み重なっていくのは何故!?

			　まあ俺の精神的なダメージはともかく、髪の毛が蛇だったり、眼鏡で封じられてるとはいえ、石化の目があるゾーラがどこまで受け入れられるか不安だったのだが、皆気にすることなく受け入れてくれたので本当に良かった。

			「確かに驚きました。誠一先生が眼鏡のことを聞いてきたとき、いったい何に使うのかと思っていたのですが……まさかこんな形で人を助けるようなモノに使うとは」

			「ボク分かったよ！　誠一先生がどうしてモテるのか……非常識になればいいんだね！」

			「その考えはおかしいと思うぞ」

			「そうです。異性を魅了するには、美しければいいんですよ」

			「そ、それも違うような……あ、口答えしてごめんなさい!?」

			　散々な言われよう。いや、ベアトリスさんは素直な称賛だった。……称賛だよね？　疑心暗鬼になってるよ。

			「とにかく、学園祭を行うということは出し物を考えなくてはいけません。何か案はありますか？」

			『うーん……』

			　ベアトリスさんの言葉に皆一斉に唸った。

			「あれ？　なんか学園祭の定番みたいなのはないのか？」

			　この異世界で学園祭という概念があるからには何かしらの定番があると思っていたんだが……。

			　俺の疑問を聞いて、フローラが苦笑いしながら教えてくれた。

			「いやいや、先生。ないわけじゃないけど、基本的に学園祭って言えば劇をするのが定番なんだ」

			「劇？　なら皆も何か劇をやればいいんじゃないか？」

			「それほど簡単な話でもない、他クラスが俺たちに舞台を貸してくれるとは思えぬからな」

			「ええ……？」

			　まさかの根本的に劇をやらせてくれないとは思わなかった。

			　じゃあいったいどうするんだと思っていると、フローラが何かを思いついたように俺に訊きいてきた。

			「あ、誠一先生！　誠一先生って元々は異世界の人なんだよね？」

			「え？　ああ、そうだな」

			「じゃあ、誠一先生の故郷の学園祭って、どんな感じだったの？」

			「俺のところの学園祭か……。そうだな、劇ももちろんやってたが、それ以外は何か飲食物の販売とか、お化け屋敷といった教室を改造してできるイベント、あと定番なのはコスプレ喫茶だな」

			『コスプレ喫茶？』

			　俺の言葉に皆聞きなれないのか首を傾かしげる。

			「コスプレ喫茶ってのは……まあ分かりやすく言えば皆が執事やメイドの格好をして、接客する喫茶店だな。……よく考えればこのクラス、イケメンや美少女ぞろいだから悪い案でもない気がするな」

			「び、美少女って……」

			「兄貴！　俺もイケメンすか!?」

			「何言ってるの！　イケメンなのはボクでしょ!?」

			「お前こそ何言ってんだ!?」

			　俺の言葉にヘレンとかは顔を赤くし、アグノスは鼻息を荒らげている。フローラはイケメンってよりは美少女になるよね。イケメンでもいいけど。

			「喫茶店か……その案自体は悪いとは思わないが、料理は誰がするのだ？」

			　ベアードがふとそうこぼした瞬間、ヘレンは表情を強こわ張ばらせた。

			「そ、それはできる人がやればいいんじゃない？」

			「そうか……この中で料理できる人間は？」

			　ベアードの問いに、ヘレンとゾーラ、そしてルルネ以外の女性全員だった。

			「え、ヘレン、お前料理できねぇのかよ!?」

			「う、うるさいわね！　別にできなくても問題なかったのよ！　そういうアグノスだって手を挙げてないじゃない!?」

			「いや、俺の場合は食えるもんは作れるけど単純に喫茶店みたいなオシャレな料理はできねぇからよ……」

			「なっ!?」

			　アグノスの予想外の言葉にヘレンは固まった。

			　ゾーラはずっと封印されてたから分かるし、ルルネは論外だけど……ヘレンが料理できないのは意外だった。

			　っていうか……。

			「地味に手を挙げてるけど、参加するつもり？」

			「ダメですか？」

			「だってすることない」

			　何故か、ルイエスとルーティアの二人も手を挙げていたのだ。貴女たち、本来この場所にいないはずなんですけどねぇ？　普通に学園祭を楽しむ気満々じゃん。

			　まあせっかくのお祭りなんだから、大勢で楽しむのはいいと思うけどさ。

			「というより、この流れだと喫茶店をやるって感じっぽいけど……いいのか？」

			「いいのではないでしょうか？　そのコスプレ喫茶であれば、私の美しさも存分に発揮できるでしょうし」

			「え、えっと……僕自身もそれで大丈夫だと思います」

			　あまり意見を言わないレオンも賛成であり、他の皆も反対ではないらしくコスプレ喫茶をすることになった。

			　意見がまとまったのを見て、ベアトリスさんが告げた。

			「詳しい日程などはまだ決まっていませんが、今のうちに衣装やメニューなどを考えるのがいいでしょう。それに調理係はシフト制にもなるでしょうから、一度料理ができる人たちで腕前を見せてもらうのもいいかもしれませんね」

			「おお！　さすがベアトリスの姐さん！　勉強せず、飯を食うだけとか……その案最高っす！」

			　ベアトリスさんはアグノスの正直すぎる言葉に苦笑する。

			「私としては勉強も楽しんでほしいですが……まあいいです。それよりも、学園長の狙いである『楽しむ』ためにも、皆さん頑張っていいモノを作ってくださいね」

			　ホームルームの終わりとしてそう締めくくろうとしたベアトリスさんだったが、何故かアグノスたちは互いの顔を見合わせた。

			「ベアトリスの姐さん、何言ってんすか？」

			「え？」

			「そうですよ～。ベアトリス先生も参加してもらいますよ～」

			「え……ええええええ!?　そ、そんな……」

			　期待の籠こもった視線を向けられ、ベアトリスさんは思いっきり驚いていた。

			「ダメだよ、ベアトリス先生！　先生もボクたちと一緒にそのコスプレ？　ってヤツをするの！」

			「え――――そ、それって……」

			　フローラの言葉に絶句するベアトリスさん。

			　そんなベアトリスさんを見て、フローラは笑みを深めた。

			「もちろん、先生もメイド服着てもらうね！」

			「だ、だだだダメです！　先生は皆さんの監督として――――」

			「それはダメだぜ、ベアトリスの姐さん！　学園長も『楽しむ』ために学園祭をするってんなら、ベアトリスの姐さんも参加しねぇとな！」

			「まあ、諦めることだ」

			「うえええええええ!?」

			　ベアトリスさんを中心に楽しそうに騒ぐ皆を見て、俺は温かい気持ちになった。

			　……地球の高校でも仲のいい先生とかにはああやって生徒が集まってたなぁ。

			　俺は先生からも嫌われてたからいつも見てるだけだったけど……あれ？　涙が出ちゃう。

			　自分で思い出しておきながら涙を流していると、そんな俺にフローラが声をかけてきた。

			「誠一先生！　なんか一人だけ関係ないって感じだけど、誠一先生も参加だよ？」

			「え？」

			「もちろんルイエスさんとルーティアさんも参加だけど、アルトリア先生も強制参加だからね！」

			　まさか俺自身も参加させられるとは思っていなかったので、俺は思わず呆けてしまう。

			　……学園祭か……虐いじめられてたし、純粋な気持ちで楽しめたことはないけど……。

			　そう思いながらも皆を見ると、全員笑顔で俺を見ていた。

			　今回の学園祭は……俺も楽しんでいいのかな？

			　異世界に来て初めて、俺は学園祭を楽しむことができるかもしれない――――そう思ったのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　誠一たちが学園祭のことについて話し合っている頃――――。

			「はっ!?　誠一君が執事になるだって!?」

			「は？」

			「あ、いや、何でもないよ」

			「は、はあ……んで、学園祭の話でしたっけ？」

			「そうだよ。どうやらこの学園で学園祭を行うようだが、私たち勇者も一つのクラスとして参加していいそうだ。というわけで、何か案があれば聞きたいと思う」

			　勇者たちの中でも学園祭の話題が出ていた。

			　中心となって進行役を務めているのは生徒会長でもあった神かん無な月づき華か蓮れんであり、その近くには高たか宮みや兄妹や荒あら木き賢けん治じといった誠一の幼おさな馴な染じみたちがいる。

			　そんな神無月の言葉を聞いて、他の勇者たちの反応は悪かった。

			「が、学園祭って……」

			「お、俺たち、こんなことをしてる場合なのか……？」

			「私、家に帰りたいよ……」

			　異世界にやって来て、自分の強さを疑わなかった勇者たちだが、前回の【魔神教団】による襲撃で自身の無力さを痛感し、今頃になって怖くなったのだ。

			　そして、勝手に暴走した結果、世界から殺されかけた一人――――如きさら月ぎ正まさ也やが、アイドルとしての輝きが消えうせた傷だらけの顔で喚き散らした。

			「僕たちをバカにしてるのか!?　この僕が大ケガをしたんだぞ!?　それなのに学園祭だ!?　ふざけるのも大概にしろ！」

			「如月……」

			　頭を掻きむしる、余裕たっぷりだった以前とは違う如月に、神無月は憐あわれみの視線を向けた。

			「もうこんな世界は嫌だ！　とっとと帰せ！　地球なら……日本なら僕は負けないんだ……！」

			　現実から逃げるように、如月を含む勇者になり傲慢化していた者たちは醜みにくく叫び続ける。

			　だが、それは叶かなわない。

			　地球に帰る手段を勇者たちは持っていないのだ。

			　それにまだ神無月以外は気付いていないが、勇者たちは【隷れい属ぞくの腕輪】によって逃げることができない。

			　彼らはもう、自分自身の力ではどうすることもできない。

			　――――だが、もしこの世界がとある『人間』のために動いたとすれば――――地球に帰る手段があったかもしれないが、とある『人間』の過去を知ったこの世界が、そんな優しいことをするはずがなかった。

			　心が荒すさんでいる勇者たちを前にして、神無月は溜息を吐いた。

			「はぁ……もうこの役目も辞めてしまいたい……」

			「神無月先輩……」

			　翔しよう太たを含む、神無月の苦労を知る幼馴染たちは心配そうな視線を向けた。

			　その視線を受け、神無月は一つ決心した。

			「……いい機会だね。実は翔太たちに会わせたい人がいるんだ」

			「え？」

			　不意に明るい声を出す神無月に翔太たちは困こん惑わくする。

			　それを見て、神無月は笑みを深めるのだった。

		

	
		
			　

			試食会

			　

			「さて、それじゃあ喫茶店で出すメニューを作っていきましょうか」

			『はーい』

			　学際の出し物を決めた俺たちは、ベアトリスさんの提案で料理の試作品を作ることになった。

			　それで料理のために家庭科室に来たんだが……。

			「初めてこの学園の家庭科室に来たけど、地球と変わらねぇなぁ」

			　驚くことに、流し台やコンロなど、どういう原理かは分からないが地球のキッチンと大差ないように感じた。

			　多分いつぞやの王都カップのカメラみたいに、魔法の不思議パワーだろう。本当に魔法ってすごい。

			「うわあ！　誠一、ここの台所広いね！　森の中で料理するよりいいモノが作れそう！」

			「も、森の中!?」

			　何気ないサリアの一言にアグノスは目を見開いた。

			　よく考えればこんな立派なキッチンすらないあの森の中で、あそこまでハイクオリティーな料理を作り出すサリアのスペックの高さよ。

			「はい、雑談はそこまでにしてください。それで、さっそく皆さんの料理の腕を確認する意味も込めて作ってもらいたいのですが……そうですね、この家庭科室には食材もたくさんありますし、皆さんが想像する喫茶店のメニューを作ってもらいましょうか」

			「べ、ベアトリス先生……それは……りょ、料理ができない私もしなきゃダメかしら……？」

			　珍しく狼狽うろたえた様子を見せるヘレンだが、ベアトリスさんはとてもいい笑顔で言い切った。

			「はい！」

			「……ヘレン、諦めろ」

			「そうだぜ？　まあどんだけクソ不味まずい料理でも誰も気にしな――――」

			「うるさい！」

			「ぐぼあ!?　な、何故……ただ、慰めただけだろ……」

			　ヘレンの鋭い拳がアグノスの腹を抉えぐると、そのままアグノスは倒れた。

			　アグノス、それは慰めとは言わないんだよ……。

			　始めるまでにひと悶着あったが、ヘレンも渋々といった様子で料理を始めた。

			　するとまだ開始数分しか経っていないにもかかわらず、明確な差が出始めた。

			「完かん璧ぺきな私が作るからには完璧な料理を作りますよ」

			　イレーネはそう言いながら明らかに一般的ではない珍しい調理器具やら調味料やらを使ってどこぞの宮殿に出てきそうな料理を作っている。

			「喫茶店ですし～、ケーキがいいですよね～」

			　レイチェルはニコニコと楽しそうにケーキを作っていた。

			「いい感じにできた！　……ちょ、ちょっとくらいつまみ食いしてもいいよね……？」

			　フローラは自分で作ったパンケーキらしきものを食べ始める。うん、フローラは料理できたとしても厨房には立たせない。

			「このままでも……もぐもぐ……美お味いしいぞ……料理する……もぐもぐ……必要なんて……もぐもぐ……ないのではないか？」

			　ルルネ、論外。

			　それぞれが個性的な調理を進める中、サリアは――――。

			「誠一、愛情タップリ籠メルカラ、シッカリ食ベテネ」

			　何故かエプロン姿のゴリラになっていた。

			「なんでだよ!?　何で人間の姿で料理しないの!?」

			「エ？　コノ姿ノホウガ細カイ作業ガデキルカラダヨ？」

			「そのぶっとい指で!?」

			　おかしいだろ！　明らかにゴリラのほうが指太いじゃん！　何で人間のときより器用なの!?

			「モウ、私ノエプロン姿ガ可愛かわいイカラッテ……照レナクテモイイノニ」

			「今のどこに照れる要素があったんですかねぇ!?」

			　ゴリラの裸ワイシャツでさえインパクト強かったのにゴリラの制服エプロン姿も中々すごいよ！

			　とはいえサリアが作るケーキや軽食のサンドイッチなんかはどれも美味しそうだった。さすがすぎる。

			　皆の料理を見ているとあっという間に時間が過ぎ、遂に試食することになった。

			　今回食べるのは俺とベアトリスさん、オリガちゃんにゾーラ、そしてルーティアとルイエスの六人だ。

			　ルーティアとルイエスも参加するって話だが、まあ料理くらいは生徒で作ったほうがいいだろうということで今回は除外した。

			「それでは男性陣の料理からいただきましょう」

			　ベアトリスさんに従って、俺たちはアグノスたちの料理から食べることになった。

			　まずはアグノスの料理だが……。

			「すげぇワイルドな料理だな……」

			　アグノスの出した料理は焼いた骨付き肉を少しオシャレに盛り付けた、料理といっていいのか分からないモノだった。

			　ただ味は普通に美味しいのだが、喫茶店ぽいかといわれれば違うだろう。

			　続いて登場したのはブルードの料理で、まるで英国のアフタヌーンティーのような、超オシャレな料理だった。

			「フン。それなら喫茶店ぽいだろう」

			「これは……すごいですね」

			「王都の人気店にもありそうなレベルですね」

			「私の国の貴族に食べさせても通用するレベル」

			「ふわああ！　こんな美味しい食べ物があるんですね！」

			「……ん、美味」

			　ベアトリスさんだけでなく、ルイエスたちもブルードの料理を絶賛した。うん、間違いなくブルードは厨房に回るだろう。とはいえ、ブルードはカッコいいからできればお客さんの相手もしてほしいし……まあそこはシフト制で厨房を回せば問題ないだろう。

			　続いてベアードの料理だが、こちらはごくごく普通の食パンに目玉焼きのセットが出てきた。味も問題ないし、ベアードも厨房で大丈夫そうだな。

			　最後にレオンが出した料理はパスタだった。

			「ぼ、僕なんかが作った料理でいいんでしょうか……？　あ、す、すみません！　口答えせずに作ります！」

			　性格はともかくとても美味しいし、レオンも厨房で大丈夫だろう。

			　結局アグノス以外は調理係でも行けそうだと分かった。いや、アグノスもしっかりと教えれば、ちゃんとした料理も作れそうだけどな。

			　予想以上に男性陣が優秀の中、遂に女性陣の料理を食べることに。

			「さあ、完璧な私の完璧な料理をどうぞ！」

			「お、おおう……」

			　イレーネが出してきた料理は……もはや俺の理解を超えていた。

			　なんだコレ。このサクサクッとした茶色い薄いヤツは何？　しかもなんで螺ら旋せん状なの？

			　あとこの緑色のソースも何？　見たことない料理だけど盛り付け方がすごくてどこぞの高級レストランで食べるようなモノばかりだった。

			　味は美味しいのだが、何の味か分からない。え、ナニコレ怖い。

			　貧乏舌の俺にはイレーネの料理のすごさは分からなかった。

			　だが、逆に美味しいモノを食べているであろうルイエスたちは唸っていた。

			「これは……素晴らしいですね……」

			「うん……お城で出てくる料理と遜そん色しよくないかも……」

			「当然です。採算度外視の超高級食材を私の完璧な調理技術で仕上げましたから」

			「採算度外視はダメです。なので不採用」

			「あれ!?」

			　ベアトリスさんの一言でイレーネは不採用になった。うん、採算度外視はアウトだろ。店として成立してねぇ。

			「私は～、ケーキを作ってみました～」

			　続いて登場したのはレイチェルの作ったショートケーキで、シンプルながらもしっかりと美味しかった。うん、これは採用だろ。

			　満場一致レイチェルの採用が決まると、今度はフローラの番に。

			「あのぅ……気付いたらなくなってまして……」

			「美味しかった？」

			「はい！」

			「不採用」

			「あれええええええ!?」

			　あれー？　じゃねぇだろう。しかも気付いたらなくなるってどんなウソだよ。しっかり見てたし。

			「主様！　私は――――」

			「はい、次ー」

			「主様!?」

			　料理してないのを知っているため、ルルネは完全スルーした。

			　すると人間に戻ったサリアが笑顔で料理を出す。

			「はい！　私はオムライスを作ったよ！」

			　サリアが作ったのは、ふわとろの半熟卵で作られたオムライスだった。

			　しかも丁てい寧ねいにケチャップでハートまで書かれてある。

			「うーん！　これは美味しいですね！」

			「……ん、サリアお姉ちゃんの料理美味しい」

			　サリアの料理の腕を知ってる俺だが、やっぱりサリアの料理は格別だった。ゴリラのときにどうやったらこの料理技術を身につけられたのかいまだに謎だ。

			　ゾーラとオリガちゃんだけでなく、ベアトリスさんたちも文句なしで絶賛したため、サリアも無事調理係に任命された。

			　そして最後に登場したヘレンの料理は――――。

			「……ほら、できたわよ」

			　――――皿だった。

			「料理は!?」

			「消し飛んだわ」

			「消し飛ぶって何!?」

			　どんな調理したんですかねぇ!?

			　俺だけでなくベアトリスさんまでもが微妙な表情を浮かべていると、ヘレンは詰め寄って皿の一部を指さした。

			「ほら、でもここに残ってるでしょ！」

			「はい？」

			「ほら、ここ！」

			　ヘレンの指さす場所には、目を凝らさないと見えないなんか黒っぽい粒が一つだけ乗っかっていた。

			「あの……これは……？」

			「私の料理の残りカスよ」

			「残りカスを食わせようとしないでくれる!?」

			　もはや料理ですらねぇ！

			　予想以上の料理のできなさにベアトリスさんは苦笑いしながらもなんとか言葉を絞り出した。

			「えっと……人にはそれぞれ得意不得意がありますし、ヘレンさんは料理を運んだり注文を聞いたりする係で行きましょう！　大丈夫です！　料理ができなくても生きていけますよ！」

			「……はい」

			　遠回しに絶望的だと言われたヘレンは静かに泣いた。先生、それトドメさしてます。

			　結局、調理係になったのはブルード、ベアード、レオン、レイチェル、そしてサリアの五人になるのだった。

		

	
		
			　

			予想外の……

			　

			「さて、ある程度出すための料理は決まったし、これで――――」

			「ちょっと待って」

			「ん？」

			　皆の作った料理を食べ、調理係やメニューを軽く決めたところ、突然ヘレンからストップがかかった。

			　ヘレンは俺を指さし、堂々と言い放つ。

			「誠一先生……貴方も料理してちょうだい」

			「え？　……ええええ!?」

			　まさかの発言に俺は驚く。いや、俺が料理って……。

			「だってそうでしょう？　幼いオリガちゃんと料理を知らないゾーラさんは別にして、ベアトリス先生とルイエスさん、そしてルーティアさんは料理ができるからいいけど、誠一先生はどうなのよ？」

			「え、えっと……俺も料理したことないし、だから俺が料理する必要は……」

			「私も料理できないって言ったわよね？」

			「あ、はい」

			　もはや俺に拒否という選択肢は残されていなかった。チクショウ。

			「つっても……食べ物系はある程度出揃ったんだよなぁ」

			　完全な料理初心者の俺には、手の込んだ料理なんて……いや、それどころかレシピすらほとんど知らないぞ。

			「あ、ハンバーグならまだいけるぞ」

			　昔授業で作ったハンバーグだけは何となくレシピを覚えているので、多分作れるだろう。

			　そう思った俺はとりあえず食材を用意して、いざ始めようとすると――――。

			『スキル【料理】を習得しました』

			　まだ料理すらしてないんですけど!?

			　予想以上に用意のいい体に驚きながらも、気を取り直して料理を始める。

			「えっと……ひき肉をこねた後は確か空気抜きとかいう作業が必要なんだっけ」

			　片手に少し平たくした肉の塊を軽く投げつけた。

			　ドッパァァァァァァン！

			「……」

			『……』

			　俺の手には何も残ってなかった。

			　どうしてだよぉぉぉぉおおおお！

			　たったさっき『料理』スキルを習得したばっかじゃないの!?　ねぇ!?

			　この悲惨な結末は何!?　ヘレン以上に跡形も残ってねぇよ！　手にあの肉の感触が一つも残ってねぇ！　逆にすごくない!?　開き直らなきゃやってらんねぇ！

			　全員が無言の時間が進む中、再び俺の脳内にアナウンスが流れた。

			『……【料理】スキルを進化させ、【料理の鉄人】スキルへと変更いたしました』

			　アナウンスにまで気を遣われてるぅぅぅぅうううう!?

			　まさかここまで酷ひどいことになるとは思っていなかった俺は、何事もなかったかのように調理を再開した。

			　すると今度は消し飛ぶような事態は起こらず、綺き麗れいに空気抜きを終えることができた。

			「うん、上手くいったね！」

			「さっきのなかったことにはできないからね？」

			「ですよねー」

			　ヘレンの鋭いツッコミにそう返すしかなかった。

			　だがその後は特にトラブルもなく、さらに進化したスキル……【料理の鉄人】の効果により、どんな手順で調理すればいいのか分かるようになったので、よりスムーズに進められた。

			「完成したよ」

			『おお……！』

			　何とかソースも作り、綺麗に皿に盛り付け終えると、俺はみんなの下へハンバーグを運んだ。

			　一応全員分作ってあるし、何ならルルネ用におかわりも用意してある。

			「や、やるじゃない。ここまでできるんならなんであんな悲惨なことに……」

			「それ以上は俺の心が死ぬから聞かないでくれ」

			　あれは不幸な事故やったんや！

			　ともかく、一口食べてくれればあの失敗は帳消しにできるだろう。

			　味見をしたら、それくらい美味しくできたと思う。

			「では、早速誠一さんのをいただきましょう」

			　ベアトリスさんがそう言って俺のハンバーグを口にしようとすると――――。

			「誠一君の手作り料理ぃぃぃぃぃぃぃぃいいいいいいいい！」

			「へ？　ひぃぃぃぃぃぃいいいいいい!?」

			　突然、家庭科室の扉が開け放たれ、長い黒髪の女性が地面を這はいながら入室してきた。

			「最初に食べるのは私だあああああああああああああああああ！」

			「どちら様ああああああああああ!?」

			　まるで貞子とテケテケを掛け合わせたような超ホラーな女性はルルネ用に残しておいたハンバーグに飛びつくと、そのまま貪り食った。
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			「ああ……最高……もう死んでもいい……」

			「あああああ！　私のハンバーグがああああ！」

			　確かにルルネのハンバーグの予定だけども。

			　ルルネの悲鳴を聞きながら突然の乱入者に視線を向けると、俺はその存在がよく知る人物だと気付いた。

			「え……神無月先輩!?」

			「そうだとも！　君の神無月華蓮だよ！」

			「信じたくねぇ！」

			　誰があんな妖怪や黒光りするアイツも真っ青な這いずり方で入室してきた人物を尊敬する先輩だと認められるだろうか。少なくとも俺の通ってた高校の人間は誰も信じないと思う。

			　いや、そんなことより……。

			「ど、どうしてここに？」

			「ん？　ああ、それは――――」

			　神無月先輩がそこまで言いかけた瞬間だった。

			「俺、神無月先輩のあんな気持ち悪い動き、初めて見たぞ……」

			「絶対他の連中には見せられねぇだろ？　あれ……」

			「いや、他の連中もそうだが、誠一にはもっと見せられなくないか？」

			「ああ……確かに……」

			　家庭科室にぞろぞろと新たに人間たちがやって来た。

			　サリアたちはみんなその人物に驚いているが、俺はさらに驚いていた。

			「え……どうして翔太たちが……？」

			「私が連れてきた」

			「なんでだよおおおおおおお!?」

			　俺のツッコミが家庭科室に響き渡るのだった。

		

	
		
			　

			混沌の家庭科室

			　

			「ちょちょちょちょちょ……！」

			　心の準備も何もできていない状況の中、突然連れてこられた翔太たちを前に、俺は慌てて神無月先輩を引っ張って教室の隅へと移動した。

			「アンタ何考えてるんですかねぇ!?」

			「誠一君……大胆だな、君は……私の口からソレを言わせたいだなんて……」

			「本当に何考えてんですか!?」

			「……仕方ないな、教えよう。誠一君から皆がいる目の前で二人っきりの状況へと引き込んでくれたからこのまま【ピー】や【ピー】しちゃってもよいのでは？　って考えてて……」

			「そういうこと聞いてんじゃねぇぇぇぇええええええ！」

			　しかも内容は予想以上に酷かったよ！　もうヤダ、この人。

			「タイミングってものがあるでしょう!?　見てくださいよ、翔太たちやウチのクラスの顔！　困惑しきってるじゃん!?　分かるでしょ!?　少なくとも今じゃねぇ！」

			「ハハハハハ。私は誠一君に会えて嬉しいよ」

			「もう意味が分からないんだよなぁ！　とりあえずありがとうございます!?」

			　神無月先輩のメチャクチャ具合にツッコミが追いつかないが、それでも純粋に会えて嬉しいと言ってもらえれば悪い気はしないので、俺は思わず感謝の言葉を口にしてしまった。

			　するとそんな俺たちの姿を不審な目で見ていた翔太が声をかける。

			「神無月先輩……本当にどうしたんですか？　ソイツって確か校内対抗戦のときにＦクラスのベンチにいたヤツだし……知り合いですか？」

			「何を言ってるんだい？　誠一君じゃないか」

			「…………はい？」

			『えっ!?』

			「ｏｈ……マジかこの人……」

			　俺の心の準備などお構いなしに次々と爆弾を投下していく神無月先輩。いや、早いところ会って、腕輪を外さなきゃいけないのは分かってるんだけどさ……今まで避けてきたぶん色々と……ね？

			「いやいやいや、神無月先輩？　確かに誠一に会えなくて寂さびしいってのは分かりますが、さすがに見ず知らずの他人を誠一にするのはどうかと……」

			「何!?　これを見てもまだ誠一君じゃないと言うのか!?」

			　神無月先輩はそう言うと俺のフードを取り払い、俺は素顔を晒さらすことになった。だから心の準備……。

			「いや、別人じゃないですか!?」

			「ですよねー」

			　分かってた……『進化の実』を食って見た目が完全に変わった俺が誠一だって気付かれないことくらい分かってたんだ……。

			　そんなことよりも見た目が変わった上で俺だって気付いた神無月先輩がおかしいんだよ……！　あいりんもだけどさ！

			「――――呼んだっスか!?」

			「呼んでねぇぇぇぇぇぇぇぇえええええええええええ！」

			　もうどうなってるの!?　Ｓ級冒険者でさえ変態だと思ってたけど負けず劣らずの変態が地球にもいるのはどうかと思うよ!?

			　思わず叫びながらツッコんだが、あいりんは確かにこの家庭科室にやって来た。本当に何なの？　俺の体ですら習得できない特殊なスキルでも持ってるワケ？

			　あいりんに続く形であいりんの友達たちも家庭科室にやって来た。

			「愛梨！　テメェいきなり走り始めたと思ったら……」

			「はぁ……はぁ……マジ最悪……何でこんなに走らされなきゃなんないわけ？」

			「愛梨、せめて説明して」

			「せいちゃんに会わなきゃダメな気がしたっス！」

			「それは説明ですらない」

			　何やら翔太たちと同じようにあいりんに振り回された感じだな。

			　ともかく完全に蚊か帳やの外状態であるＦクラスの面々のうち、正気に返ったベアトリスさんが口を開いた。

			「あのう……皆さん何か御用でしょうか……？」

			「え？　あ、ああ……騒がしくてすみません。そこにいる女性……まあ俺たち勇者組のリーダーみたいな人なんですが、その人が急に『誠一君の手料理!?』って叫んでちょっと表現しがたい動きで突撃していったものですから……」

			「ああ、確かにちょうど誠一先生が料理を作ったところでしたね。それにしてもよく分かりましたね？」

			「え……？」

			　ベアトリスさんの言葉を聞いて、翔太だけでなく賢治たちまでもが再び固まる。

			「え、えっと……？　今、本当に誠一って言いました……？」

			「だからそう言ってるでしょ？　何？　あの女と同じで誠一先生の知り合いじゃないわけ？　何で顔が分からないのよ」

			『……』

			　翔太たち全員が無言で俺の顔を凝視してきた。

			「せ、誠一です……」

			『……』

			　再び無言。

			　そして――――。

			『えええええええええええええええええええええええええええ!?』

			　今日一番の絶叫が、家庭科室に響き渡った。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「さすがに意味が分からねぇだろ!?　何をどうしたらこの学園のＦクラスの担任になるわけだ!?」

			　何とか翔太たちを落ち着かせた俺は、【果てなき悲愛の森】から始まって現在に至るまでを語った。

			　何気にベアトリスさんたちにも初めて話す内容がほとんどだったので、皆真剣に聞いてくれたのだが、その結果が先ほどの翔太の言葉だった。

			「ごめん、誠一お兄ちゃん。私もさすがに信じられないよ……」

			「美み羽うまで……」

			　翔太の妹である美羽も真顔でそう言う。

			「あのプニプニで最高の触り心地だったお腹がなくなるだなんて……！」

			「……ん？」

			　何やら予想だにしなかった言葉が美羽から聞こえたような気がしたが……き、気のせいだろう。

			「それにしても本当に変わったねぇ、誠一君。全然気付かなかったよー」

			「うんうん。これならもうみんなにバカにされることはないんじゃないかな～？」

			「だな。むしろ、バカにできるだろ……」

			　翔太の彼女である絵え里りさんと賢治の彼女である梨り香かさん、そして賢治が思わずといった風にそう口にした。

			　そんな賢治たちの様子を見て、ヘレンが呆れながら訊いてくる。

			「誠一先生……アンタ、何をしたのよ？」

			「ええ？　だ、ダイエット……？」

			『それはない！』

			　翔太たち全員から否定された。解せぬ。

			　すると黙ってやり取りを見ていたサリアが目を輝かせる。

			「誠一の幼馴染かぁ……どんな昔だったのか知りたいなぁ」

			「えっと……貴女は……？」

			　そういえば確かに【果てなき悲愛の森】でサバイバル生活を送ったことは話したが、サリアのことはちゃんと説明してなかった。話すとスゲェ長くなるし。

			　不思議そうな表情を浮かべる翔太に、サリアは満面の笑みで答えた。

			「サリアです！　そして誠一のお嫁さんです！」

			　またもや爆弾が投下された。

			　事情を知る神無月先輩やあいりんたちのグループは特に何の反応も示していないが、今日初めて出会った翔太たちの衝撃はかなりのモノだったらしく、呆然としている。

			「え、いや、ちょっと待て。お嫁さん……お嫁さんんんん!?」

			「どういうこと!?　誠一お兄ちゃん！　彼女どころかお嫁さんって何!?」

			「おいおい……俺らの知らねぇところでどんだけやらかしてんだよ……」

			「あー……その……どう説明すりゃいいんだ、これ……」

			　まず何から話せばいい？　サリアがゴリラなこと？

			「待て、誠一。お前……確かにこれまでのことをざっくり話してくれたんだろうが、色々重大な部分話してねぇだろ!?」

			「おいおい……俺がそんなことするわけないだろー？」

			「今まさに重大発表されたばっかりなんだが!?」

			　そうだった。

			「お前……確かに初め俺たち勇者組の中にお前がいなかったときは心配したさ。でも今までもなんだかんだ面白おかしくお前は切り抜けてきたから、この異世界でも生きてるって信じてた。信じてたが……さすがに予想外が多すぎる！」

			「まあまあ、落ち着けよ」

			　俺のせいだけど。

			　何とか翔太たちを宥なだめていると、そんな俺の隣にルルネが急に出てきて胸を張った。

			「うむ。先ほどの主様の話の中に出てこなかったが、私はサリア様と主である誠一様の下僕であるルルネだ」

			　追加で爆弾どころかすべてが吹っ飛んだ。

			　結局ルルネの発言がカギとなり、さらに根掘り葉掘り異世界に来てからの俺の行動が暴かれ、ここにはいないアルのことや、オリガちゃんやルイエス、そしてルーティアの話にも繋がって、さらなる混沌が家庭科室を包み込むのだが……それは別の話。家庭科室でってのがウケるよね。

		

	
		
			　

			勇者組の現状

			　

			「これでよし」

			「本当に外れた……」

			　何とか混沌とした状態から抜け出した後、真面目な話に移り、翔太たちの腕輪について説明することになった。

			　混沌とする原因となった俺の話もあったおかげで腕輪の効果が偽ぎ装そうされていること、そしてその腕輪を外すことができることを翔太たちに信じてもらうことができ、たった今目の前で全員分の腕輪を外し終えたところだった。

			「それにしても……『隷属の腕輪』か……確かに着けてから外せねぇなぁとは思ってたが、そこまで物騒な代物だったとは……」

			「やっぱり、カイゼル帝国って信用できないよね……」

			　腕をさすりながら翔太がそう呟つぶやくと絵里さんも表情を曇らせながらそう言った。

			　そんな言葉に一番衝撃を受けているのは――――ブルードだった。

			「まさか父上が……」

			「あ……ブルード君は関係ないんでしょ？　だからブルード君自身がそこまで気に病まなくても……」

			「……いや、たとえ父上の行いだとしても、俺がカイゼル帝国の皇族であることに変わりはない。本当に申し訳ない……」

			　ブルードはそう言って翔太たちに向けて頭を下げた。

			　その光景に俺はもちろん、神無月先輩たちは何も言えないでいると、呆れた顔をしたアグノスがブルードの頭を引っ叩いた。

			「アホか、お前」

			「いっ……!?　何故叩く！　バカか！」

			「バカはテメェだろうが！　何で親の行いを子供であるお前が謝ってんだよ」

			「それは俺の父親が……」

			「その考えがおかしいんだよ。皇族であるかさえ関係ねぇ。お前はお前で、親父は親父だろ？　んなこと俺でも分かるっての」

			　アグノスの言葉は第三者だからこそ言える客観的な言葉であり、その言葉はとても重く感じた。

			「そこを一緒にするからいけねぇんだ。別にお前自身が勇者に悪さしたわけじゃねぇだろ？　それをお前が謝っちまったら父親の罪がお前のモノになっちまう。こんなバカな話あるかよ。そもそもお前と父親を勇者が同罪だと考えてるなら、俺から言わせりゃ勇者も十分悪いと思うぜ？」

			「……そうだな。私たちがこうなった原因はカイゼル帝国や君の父君にあったとして、それを何の関係もない君を巻き込んでしまえば私たちもカイゼル帝国と変わらなくなってしまうね」

			　神無月先輩もアグノスの言葉に小さな笑みをこぼし、そう口にした。

			　その言葉に呆気にとられたブルードは、やがていつも通り自信たっぷりの笑みを浮かべた。

			「フッ……俺としたことが、こんな大馬鹿者に説教されるとはな……」

			「何でいいこと言ったのにバカにされてんだ!?　ああ!?」

			「勘違いするな、褒ほめているのだ」

			「な、なんだよ。それならそうと――――いや褒めてねぇだろ!?」

			　本当に仲いいね、君たち。

			　さっきまでの暗い雰囲気が変わったところで、翔太が唸った。

			「それにしても……誠一のおかげで俺たちは解放されたわけだろ？　これからどうするんだ？」

			「あ……確かにそうだよね。この腕輪がないとカイゼル帝国に戻ったときに怪しまれるだろうし……」

			「……そういや、何で神無月先輩は腕輪してんだ？　外してもらったんだろ？」

			　賢治が当然の疑問を口にすると、何故か神無月先輩は胸を張り、そしてあいりんに挑戦的な視線を向けた。

			「知りたいかい？　むふふ……仕方ないなぁ！　じゃあ教えてあげよう！　まず、誠一君が初めて隷属の腕輪を壊してくれた相手は私だ！」

			「なっ!?　なんスかそれ!?」

			「それだけじゃないぞ。壊した後、誠一君の手で装着し直したことにより、私は名実ともに誠一君の物になったのだ！」

			「アンタなんてこと口にしてくれてんだ……！」

			　確かにそうだけど！　言い方ってもんがあるじゃん!?　しかも何でそんなに嬉しそうなの!?

			「そ、そんなのズルいっス！　ウチも！　ウチも壊してせいちゃんに着け直してほしいっス！　そしてウチもせいちゃんの所有物になるっス！」

			「ズルいって何!?　しかもなんちゅうことを口走ってんだよ！」

			　本当に神無月先輩とあいりんのこんな一面知りたくなかったなぁ！　憧れの人のままがよかったのに！

			　俺が頭を抱えていると、翔太が真面目な顔で呟いた。

			「……そうか。誠一に着け直してもらえば命令権は誠一に移るのか……」

			「何言ってんですかねぇ!?」

			　翔太も!?　翔太もバカになったの!?

			　俺がすごい顔で翔太のほうを向くと、翔太は慌てて訂正した。

			「ん？　あ、違うぞ!?　神無月先輩みたいな気持ちは微み塵じんもねぇからな!?　単純に誠一じゃなくても信頼できる人に着けてもらえればバレずに済むって思ったわけで……」

			「ふむ……なら私が翔太たちのぶんを受けもとうか」

			「え？」

			　すると神無月先輩がさっきとは変わって真面目な顔をしてそう言う。もうずっとこのままならいいのに。

			「私が着けても問題ないのであれば、私が着けよう。私じゃ不安だというのなら、例えば翔太と美羽で互いに着け合うなどして制御できる形にすればいいだろう。どうだ？」

			　ほんと、何で変態になったんですか？

			　すぐに案を出して見せた神無月先輩を前に、本気でそう思った。

			　すると翔太たちは軽く話し合った後、答えを出す。

			「そうですね……俺たちは別に神無月先輩に着けてもらっても大丈夫なので、お願いしてもいいですか？」

			「ああ、請け負おう。世せ渡と君たちはどうする？」

			「ウチはせいちゃんに着けてもらうっス！」

			「だから何で!?」

			「あー……愛梨はともかく、アタシたちはお互いに着け合うからいいよ」

			「ま、ウチらずっと一緒にいるしねー」

			「それが正解って感じ」

			「なるほど……ということなので、世渡君も大人しく彼女たちと腕輪を着け合いなさい。誠一君の奴ど隷れいは私一人で十分だ」

			　お願いです、神無月先輩。案外猫被るのって大事なんですよ？　最後まで被ったままでいてください。

			「絶対に嫌っス！　ていうわけで……えいっ！」

			「へ？　あ！」

			「あああああああああああああああああああああああああああ!?」

			　ボーっとしていたところをあいりんに手をとられ、そのままあいりんの腕に腕輪を嵌はめてしまった。

		

	
		
			[image: p_044.jpg]
		

	
		
			　その光景を見ていた神無月先輩は絶叫する。

			「えへへ……これでウチもせいちゃんの物っスよ！」

			「世渡くんんんんんんんんんんん！　き、君がいなければ私だけが誠一君の奴隷だったのにぃぃぃぃぃいいいいいいいい!?」

			「怖い怖い怖い怖い！」

			　血の涙を流しながら悔しそうにする神無月先輩を前に、俺は本気でドン引きした。いや、俺だけじゃなくて全員ドン引きしてた。よかった、俺だけじゃなくて。

			　本当に滅茶苦茶な雰囲気が漂う中、梨香さんがふとした疑問を訊いてきた。

			「そういえば……どうして誠一君たちのクラスはこの家庭科室にいたのー？　家庭科の授業？」

			「え？　ああ、そうじゃないよ。ほら、今度学園祭があるらしいじゃん？　それで俺らのクラスはコスプレ喫茶をすることになって、それでメニュー内容を考えるのと誰がどこまで料理できるかを調べるためにここで調理してたんだ」

			『コスプレ喫茶!?』

			　俺の言葉に翔太たちは目を見開く。

			「おいおい……ついこの間の襲撃からみんな気持ちの整理ができてねぇのに、誠一のクラスはもう学園祭のこと考えてんのかよ……」

			「あ、ちょっと待ってお兄ちゃん！　あのときの襲撃者を倒したのって……」

			「え？　………お前かああああああああああああああ!?」

			　今までフードを被ってたせいで、俺だと分からなかった翔太たちは【魔神教団】の襲撃者を倒したヤツが俺だと気付いていなかったらしい。俺としては倒したって気はしてないんだけど……。

			「誠一、気付かねぇうちにずいぶんと強くなったみたいだなぁ」

			「そ、そうかな？　賢治だって真面目にボクシングを続けてたわけだし、そういう意味じゃ……」

			「いやいや、俺はあのとき怖くて動けなかったからな？　……本当に情けねぇな。本当は少しでも誠一のために強くなろうと思ってたのに、今じゃ誠一のほうが強いなんてよ……」

			　昔は泣き虫だった賢治が、ボクシングを始めた理由を俺はよく知らなかった。

			　確かに当時は不思議に思ったが、まさかそんな風に考えてくれてたなんて……。

			「すごいねぇ、誠一君。私たち勇者の中にいなかったからどうしてるか心配だったけど、今では誠一君のほうが強いんだもん」

			「うんうん。誠一お兄ちゃん、相変わらず予想の斜め上をいきすぎ」

			「え、ええ？」

			「……アンタ、異世界でも非常識だったわけ？」

			「言いがかりですよ!?」

			　ヘレンにそう言うが、全然信じてくれない。泣くぞ。

			　コスプレ喫茶の話からだいぶ脱線したなと思っていると、突然神無月先輩が目を輝かせて俺を見た。

			「せ、誠一君もコスプレをするのかい!?」

			「ま、まあ……そうですね」

			「ビキニを着るんだね!?」

			「ビキニ!?」

			　おい、ビキニってなんですかねぇ!?　何故最初に思い浮かぶ選択肢がそれなの!?

			　ぐいぐいと詰め寄ってくる神無月先輩に困っていると、それを横からあいりんが突き飛ばした。

			「邪魔っス！」

			「ぶへ!?」

			「神無月先輩!?」

			「せいちゃん！　喫茶店ってことは、せいちゃんの手料理もあるんスか!?」

			「さ、さあ？　さっきまで俺が作り終えて、皆に判断してもらおうってときに神無月先輩たちが来たから……」

			「もう作り終わったんスか!?」

			「ははははは！　残念だったなぁ、世渡君！　誠一君の手料理は私が食べてしまったよ！」

			　突き飛ばされたはずの神無月先輩が急に立ち上がり、勝ち誇ほこった表情でそう告げる。

			「なんですと!?　せいちゃん、どういうことっスか!?　どうしてウチに用意してないんスか!?」

			「めっちゃ理不尽!?」

			　神無月先輩も何故か自慢してるが、あれ元々ルルネ用に作ったヤツだからね？　おかわりがなくなったルルネ、さっきからスゲェ落ち込んでるんだけど？

			　理不尽な文句を言い続けるあいりんを引きはがし、俺は翔太に気になったことを訊く。

			「な、なあ。俺たちがもう学際の準備してることに驚いていたけど、翔太たちや他の勇者たちは何もしないの？」

			「ああ……それなんだがな……」

			「……みんなこの間の襲撃で完全に心が折れちゃってな」

			「はい？　心が折れた？」

			　俺は思わず聞き返してしまった。

			「俺たちが最初にカイゼル帝国に召しよう喚かんされたとき、俺たちはともかく他の連中は物語の中のような勇者になれるってんでスゲェ喜んでたわけだ。しかも話によると俺たちはこの世界の人間より強いらしいし……」

			「ええ？」

			　勇者がこの世界の人間より強い？

			　俺は思わずＦクラスの面々、そしてルイエスたちを見た。

			　……。

			「えっ？」

			「もうその反応ですべてを察したわ……」

			　いや、だって……ねぇ？

			　今の勇者たちのステータスやレベルは知らないけど、どう足掻いてもギルド本部の連中やルイエスたちに勝てる未来が浮かばないんだけど？　もちろん、俺が普通に勇者召喚されてたとしてもだ。

			　あれか？　成長していけば勝てるのかな？

			　それにこじれそうだから言わないけど、ここには魔王の娘であるルーティアもいるからね？

			「とにかく、俺たちは強いって言われ、そこの兵士さんに鍛きたえてもらったんだ。でもその訓練内容が素振りや模も擬ぎ戦がほとんどで、実戦によるレベル上げをさせてもらえなくてさ……それにしびれを切らした連中が国に直訴した結果、こうしてこの学園に送られたのよ」

			「はあ」

			　え、何それ、羨うらやましい。

			　今となってはサリアやアルたちに会えたから後悔も何もしてないけど、もしそうじゃないならそんな風に安全な訓練がしたかった。

			　俺だって好き好んであの何もない森の中で命のやり取りしたくなかったよ！　何度死にかけたか分からねぇしな！

			　予想以上に大切にされてたと俺は思うんだが、実戦がしたいってもの好きだなぁ。だって怖いじゃん。しかも痛いし。

			　そんな安全に訓練できる状態を捨てるって中々……勇気があるのか？　よく分からんが。

			「実際この学園に来たら俺たちより強いヤツなんて一握りしかいなくてよ。それが勇者たちを増長させる結果にもなったんだが……その自信が、壊されたのさ。今となってはほとんどの連中が帰りたいって言ってるが……腕輪のこともあるし、絶望的だろうな」

			「ええ……？」

			　俺は逆に地球では自分より強い人ばかりだったからなぁ。

			　勇者たちは何かを奪われたわけでもないのに心が折れる、か……難しいな。

			「じゃあ帰りたいから、皆学園祭どころじゃないってこと？」

			「そういうことになるな」

			「あの……一応勇者たちの他のクラスは出し物を決め始めたって聞きましたが……」

			「え、そうなんですか？」

			「はい。やはり学園祭ですから……みんなで楽しみたいじゃないですか」

			　ベアトリスさんの情報が本当なら、勇者たちと違って他のクラスの生徒たちはもう前を向き始めているのだろう。

			　……文化の違いっていうか、治安の違いもあるんだろうけど、こんなにも逞たくましい人間がたくさんいるこの世界より俺たち地球人が強いってのはまずないだろうなぁ。

			「不参加ってのはできる物なのかね？　ベアトリスさんの言う通り、せっかくの学園祭なのになあ？」

			「そうだよ！　確かにあのときは怖かったけど、楽しむときは全力で楽しまないと！」

			　俺が同意を求めるようにサリアを見ると、サリアは笑顔で頷いた。そうそう。死んだわけじゃないし、何より自分より相手が強いんならもうどうしようもなくね？

			　……あ、俺は一応死んだのか。

			　俺の反応を見た翔太たちは一瞬目を見開くと、すぐに苦笑いを浮かべた。

			「そういうところは相変わらずだなぁ」

			「そういうもんか……？　まあいいや。でも何かしないと本当に勇者たちだけが出し物なしになっちゃうぞ？」

			「……そうだね。難しいかもしれないが、もう一度みんなで話し合ってみよう」

			「それがいいと思いますよ」

			　神無月先輩の言葉に俺は頷いた。まあ真面目モードの神無月先輩ならなんとかするだろう。

			「せいちゃん！　さあ、ウチのためにもう一度料理するっス！」

			「主様！　私も！　私のためにもお願いします！」

			　…………あいりん、まだ言ってたのね。

		

	
		
			　

			変わらぬ彼女

			　

			「神無月先輩とあいりんは何故あんなことになったのか……」

			　家庭科室で翔太たちと衝撃の再会を果たした俺だったが、あの後は神無月先輩がもう一度勇者たちと今回の学園祭の出し物について話し合うっていうので別れた。

			　ただ俺としては当初の目的である翔太たちの腕輪をどうにかできたので、ひとまず安心だ。

			　学園祭があるとはいえ、アグノスたちはまだテストも終えていない。

			　だからこそベアトリスさんが勉強を教えるのだが、俺は今その授業で使う教材をとりに行っていた。

			「まだこの学園のことをちゃんと把は握あくできてないけど、確かこっちだったよな？」

			　普段来ない場所にその教材が置いてあるらしく、若じやつ干かん不安に思いながら移動しているときだった。

			「――――！　――――！」

			「ん？」

			　不意に言い争う女性の声が聞こえた。

			「なんだ？　いったい……」

			　内容までは聞き取れないが、穏やかじゃないことだけは分かる。

			　……こっちのほうだな。

			　声のするほうにとりあえず向かうと、どんどん人気のない場所へと続いており、辿たどり着いたのは階段下の空きスペースという本当に人目に付かない場所だった。

			　さて、こんなところで何をやってるんだ……？

			　ひとまず声をかけようと覗のぞき込むと――――。

			「ねえ、邪魔しないでくれる？　アタシらそこの女に用があるんだけど」

			「用って何!?　そうやって暴力を振るうのが用だっていうの!?」

			「そうだって言ったら？　アンタには関係ないでしょ？」

			「関係ないって……黙ってられるワケないよ！　皆イライラするのは分かるけど、他の子に八つ当たりしちゃダメだよ！」

			「はあ？　マジムカつくんですけど。マジでなんなの？」

			「コイツ、ちょっと顔がいいからって調子乗ってない？」

			「……あ、ねぇねぇ！　この際やっちゃわない？」

			「……いいねぇ。ここで痛めつけて、アタシらの奴隷にしようよ」

			「っ!?」

			　そこには、三人の女子生徒に壁際まで追い詰められた――――日ひ野の陽よう子この姿があった。

			　日野の背後には怯え切った表情を浮かべる女子生徒がもう一人おり、どうやら日野があの三人から女子生徒を守っているようだ。

			　そんな光景を見て、俺は懐かしく感じた。

			　……日野は変わらないな。そしてそのことが、俺はとても嬉しい。

			　地球では助けてもらってばかりだったが、今の俺なら……。

			「ねぇ、何してるの？」

			「あ？」

			　三人の女子生徒に声をかけると、そのうちの一人が不機嫌そうにこっちを振り向いた。ガラ悪いなっ!?

			「アンタ誰？」

			「俺はこの学園の教師――――」

			「あっそ。興味ないから引っ込んでてくんない？」

			　聞いといてそりゃなくね!?　女子って怖い！

			「そういうわけにもいかないよ。だってそれ、どう見ても問題のある場面だよね？」

			「……だから？　それで、アンタにどう関係があるの？」

			「つか、ウチらが誰か分かってて言ってる？」

			　いや知らねぇよ。初対面ですけど？

			「たかが学園の教師ごときが、ウチら勇者の邪魔しないでほしいんだけど」

			「そーそー。ほら、分かったら失せろよ」

			　すぐに俺から興味を失った三人の女子生徒は、再び日野たちに視線を戻した。

			　そして何のためらいもなく腕を振り上げると――――。

			「ッ！」

			「おいおい、暴力はやめなさいよ」

			「なっ!?　おい、離せ！　気持ち悪いんだよ！」

			「それは傷つくんですけど!?」

			　ちゃんとトイレ行ったら手を洗うし、別に汚いモノ触ってないからね！　酷い言いがかりだ。

			　一人の女子生徒の腕を掴んで止めると、彼女たちは一斉に俺から距離をとり、激しく睨にらみつけてくる。

			「ねえ、セクハラで訴えてよくね？　マジ最悪」

			「あ、さっきのヤツ写真で撮っておけばよかったなぁ」

			「まあいいや。今からコイツを脅せるような写真を撮ったらいいっしょ」

			「ｏｈ……」

			　え、女子ってこんなに怖いモノなの？　それとも俺が神無月先輩たちのせいで麻痺してただけ？

			　……いや、あれはそもそも別の生き物なんじゃないかと思うよね。

			「はい、ウチら勇者に逆らった罰ね。もうアンタに拒否権どころか人権ねぇから」

			「初対面の人間にすら人権を奪われるのか……」

			　もうこうやって俺の意見通らないのには慣れたからいいけど。やっぱりよくねぇわ。

			「まずコイツを先にぶちのめして、そのあとアンタも同じようにしてやるよ」

			「っ！」

			　すでに俺のことなんて眼中にない女子生徒は日野に視線を向け、その視線を受けた日野は体を強張らせた。

			「んじゃあちょっと寝てな……！」

			　なんて暴力的なんだろうか。

			　女子生徒は何の躊躇ためらいもなく俺の顔面目掛けて拳を繰り出してきた。

			　それを見て俺は……。

			「ぎゃっ!?」

			「え!?　あ、ど、どうして!?」

			「うわぁ……容赦ねぇなぁ……」

			　普通に避けた。

			　その結果、俺を逃がさまいと背後に回っていた別の女子生徒の顔面に拳が当たり、そのまま派手に吹っ飛んだ。

			「あの子、友達じゃないの？　今のスゲェ痛そうだったけど……」

			「て、てめぇぇぇぇえええええ！」

			「――――何すんだよ、お前えええええええ！」

			　すると吹っ飛ばされた女子生徒が鼻血を流しながらすごい形相で殴った女の子に詰め寄った。

			「あ、あれはわざとじゃなくて――――」

			「はあ!?　んなの関係ねぇ！　ウチの顔を殴りやがって……おらあ！」

			「ぎゃへ!?」

			　すると先ほど吹っ飛ばされた女子生徒が今度は殴ってきた女子生徒に殴り返した。

			　同じように激しく吹き飛ぶ女子生徒。てか女子生徒って一括りにすると分かりにくいな。

			　よし、最初に殴ったのが女子生徒Ａで殴られたのが女子生徒Ｂ、そして傍観してるのが女子生徒Ｃだ。完璧だな。

			　いつの間にか俺や日野たちのことなんて蚊帳の外で殴り合いを始める女子生徒ＡとＢ。

			「アタシ、アンタのことがずっと気に入らなかった！　何でアンタに仕切られなきゃいけねぇんだ！」

			「うるせぇ！　ウチもお前なんか大っ嫌いだよ！　おら、死ねよ！」

			　ええ……言葉遣いがやべぇな……もう取り繕う余裕すらねぇじゃん……。

			　俺が全力で目の前の女子生徒ＡとＢの殴り合いに引いていると、女子生徒Ｃがおろおろしながら止めようとする。

			「ちょ、ちょっと止めなよ！　ウチらが殴り合う必要なんて――――」

			「ああ!?　てめぇもなにスカしてんだよ！」

			「いぎっ!?」

			　本当に容赦ねぇな!?

			　傍観してたはずの女子生徒Ｃまでもがそのまま喧けん嘩かに巻き込まれ、俺と日野たちは困惑する。

			　うーん……。

			「とりあえず、こっちに来て」

			「ええ!?　あ、は、はい……」

			　激しく殴る蹴けるの喧嘩を繰り広げる横を何とも言えない顔で見送りながら日野たちがこっちにやって来る。

			「さて、もう大丈夫でしょう。ほら、今のうちに行きな」

			「あ、ありがとうございます！　えっと……貴女も助けてくれて、本当にありがとう！」

			「え？　あ……そ、そんな！　当然のことをしただけだよ！」

			　日野が庇かばっていた女の子は何度も頭を下げると、すぐにこの場から離れていった。

			「それで、君も行かなくていいの？」

			　だが、何故か日野はこの場に残った。

			「ええ……彼女たちは私と同じクラスの子ですから……それで、何とかして止められませんか？」

			　さっきまで殴ろうとしてきた相手まで心配するって……すごいな。

			　とはいえ、これを俺が止めるには……いや、無理だろ。怖いわ。

			　でもこうなったのって俺のせい？　んなこと言ったって避けなきゃ殴られちゃうじゃん！　その先に女子生徒Ｂがいたのは完全に不慮の事故だし。

			　色々と解決方法を考えていると、俺は思わず口にしてしまった。

			「はあ……こんなときに神無月先輩がいれば上手くまとまりそうなんだけど……」

			「――――呼んだかい!?」

			「――――どこから湧いて来やがったああああああああああああああ!?」

			「え!?　せ、生徒会長さん!?」

			　なんと、その場に現れたのは神無月先輩だった。自分で言ってて意味が分からないねぇ！　さっきまでこの場にいなかったじゃん!?　本当にどこから湧いたの!?

			　突とつ如じよ現れた神無月先輩に日野も同じように驚く。

			　だが驚く俺たちをスルーして、神無月先輩は目の前の惨状を見て溜息を吐いた。

			「はあ……彼女たちは最近勇者組の中でも素行に問題が出ていた女子たちだな」

			　そう呟くと神無月先輩は何のためらいもなく女子生徒たちの下へ向かっていく。

			　いったい、どう解決するんだ？　やっぱり生徒会長だからスマートかつカッコよく解決を――――。

			「眠れ！」

			「「「ふげええええ!?」」」

			「さらなる暴力だとおおおおおおお!?」

			　何のことはない。

			　神無月先輩は三人の女子生徒をまとめて殴り飛ばし、壁に叩きつけた。

			　だがその衝撃で三人の女子生徒は気を失い、そのまま地面に倒れ伏す。

			　そんな彼女たちの足を無造作に引っ掴むと、引き摺り始めた。

			「この子たちは私が預かろう」

			「あ、はい」

			「ではな」

			　もう少し絡んでくるかと思ったが、神無月先輩はそのまま女子生徒たちを引き摺って行く。

			「ふっ……ここですぐに去れば仕事ができる女として見られる上に誠一君がいつもとは違う私の反応にヤキモキするだろう……完璧だ！」

			　全部聞こえた。

			　色々台無しにしながら去っていく神無月先輩を見送っていると、日野が声をかけてきた。

			「あの……」

			「え？　ああ、どうした？」

			「その……助けていただき、ありがとうございます！」

			「ええ？　いや、俺は何もしてないよ。……何か仲間割れが始まって、それすらもさっきの女性が止めてくれたわけだし」

			「そうだとしても、あの場で声をかけてくださっただけでもとても嬉しかったんです。だから、ありがとうございます」

			　日野はそういうと丁寧に頭を下げた。

			　実際に俺は何もしてないんだが……でもこの感じは日野らしいなと俺は思った。

			　そこで俺はふとあることに気付いた。

			　よく考えれば、日野も神無月先輩たちと同じように腕輪を着けられてるのか……。

			　でも今の俺は顔を隠してて日野は俺のことを知らないわけだし……いや、そもそも覚えられてるかな？　それに覚えられてたとしても俺と日野はスゲェ仲が良かったわけでもない。

			　でも俺のことを助けてくれたりしたわけで……どうにかして日野の腕輪を外したい。

			　俺は日野の優しさに何度も助けられたしな。

			　今度は俺が動く番だろう。

			　そうやって色々考えた俺は……結局偶然を装って外し、勝手に着けてしまおうということにした。

			　そこでいかにも何も知りませんよ？　という感じを装いながら日野の腕輪を指さす。

			　ここでまさかのアルと観劇に行った際に手に入れた【演技】が発動する。負の遺産がこんなところで働くなんて……！

			「その腕輪……」

			「はい？　あ、これですか？　これは私たち勇者がカイゼル帝国の方々からいただいた特殊な腕輪らしいですよ？　何でも力を強くしてくれるとか……すごいですよね！」

			「へぇ……少し見てもいい？　こういう不思議な道具に興味があるんだ」

			「ええ、いいですよ？　あ……ただこの腕輪一度着けると外れないらしくて……このままでもいいですか？」

			「うん、大丈夫」

			　日野は特に何かを疑うこともなく素直に腕輪を見せてくれた。

			　いや、この場合【演技】スキルがヤバい。ごくごく自然な形で日野を誘導しているのだ。手に入れた経緯が違えば嬉しいんだけどねぇ！

			　内心で涙を流しながらその腕輪に俺が軽く触れると、俺はすぐに『リ〇カーン大統領』を発動させた。

			　すると腕輪はあっさりと外れ、その場に落ちる。

			「え!?　ど、どうして腕輪が……」

			「どうやら外れないというのは嘘だったみたいだね。でもこうすれば……はい、元通り」

			「え？　え？　外れないのが嘘って……何度も試して外れなかったからてっきりそういうものなのかと……」

			　困惑している日野をよそに俺はすぐに腕輪をもとの形にして日野の腕に装着した。

			「ごめんね、何だか混乱させちゃったみたいで……」

			「い、いえ。私も予想外でしたし……それに元通りになっているようなので、多分大丈夫でしょう」

			　日野はそう言うと優しく笑った。

			「……あ！　私、そろそろ授業なので行きますね。本当にありがとうございました！」

			　ふと時間の経過に気付いた日野はもう一度深いお辞儀をした後、小走りで去っていった。

			「ふぅ……これで本当に、カイゼル帝国の隷属から守りたい人は守れたことになる……のかな？」

			　また一つ懸念が消えたことを実感したところで本来の目的を思い出し、俺も慌てて教材をとりに向かうのだった。

		

	
		
			　

			試着会

			　

			「おーい、そっちにある釘とってくれー」

			「その看板は向こうにお願い！」

			「教室の申請した？　え？　まだ？」

			「先生どこにいるか知らない？」

			　学園祭の日が近づき、どこのクラスも出し物の準備で忙しそうにしていた。

			　俺自身も教室で使う追加の机や椅子の申請をしに行ったりと準備に参加し、今もその机や材料を運んでいた。

			「バーナさんの狙い通り、皆活気づいてるねぇ」

			「……ん。生き生きしてる」

			　俺のお手伝いをしてくれているオリガちゃんも、今回の料理で使う食材を運びながら少しだけ笑みを浮かべた。

			「……そういえば、勇者たちは参加するの？」

			「あー……そういえばあれから全然見かけないなぁ」

			　オリガちゃんの場合は、以前神無月先輩たちが家庭科室に突撃して以来。

			　俺は廊下で日野と再会して以来、勇者たちを見かけていないのだ。

			　気にならないと言えばウソになるが、神無月先輩が何とかするって言ってたし、大丈夫だろう。あの変態性さえなければ、超頼りになる人だからな。

			　他のクラスの様子を観察していると教室に辿り着いた。

			「ただいま――――」

			「ア、誠一！　見テ見テ！」

			「へ!?」

			　教室に入った瞬間、ミニスカートタイプのナース服に身を包んだゴリラ――――否、サリアが、「ウッフーン」と言いながらセクシーポーズを決めていた。

			　あまりにも衝撃的すぎる光景に、思わず固まる。

			「モウ……私ガアマリニモ可愛イカラッテ見ツメスギ。イヤン」

			「ちっがああああああああああああああう！」

			　いや、そういう意味で見つめてたんじゃねぇよ!?　ちょっと脳内処理が追い付かなくて呆然としてただけだからね!?

			　そもそも何がどうしてゴリラ状態でナース服を着ることになったの!?　人間じゃダメなわけ!?

			　誰かに説明を求めるように教室内を見渡すと、何故か男性陣の姿しか見えない。

			　ただ、いつの間にか教室内に作られていたカーテンの仕切りがあり、その中に女性陣がいるのだろう。

			「い、いや……俺にも何が何だか分かんねぇっス……」

			「……女子たちはそのカーテンの向こうで衣装に着替えているが、サリアは出てきた瞬間からその姿だったぞ」

			　俺の説明を求める視線に対し、アグノスは頬を引きつらせ、ブルードは目を逸らしながら答えた。いや、まさかの理由がねぇだと!?

			　愕然とする俺に、ゴリアは驚くほど力強く俺の肩を掴んだ。

			「誠一」

			「はい？」

			「コレデ、誠一ヲ悩殺」

			「物理的に殺されそうなんですが!?」

			　手が置かれてる肩からミシミシ音が鳴ってるんですけどね！

			　てか、やっぱりゴリラのときの思考回路が人間のときと違いすぎて慣れねぇ！　いや、そんなサリアもいいなぁと思う俺は末期なんだけどさ！

			「……サリアお姉ちゃん、似合ってる」

			「アリガトウ、オリガチャン。ア、オリガチャンノ衣装モアルカラ、着替エテオイデ」

			　オリガちゃんに褒められたサリアは優しく微ほほ笑えむと、そのままカーテンの向こうにオリガちゃんを連れていった。

			　……おかしい。今一瞬、ナース服が尋常じゃなく似合って見えた。もうダメだ俺。

			「……あ、男子たちも着替えたんだな」

			「は、はい！　ただ、僕たちは基本的に執事服で統一らしいのですが……」

			　レオンの言う通り、アグノスたちは同じ執事服に身を包んでいた。

			　ただ、それぞれ個性が出ていて、アグノスは執事服を着崩し、逆にブルードは完璧に着こなしており、ベアードはジャケットを脱いだ状態で腕をまくった格好、レオンは他が紐状のネクタイに対し、ちゃんとした蝶ネクタイ姿だった。

			　うーん……こうしてみると、アグノスも含めて男子の美形率高いな。メチャクチャ似合ってる。

			　まだ分からないが、この四人がいるだけで、学園中の女性たちが集まってきそうだ。

			　思わず四人の姿に感心していると、突然今まで仕切られていたカーテンが開けられた。

			「皆、着替エ終ワッタヨ」

			　いまだにゴリラのサリアがそう言うと、女性陣が恥ずかしそうにしながら出てきた。

			「あ、あんまりジロジロ見るんじゃないわよ……殺すわよ!?」

			「物騒だなおい!?」

			　その格好で接客をするわけだから、見るたびに殺すって言ってたらお客さん全員死んじゃうよ。

			　俺のツッコミを受けながらも頬を赤く染め、睨みつけてくるヘレンはメイド服に身を包んでいた。

			「まあまあ、いいじゃないですか～。ヘレンちゃん、可愛いですよ～？」

			「で、でも……」

			「どうせこの姿でお客さんの前に立つんですし、諦めたほうがいいですよ～」

			「うぐっ……それはそうだけど……あ、そうよ！　それなら私は料理を――――」

			「お客様を殺すつもりですか～？」

			「そこまで言う!?」

			　ヘレン、すまない。俺もレイチェルと同意見だ……。

			　そもそも、お皿の上に何もなければ客は食べれないしな。せめてお皿の上に『モノ』を用意できるようになってからもう一度言ってほしい。言われても答えはノーだけど。

			　ヘレンを説得しているレイチェルはシスター服に身を包んでおり、かなり似合っている。

			「フッ……これは中々面白い衣装ですね。私を輝かせるのに一役買ってます」

			「ぼ、ボクのはヘレンのより酷いんじゃないかな!?　これどうなの!?」

			　イレーネは婦警さんの格好で髪をかき上げ、フローラはバニーガールの格好で何か身を隠すものがないかソワソワしながら周りを見渡していた。

			　イレーネはともかく、フローラは……うん。どちらかといえば親父っぽいイメージのフローラが、逆に女の子らしい姿でいるのは新鮮だ。本人はどう思ってるか知らないけど。ご愁傷様です。

			「クラウディアはよく男装をしていましたが、まさか私がすることになるとは……」

			「この服……東の国の民族衣装とよく似てる」

			「制服というのも私には新鮮でしたが……私の知らない服が世の中にはたくさんあるんですね！」

			　ルイエスは男性陣と同じ執事服に身を包んでおり、背筋もピンとしているので非常にカッコいい。

			　ルーティアは日本の和服を着ており、髪型もそれに合わせて結い上げている。

			　久しぶりに東の国って言葉を聞いたけど、本当に昔の日本と似たような国なんだな。いつか行ってみたい。

			　そして今までダンジョンに封印されていたゾーラは、キャビンアテンダントの姿ではしゃいでいる。……今までのことを考えたら、ちょっとしたことでもゾーラにとっては新鮮で、嬉しいんだろう。まあ異世界の衣装は誰から見ても新鮮かもしれないが。

			　それよりもゾーラが本当に楽しそうに笑っているので、ダンジョンから連れ出せて本当に良かったと思う。このまま楽しいことをどんどん知っていってくれたらいいな。

			「わ、私もこんな格好をしないといけないんですか!?」

			「お、おい！　これ何の衣装だ!?　モコモコしてる割にスカートの丈が短ぇし……！」

			「ふむ……これはずいぶんと動きやすい……というより、蹴りやすいな」

			「……私の服も不思議。なんの衣装だろう」

			　ベアトリスさんもやはり着替えて参加することになったため、今は女海賊の格好をしている。普段、キッチリした格好をしているから、ワイルドな姿がこう……うん！

			　あといつの間にかアルも着替えており、ミニスカートのサンタ姿で顔を赤らめながら必死にスカートを押さえていた。
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			　その隣では際どいスリットの入ったチャイナドレスのまま、無防備に蹴りを繰り出すルルネ。おい、見え……てか下着穿はいてるよね？　大丈夫だよね!?

			　オリガちゃんは可愛らしい巫女さんの格好で、興味深そうに自分の服を見まわしていた。

			　こうして全員の着替えが終わり、みんな綺麗で可愛い女の子たちばかりなので、コスプレのレベルがすさまじいことになっていた。

			「うおおおおおおおおお！　す、スゲェ！　兄貴、俺超感動してるっス！」

			「……まあ、いいのではないか？　……ん」

			「皆、似合っている」

			「き、綺麗ですね！　あ、ごめんなさい！　僕ごときが綺麗だなんて……！　畏れ多いですね!?　すみません！　許してください！」

			　アグノスは女性陣の姿に鼻息を荒くし、ベアードやレオンがいつも通りの反応をする中、ブルードが珍しく視線を逸らしているのが印象的だった。

			　いや、確かに視線に困るよね！　俺もさっきからどこに視線を持っていけばいいのか迷ってるからさ！

			「ドウ？　皆、キレイデショ？」

			　改めてサリアがみんなの横に並び、セクシーポーズを決める。いや、サリアだけ異次元すぎて浮いてるからね？

			　……あ、サリアを見てると落ち着くぞ！　初めてゴリラの姿に感謝することになった！　ありがとう、ゴリア！　俺の理性が保たれた！

			　一人で精神を安定させてると、ルイエスが皆の衣装を見渡しながらふとした疑問を口にした。

			「そういえば……詳しい話を聞いたわけでもないのですが、師匠は勇者なのですか？」

			「え？」

			「それは私も気になる。前にダンジョンで【魔王魔法】を習得したときに【聖属性魔法】はすでに使えるって言ってたし、この間の試食会に勇者たちがやって来たから……」

			　そういえば、ヘレンたちは知っているがルイエスたちにはきちんと説明してなかったな。

			　勢いでダンジョンを攻略して、そのまま嵐のように神無月先輩たちがやって来て、そのまま去っていったわけだし……。

			「うーん……勇者として召喚されたわけじゃないから勇者じゃないけど、勇者たちと同じ世界の人間だよ。だから、異世界人ってワケ」

			「なるほど……これらの服も異世界では普通なのですか？」

			「別に普通ってわけじゃないかなぁ。もちろん、仕事で着ている人もいるけどね」

			　俺の説明に納得し、ルイエスは再び皆の服を観察していた。

			　婦警さんの服なんかはけっこう忠実だと思うけど、それ以外は日本的な……というより、コスプレ用に改造されたものとなっている。

			「さて、今日はこの試着だけで終わりかな？　メニューも決まったし、あとは当日に動いてみないと分からないだろうけど……」

			「何言ッテルノ？　マダダヨ？」

			「え？」

			　まだ？　何か準備しなきゃいけないことあったか？

			　サリアがそう言った理由が特に浮かばず、首をひねっていると再び肩を力強く掴まれた。あ、あれ？

			「誠一モ、着替エル」

			「………………えっ!?　俺もやるのか!?」

			「当たり前だろ!?　そもそも担任でもないこのオレが着替えてんだぞ！　お前も着替えるんだよっ！」

			「ささ、主様！　こちらへどうぞ！」

			「……わくわく」

			　いつの間にか囲むようにして迫っていたアルたちにより、俺は逃げ場を失った。ば、バカな!?

			「あ、ちょっと待って！　き、着替える！　自分で着替えるよ!?　だから引き摺らないで!?　ついてこないで!?」

			「大丈夫。優シクスルネ？」

			「優しくって何されるんですかねぇ!?」

			「ヨイデハナイカ、ヨイデハナイカ」

			「や、止めろおおおおおおおおおおおお！」

			　必死の抵抗もむなしく、俺はサリアに連行される形で着せ替え人形のごとく、色々な衣装を着る羽目になった。

			　――――ちなみに後で知ったが、俺のイメージを聞いただけでサリアがこれらの衣装をすべて作り上げたらしい。さすがすぎるだろ！

		

	
		
			　

			学園祭　開始

			　

			「いらっしゃい、いらっしゃい！　【レクイア鳥の串焼き】はいかがかな！」

			「貴方の未来を占いましょう……ムム!?　し、死相が……!?」

			「当たっても外れてもお互いに文句なし！　どうです？　一回だけでもくじを引いていきませんかー？」

			　――――バーバドル魔法学園では現在、学園祭が開催されていた。

			　しかも、今回はいつもの学園祭とは違っていた。

			　校内対抗戦の際に【魔神教団】から襲撃を受け、心に深い傷を負った生徒たちを元気づける意味でバーナバスが企画したものだった。

			　だが、襲撃を防げなかったバーナバスは各国から追及があり、かなりの生徒が強制的に帰国する形となっている。

			　学園にはまだまだ生徒がいるものの、生徒たちの両親の中には学園に不信感を抱いている者もおり、今回の学園祭にやって来て、その実情を確かめようとする家も存在していた。

			　それでも生徒たちは協力して出し物を決め、思い思いに学園祭を楽しんでいた。

			　そんな中、ひと際賑にぎわうクラスが一つ存在した。

			「ねえねえ、行った!?　Ｆクラスのお店！」

			「行ったよ！　超やばくない!?」

			「あそこのクラス、レベル高すぎるだろ！」

			「クソ！　やはり顔なのか……顔なのか!?」

			　校舎の中でも端に位置するそのクラスは……２年Ｆクラスだった。

			「「「「いらっしゃいませ」」」」

			『きゃあああああ！』

			　アグノス、ブルード、レオン、ベアードの四人が客である女子生徒たちに恭しく礼をした瞬間、黄色い歓声が上がった。

			　今の時間、男性陣による接客が行われているＦクラスの店は、【コスプレ喫茶】だった。

			　しかも、事前に誠一からそれぞれコスプレ衣装の内容を聞かされているため、演技ができる者はその役になりきりながら接客をすることになっていた。

			　頬を赤らめ、ぼーっとした様子で座る女子生徒に、アグノスは少し乱暴にメニュー表を渡した。

			「おら、これがメニューだ。クソ人が並んでんだ、できればとっとと決めてくれ！」

			「アホか貴様。相手は客だぞ。言葉遣いをどうにかしろ」

			「んだと!?」

			「このアホは放っておけ。それより、メニューから品を選ぶがいい」

			「お前も人のこと言えなくね!?」

			　荒々しいアグノスは着崩した執事服とマッチし、その粗暴な態度でさえ女子生徒には大いにウケていた。

			　逆にブルードはしっかりと執事服を着こなし、平民の血が流れているとはいえ、王族でなおかつそのルックスから高圧的な態度も好意的に受け止められ、女子生徒たちはうっとりとそれを見つめている。

			「あ、あの！　これ、メニューです！　えっと……その……ど、どれにしますか!?」

			「えっとぉ……じゃあ……レオン君で！」

			「え？　えええええええ!?　ぼっぼぼ僕ですかぁ!?　だ、ダメですよ！　あ、ご、ごめんなさい!?　口答えしてすみません！　許してください！」

			　おどおどしているレオンは、彼なりに懸命に接客を続けるものの、その様子をどこか危険な視線を向ける女子生徒たちが鼻息を荒くして見つめていた。

			　しかも、中には今のようにレオンをわざと困らせるようなことを言い、実際に困る姿を見て息を荒らげるどうしようもない変態まで出てくる始末。

			　だが……。

			「あまりレオンを虐めないでやってくれ」

			「べ、ベアード君！」

			「大丈夫か？」

			　レオンを庇うようにして現れたのは、口数の少ないベアードだった。

			　鍛えられた大きな体と鋭い視線は人によっては威圧感を覚えるはずが、ベアード自身の身に纏まとう柔らかい雰囲気により見事に中和され、大人びたベアードは女子生徒に人気だった。

			　他にも一部の女子生徒の間ではアグノスとブルードのやり取りや、レオンとベアードの会話に鼻血を流しながら見つめる者もいる。

			　中々カオスな空間が広がっているが、それでもアグノスたちは多くの女子生徒から支持を得て、順調にＦクラスの売り上げに貢献していた。

			　また別の時間帯になると、今度はヘレンたちが接客する番になる。

			　すると客層も一気に変わり、先ほどまでは女子生徒で溢れかえっていたＦクラスの教室は、今度は多くの男子生徒でにぎわっていた。

			「い、いらっしゃい……ませ……ご……ご主人……さま……」

			　額に血管を浮かべ、頬を引きつらせながら接客をするヘレン。

			　メイド服を身に纏っており、次々とやって来る男子生徒たちに向けて何とか笑みを浮かべていた。

			「ヘレンちゃん、ダメですよ～？　もっと自然に笑わないと～」

			「で、でも！」

			「でもじゃないですよ～？　今のヘレンちゃんはメイドさんなんですから、しっかりご奉仕しないと～」

			「ご、ご奉仕!?　あ、アンタね……一応、ここは喫茶店なんだからね!?　そこんところ分かってる!?」

			「分かってますよ～」

			「じゃあ何で私がこんな格好をしないといけないのよ！　せめてレイチェルも同じようにしなさいよ！」

			「それは無理ですよ～。私は～、シスターさんなので～……あ、どうも～。迷える子羊たち～。どうしました～？　懺ざん悔げですか～？」

			「だから喫茶店だって言ってんでしょ!?」

			　シスター服に身を包むレイチェルは、喫茶店だというのに彼女なりに役になりきっているからこそ、メニューも渡さずに懺悔を促していた。どんなお店だというのか。

			　二人が漫才のようなやり取りをしている頃、別の席では男子生徒たちが目にハートマークを浮かべ、イレーネたちを見つめ続けていた。

			「ふ、ふつくしい……」

			「なんてこった……ここは天国なのか……？　俺はいつ死んだんだ!?」

			「落ちこぼれとかどうだっていい……俺は彼女に踏まれたい……」

			　Ｆクラスの面々を蔑んでいた他学年や他クラスの生徒たちだったが、あの校内対抗戦以降、元々極端な思考の持ち主以外は比較的にＦクラスへの態度は軟化していた。

			　Ｓクラス相手に互角どころかそれ以上の力を示しただけでなく、誰もが動けなかった中、【魔神教団】の使徒相手に真っ先に飛び出したのがアグノスたちＦクラスだったことも大きく関係している。

			　とはいえ、いまだにＦクラスに対して暗い感情を抱いている生徒もいるが、それもごく一部だ。

			　そして今、Ｆクラスに対して態度を軟化させた生徒たちは、イレーネだけでなく、Ｆクラスの美少女たちに鼻の下を伸ばしていた。

			　熱い視線を向けられるイレーネは当然と言わんばかりに髪をかき上げた。

			「フッ……まあ、完璧でビューティフォーな私ですから、当然の結果ですね。ああ……罪な私。これは私自身をタイホ？　しないといけないのでは!?」

			　この世界に警察という組織がないからこそ、誠一に『逮捕』という言葉や意味を教えられたイレーネは婦警のコスプレに何故か付属していた玩具の手錠をクルクルと回して弄んでいた。

			　そんな自分に酔いしれているイレーネの横では、顔を真っ赤にしたフローラが必死に接客をしていた。

			「い、イレーネ!?　　お、お願いだから接客を手伝ってくれないかなぁ!?」

			「うおおおおお！　フローラちゃん、可愛いぜ！」

			「な、なんて扇情的な服なんだ……けしからん……けしからんが、それもいい！」

			　バニーガールの格好をしているフローラは、慣れない男子からの視線に顔を赤くする。

			「どうしてボクがこんな格好を!?　もっと似合う、可愛い子がいたんじゃない!?　サリアさんとかルルネさんとかさぁ！」

			「何を言っているのですか。フローラも十分似合っていますよ？　美しいことを否定するのは、この私が許しません」

			「い、イレーネ……」

			　真剣な表情でフローラを見つめるイレーネ。

			「……私より目立つのは許せませんね。逮捕します」

			「理不尽すぎじゃない!?」

			　妙な言いがかりをつけられたフローラは、その手にイレーネから手錠をかけられるのだった。

			　こうしてヘレンたちの時は戸惑いや恥ずかしさが渦巻きながらも、何とかシフトの時間を乗り切るのだった。

			「「「お姉さまあああああああ！」」」

			「「「姉御おおおおおおおおお！」」」

			　ヘレンたちの時間が終わると、今度はルイエスたちが接客する番に。

			「あ、あの！」

			「どうしました？」

			「こ、この中でお姉さまのおススメはどれですか!?」

			　執事服に身を包んだルイエスは、熱狂的な女性客が多くつき、今も客の一人に引き留められていた。

			　すさまじい人数が並んでいる中、ルイエス自身も長く一か所にとどまることができないのだが、元々の性格のせいか、相手の女子生徒を邪険にすることなく優しく対応する。

			「では、こちらのケーキセットはいかがですか？　ケーキとそれに合う紅茶が付いてきますよ」

			「じゃ、じゃあ……それにします！」

			「かしこまりました、お嬢様」

			　元々王城に勤めていたこともあって、その動きは洗練されており、綺麗なお辞儀の後、微かに微笑んだ。

			　その微笑みを見た女子生徒や周囲の客は、一斉に顔を赤くしてその場に倒れる。

			「おや？　大丈夫ですか？」

			　――――しかも、天然なので余計にたちが悪かった。

			「ど、どれにするんだい!?　さっさと決めないと……サメの餌にしちまうよ！」

			　ルイエスが女子生徒を虜にしている頃、ベアトリスは頬を赤く染めながらも海賊になりきっていた。

			　生徒たちが頑張っていること、何より元々生真面目な性格であるベアトリスだからこそ、今着ている女海賊を自分なりに解釈し、演じているのだ。

			　それでも恥ずかしいのは変わりないので、顔は赤い。

			「キャプテン！　お、俺の金を奪ってくれええええええ！」

			「何言ってやがる!?　俺だ、俺の金を受け取ってくれ！」

			「バカ言ってんじゃねぇ！　俺は全財産を渡すぞ！　今日から俺は、一文無しだあああああ！」

			　そんなベアトリスには男子生徒たちがメニューに書かれた金額以上のお金を支払おうとする始末。

			　本来のベアトリスならすぐにそのことを指摘し、既定の金額しか受け取らないのだが今は役になりきっていること、そして恥ずかしさで正常な判断が微妙にできていないことから、特に疑うこともなく多めの金額を受け取っていた。

			「さあ……あ、アタシに金を奪われたいヤツはどいつだい!?」

			「「「俺でえええええええええええええええす！」」」

			　末期である。

			　救いようがない男子生徒たちだが、本人たちが納得しているようなので誰も不幸になっていなかった。

			「え、えっと……これはあっちの席で……これは向こうの席で……あわわ！　頭が混乱します！」

			「落ち着いて。大丈夫、一緒にやろう」

			　キャビンアテンダントの姿をしたゾーラと、和服に身を包んだルーティアはそれぞれが協力して一つずつ注文をさばいていた。

			「お、お待たせしました！」

			「召し上がれ？」

			　二人で一緒に料理を運び、届ける姿を見て、男子生徒だけでなく女子生徒までもが温かい目を向けていた。

			「次はあっちですね！」

			「走ると危ないよ？」

			「あ、本当ですね！　でも楽しくって……」

			「……そうだね。私もこんな経験ないから、面白い」

			　それぞれが特殊な環境にいた二人は、この【コスプレ喫茶】というモノが新鮮で楽しかった。

			　他のメンバーとは比べ物にならないほど、ゾーラたちはほのぼのとしたまま接客を続けるのだった。

			　再びシフトが変わると、今度はサリアたちが接客を始める。

			　ただ――――。

			「イラッシャイ――――」

			「だああああああ!?　サリア!?　人間！　人間の姿になれ！」

			　ナース服を着ているサリアは、まさかのゴリラの状態で接客を開始しようとするも、アルトリアが全力でそれを阻そ止しした。結果、サリアは大人しく人間の姿に変わる。

			　しかし、それでも少しだけお客にはサリアのゴリラ状態が見られ、全員目を必死にこすった。

			「あ、あれ？　俺の目、おかしくなったのか？」

			「奇遇だな。俺もだ」

			「だよなー。さっき可愛い服を着たゴリゴリマッチョの怪物がいた気がしたんだが……気のせいだよな！」

			「そうだとも！　何故かあの可愛い服が似合って見えただなんて……気のせいに決まってる！」

			　恐ろしいことにゴリラのままナース服を着ていたサリアは、その身に纏う雰囲気だけで着こなしていたのだ。似合っていないはずなのに、何故か似合って見えたため、男性陣は余計に混乱する。

			　でもすぐに赤髪の美少女に変化したことで、全員考えることを止めた。今可愛いのでもういいのだろう。

			「はーい！　ショートケーキですね！　かしこまりました！」

			　人間に戻ったサリアはその天真爛漫な笑顔で、次々とお客を魅了していく。

			　しかも、魅了されるのは男性陣だけでなく、女性陣もその可愛さに目を奪われていた。

			「クッ……な、なんだってオレまでこんな格好を……！　ど、どうせするなら誠一の……」

			　ミニスカサンタ姿のアルトリアは顔を赤く染めながらも、Ｆクラスの生徒たちからのお願いということもあって、何とか接客を続けていく。

			　同じような心情のヘレンやベアトリスと違うのは、サンタという存在をよく理解していないので演じることができないのと、何とも言い難い複雑な乙女心があることだろう。

			「フン、オムライスだな？　任せろ、今食ってやる」

			「……おバカ。食いしん坊のための料理じゃない」

			　お客に出すはずの料理をすべて食らい尽くそうとするルルネを、オリガは何とか防いでいた。

			　だが、それでもルルネの食欲は収まらず、せっかくチャイナドレスに身を包んでいるというのに、特に何かをすることもなく隙あらば他人の飯を貪り食っている。

			　それに呆れながらも巫女姿のオリガは一生懸命に接客を続け、男女問わずみんなの心を温かくしていた。
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			「……ん。お待たせしました」

			「おお、待ってたぞ！」

			「……だから、食いしん坊のモノじゃない」

			　すごいのが、ルルネに飯を食われたお客が、ルルネの幸せそうな食事姿に癒いやされ、むしろ奢りでどんどんルルネにご飯を提供するような人間が現れたことだろう。

			　ただ、ルルネは食事にしか興味がないので、誰が奢ってくれたのかなどには微塵も興味を示さなかった。

			　こうして目立つ生徒を多く抱えたＦクラスはどの時間帯にもお客さんが集まっていたのだが、ひと際目立つ存在が一人、残っていた。

			「――――ようこそ、お姫様」

			　まるで暗黒貴族である、ゼアノスが着ていたような貴族の礼服をさらに豪華にした物に身を包み、不遜かつ、魅惑的な笑みを浮かべる――――誠一。

			　普段の誠一を知る者からすれば、絶対にあり得ないであろう光景。

			　しかし、誠一は大国の王子のような格好で、接客をしていた。

			　これこそがサリアやアルトリアたちが選んだ誠一の衣装だった。

			　衣装もサリアが本気で作ったらしく、他の衣装もクオリティーが高かったが、誠一の衣装はさらに手が込んでいる。ゴリラのサリアはこれ以上ないくらい誠一に対して本気を出したのだ。

			　そんなサリアの本気に対して誠一は、無意識で前にアルトリアとのデートで手に入れた【演技】のスキルを発動させ、完璧に衣装に合わせて役になりきっていた。

			　ブルードとはまた違う、世の女の子たちが一度は想像したであろう理想の王子を、誠一は完璧に演じているのだ。

			「さて、注文は決まったかな？」

			「は、はひぃ!?　こ、ここ、これをををを!?」

			　ステータスが逃げだした実績のある誠一は、その魅力を存分に発揮する。

			　結果、壊れたようにメニューを震える指で何度も突く女の子の手をそっと握ると、誠一は優しく微笑んだ。

			「かしこまりました、お姫様？」

			『ブハアアアアアアアアアアアアアアアアア！』

			　その場にいた女性全員が撃沈するのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「せ、誠一くぅぅぅぅぅぅううううううん！」

			「せいちゃあああああああああああああん！」

			「ん？　っ!?」

			　無の境地で接客を続ける俺――――柊ひいらぎ誠一は、不意に聞こえた声のほうに顔を向けた。

			　するとそこには、鼻血や涎よだれを垂らしながら迫ってくる神無月先輩とあいりんの姿が……って怖っ!?　二人とも可愛いんだから自重しようぜ!?　色々台無しになってるから！　猫の皮って大事だよ!?

			　もはや自主規制したほうがいいレベルの二人は、ギリギリ冷静だったのか、ちゃんと順番を守り、お店にやって来た。

			　お店が始まる前に知ったのだが、勇者は結局出し物を決められなかったらしい。

			　ただ、その代わりにこうしてお客さんとして学園祭に参加してもいいようにしたらしく、神無月先輩たちはわざわざ俺が接客している時間帯を狙ってここに来たみたいだ。その執念が怖い。ありがたいけど。

			「誠一君誠一君誠一君誠一君誠一君誠一君誠一君誠一君誠一君誠一君誠一君誠一君誠一君誠一君誠一君」

			「せいちゃんせいちゃんせいちゃんせいちゃんせいちゃんせいちゃんせいちゃんせいちゃんせいちゃん」

			　怖い怖い怖い怖い怖いいいいいいいいいい！

			　血走った目で俺を見つめながら俺の名前を連呼する二人を見て、俺はこの場から今すぐ逃げ出したくなった。おかしいな、ステータス的には恐れる必要ないはずなんだけどな！

			　とはいえ、あのままブツブツ名前を連呼されると他のお客さんに迷惑って言うか……さすがに怖すぎる。

			　だが今の俺はサリアが本気で作ったらしい王族や貴族が着そうな服を着て接客しているわけで……今までもスキル【演技】を使って何とかしていたのだ。

			　ここで素の俺のまま二人を注意すると他のお客さんをガッカリさせるかもしれない。

			　だからこそ、ここも役になりきって二人を黙らせよう……！　ていうより、役になりきって現実逃避したいだけです！　もうヤダあの二人！

			　すぐに【演技】スキルを発動させると、俺の意識は一瞬で役に切り替わった。

			　そしていまだに俺の名前を連呼する二人の唇にそっと人差し指を添えると、二人は俺の行動に目を見開いて固まる。

			「静かに。ここは食事をするところですよ？　それでも言うことを聞かない悪い子には……オシオキするよ？」

			「「お願いしまああああああああああああああああす！」」

			　何でえええええええええええええええ!?

			　それにクサっ！　俺のセリフ、クサすぎじゃない!?　ねぇ、もう俺死んだほうがよくない!?　もうヤダ、このお店！　誰だよ提案したの！　俺だよ！

			　しかも何でオシオキされたがるの!?　バカなの？　まったく効果ないじゃん！　むしろうるさくなったし！

			　俺の発言に神無月先輩たちだけでなく、他のお客さんまでもがオシオキとやらを要求してきて、俺はこれ以上ないくらいに困惑した。この世界、変態多すぎだろ！

			　それから俺は、この妙な空気間の中を無理やり心を殺し、【演技】スキルを駆使してシフトの時間をやりきるのだった。

		

	
		
			　

			占いの館

			　

			　シフトの時間を終えた俺は、控室に移動する。

			　控室では、サリアやアルも休憩している。

			「あ、誠一！　お疲れー！」

			「うん、お疲れ様」

			　サリアたちが笑顔でねぎらってくれる中、俺は身に着けていたマントを脱いで一息ついた。

			「ふぅ………………ちょっと死んでくる！」

			「待て待て待て待て！」

			　俺がそう言って部屋の窓から身を乗り出そうとすると、アルが全力で俺を止めてきた。

			「何いい笑顔でとんでもねぇことをサラッと言ってんだ!?」

			「アル、離してくれ！　もうダメだ、あんなキザなセリフ……うがああああああ！　殺してくれええええええ！」

			「落ち着けバカ！　お前だけじゃなくて、オレも恥ずかしいんだから我慢しろ！　そもそも誰がお前を殺せるんだよ!?」

			「確かに!?」

			「え、そのレベル!?」

			　

			　俺とアルのやり取りを見ていたヘレンが、目を見開いた。

			　クソおおおおおおおおお！　死んであの恥ずかしい記憶を今すぐ消し去りたいのに！　こんなところで俺の体が邪魔を……！　いつも俺を助けてくれてありがとうございます！　ただ、もう少し自重してくれてもいいのよ？

			　実際に俺が仮に死にそうになったとしても……なんていうか、『あ。貴方は来ないでください』って地獄や天国、それこそ冥界さんに拒否されて、そのまま生き続けそうな気がする。というより、その程度じゃもう驚けない自分がいるのもまた事実。じゅ、寿命ではさすがに死ねるよね!?　そこ、人間としてお願いしますよ！

			　アルに引き留められたことで少し落ち着いた俺は、げんなりした気分で呟いた。

			「誰だよ、コスプレ喫茶をしようなんて言ったヤツ……ぶん殴ってやる……」

			「「「誠一」」」

			「ごふっ！」

			　俺は自分の顔を全力で殴った。うん、俺が全部悪かった。

			「まあいいじゃねぇか。その……カッコよかったぞ……？」

			「うんうん、誠一とっても似合ってたよ！」

			「アル……サリア……」

			　二人ともこんな俺を慰めてくれる。

			　……確かに、恥ずかしいのは間違いないが、それでもお店に来てくれる生徒たちが笑顔になって、それぞれが楽しんでくれるのは嬉しい。

			　サリアたちの新たな一面というか、姿が見れたのもよかったし……結果的には、俺は満足している。

			　再び溜息を吐いた後、俺は苦笑いを浮かべた。

			「二人にそう言われちゃ、これ以上は何も言えないな……ありがとう」

			「うん！　これからの仕事も頑張ろー！」

			「よし、やっぱりちょっと死んでくる」

			　まだ仕事があったことを思い出し、その場から逃げ出そうとするのをアルとサリアに引き留められるのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「へぇ……こうしてみると、色々な出し物をやってるなぁ」

			「そうだねー。あ、あれ美味しそう！」

			　

			　恥ずかしさを堪えながら、何とかすべてのシフトを終えた俺は、サリアと一緒に校内を見て回っていた。

			　アルたちはまだシフトが残っていたり、他のメンバーと見て回ったりしている。

			　今まで地球の高校や中学での学園祭は、虐められてたこともあってまともに楽しめたことはなかったが、こうして見て回ると夏祭りとかとは違う空気を感じた。

			　生徒が出す食べ物系の出し物はそこそこのクオリティーで美味しい。

			　俺とサリアは時々出店のモノを食べながら歩いていると、ある出店の前を通りかかった。

			「占いの館？」

			「へぇ……占いなんてやってるのか」

			　学園祭の出し物だし、どこまで本格的か分からないけど、気にはなるよな。地球でも占いを受けたことはなかったし。

			「せっかくだし、受けてみる？」

			「うん！」

			　教室を丸ごと使ったその占いの館は、中に入ると黒色のカーテンで窓は覆おおわれ、全体的に真っ暗にした中紫色の光がぽつりぽつりと浮かんでいる。

			「おお、ようこそ、我が占いの館へ……こちらの席へどうぞ」

			　顔が見えないようにフード付きのローブを身に纏った人に促され、俺とサリアは周りの人より少し豪華なローブを身に纏った人物の前に座った。

			　その人の前には水晶が置いてあり、恐らくこの水晶を使うんだろう。

			「さて、ようこそいらっしゃいました。何を占いましょうかな？　お二人の相性？　未来？　それとも本質？」

			「えっと……」

			　思っていた以上に色々と占ってもらえるらしく、思わず考えてしまう。

			　するとサリアが手を挙げた。

			「はい！　じゃあ私は誠一との相性をお願いします！」

			「サリア？」

			「えへへ。どうなるかなー？　あ、誠一は何を占ってもらうの？」

			　サリアが俺との相性を占ってもらうらしいので、俺は少し考えてみた。

			「うーん……じゃあ本質？　ってヤツで」

			　相性と未来は何となく分かるが、本質ってのがピンとこなかったのでそれを占ってもらおうと決めた。

			「なるほど……承りました。ならば、まずはそちらのお嬢さんの言う相性を占ってしんぜよう……！」

			　そう言うと豪華なローブの人物は、両手を水晶に――――ではなく、俺たちの頭にかざした。

			「キエエエエエエエエエエエエ！」

			「水晶使わねぇのかよ!?」

			「視えた！」

			「しかも早ぇ!?」

			　思わずツッコんでしまった俺をよそに、ローブ姿の生徒は興奮した様子で口を開いた。

			「お二人の相性は最高ですぞ！　というより、ここまで相性のいい組み合わせを見たことがない！　将来は安泰、お二人にはこれからも明るい未来が待っていることでしょう！　末永く爆発しやがれコンチクショウ！」

			「理不尽すぎる！」

			　祝われてるのか、呪われてるのか分からないな！

			　ただ、それでも俺とサリアの相性がいいって言われると……普通に嬉しい。いや、超嬉しい。

			　無意識にサリアに視線を向けると、サリアも俺の方を見て、少し恥ずかしそうに笑った。

			「えへへ……これからもずっと一緒だね！」

			「……そうだな」
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			　何があっても、俺はサリアと一緒にいたい。

			　そう改めて思えただけでも、ここに来てよかったなと思った。

			「んん！　ゴホンゴホン！　ここでイチャイチャムードを出すのはやめてもらえないですかねぇ!?」

			「あ、す、すみません……」

			　別にイチャイチャしてたつもりはないんだが……はい、反省します。

			「まあいいでしょう……さて、それではそちらの男性の本質を見ていきましょう」

			「お、お願いします」

			　ローブ姿の生徒は今度は頭に手をかざすこともなく、俺の顔をじっと見つめてきた。いや、だから水晶使わないの？　そこそこ大きいよ？

			「視えた！」

			「やっぱり使わねぇのか……」

			「ってはあああああああああああああああ!?」

			「へ？」

			　俺の顔を見ていたローブの人物は、ハッとした表情を浮かべた後、すごい勢いで後ずさった。

			「な、なんなんだ、貴方は!?　こう……とにかく何て言えばいいのか分からんが、滅茶苦茶だ！　【人間】という存在の可能性をすべて詰め込み、なおかつこの世の理ことわりから逸脱……否、そんな話じゃない。一個人が数多の世界や次元と同列以上の【個】として隔絶している!?　い、いや、比べることすら畏れ多い!?　ああ、クソっ！　俺の語彙力じゃ説明できねぇ！　てか、誰がこれを説明できるの!?　そもそも俺は何を占ってんだ!?　人間じゃないの!?　ただの学園祭の出し物に何求めてんだ！」

			「ご、ごめんなさい!?」

			　よく分からんが、俺は叱られてしまった。いや、本当によく分からないけど。

			　しかもただの学園祭の出し物って言う割には案外しっかりした占いしてるんじゃないの？

			「と、とにかく！　これ以上はここで占うことは無理だ。てか、誰も貴方を占えない！　それこそ神様……んんん!?　か、神様ですら分からない!?　じゃあコイツは何なんだよおおおおおおおお！」

			「「……」」

			　頭を抱えてしまったフードを被った生徒を前に、俺とサリアは顔を見合わせる。

			　これ以上ここにいてもいいことがなさそうなので、俺はお金を払うとこそこそと二人で出ていくのだった。

		

	
		
			　

			復活を待つ魔神

			　

			『――――ああ、力が戻ってくる』

			　何も見えぬ暗闇の中、一つの紫色の炎が浮かんでいた。

			　その炎は不気味に揺らめきながらも、目を離すことができない妖しい魅力を放っている。

			『あと少し……あと少しだ。あと少しで、我は復活することができる……』

			　あらゆる感情の込められたその言葉を正しく理解できる者はこの世にはいない。

			　何故なら、この炎こそが【魔神教団】の崇める存在であり、正真正銘の神なのだ。

			　神々の思いを、その神々によって創られた人間たちが理解できるはずがない。

			　――――魔神にとって、この封印された星やそこで生きる生物たちなどは興味を割く対象にすらなりえない。

			　それはこの魔神を崇める【魔神教団】の者たちであっても変わらないのだが、その事実は知ることはない。

			　創造主である神々を人間が崇め、絶対服従するのは当たり前であり、その人間の存在そのものを消すことさえ、神にとっては造作もないことなのだ。

			　ただ、今は封印されているため、生物たちへの干かん渉しよう力はない。

			　しかし、封印が解かれれば――――この魔神がただ『消えろ』と念じるだけで、星どころか宇宙や世界すら消えてしまうだろう。

			　とはいえ、封印されている事実は変わらない。

			『――――集え、我が【使徒】よ』

			　静かに炎がそう告げた瞬間、まるで紫の炎を囲い込むように幾つもの暗い光がその場に現れる。

			　光は大きく輝くと、やがて人型となり、紫の炎に首を垂れる形で幾人もの人物たちが集結した。

			　すると首を垂れている人物たちの中で、一番紫の炎に近い男が口を開いた。

			「――――お呼びでしょうか？　我が君」

			　その男は、ウィンブルグ王国を襲撃した【使徒】たちを回収した常に笑みを浮かべている男だった。

			　魔神は笑みを浮かべている男の言葉に頷きながらもあることに気付いた。

			『む？　貴様以外の【神徒】はどうした？』

			「申し訳ありません。他の四人は相変わらずでして……もしよろしければ力ずくで連れてまいりましょうか？」

			『いや、よい。ヤツらはヤツらで我が力のために動いているのだろう。今はそれよりも重要なことがある。……喜べ。我の復活は近いぞ』

			「！」

			　魔神を崇める【使徒】たちにとって、この魔神の言葉は待ち続けたものだった。

			『そう、我の復活は近い。ここまで我のためによく働いてくれた』

			「あ、ありがたき幸せ……！」

			『うむ。そこで貴様らには最後の仕上げに入ってもらう』

			「っ！　そ、それは……」

			　魔神の言葉に、笑みを浮かべている男はさらに表情を崩した。

			　だが、その表情はすぐに元に戻ろうとするが、いつも以上に深く、不気味な笑みになっていた。

			『それぞれが今まで我のために動き、この星に【災いの種】を蒔いてきたことだろう。……中にはデミオロスのように、我の力を奪われ【災さい厄やくの種】を蒔けずに終わった者もいるが、あれはデミオロスが己の力を過信した結果だ。まあ何かしらの計画は立てていたようだが、それも阻止された今となってはどうすることもできぬ。それに他の者たちは【災厄の種】を順調に蒔くことができたようだしな』

			　魔神の口から語られたデミオロスが力を失ったという言葉に、今初めてその事実を知った【使徒】たちは驚きよう愕がくしたが、魔神の言葉を遮さえぎることはなかった。

			『ある者はその土地に、ある者は人心に……その蒔いた【災厄の種】を、大切に育て上げよ。そして最後の禍を起こし、この世を混沌に叩き落とすのだ。それで我の復活は完全となる――――よいな？』

			「「「はっ！」」」

			　全員がより深く頭を下げた。

			　すると笑みを浮かべている男が静かに手を挙げる。

			「我が君。一つ、お伝えしたいことが……」

			『なんだ？』

			「実は先日、ロディアスたちがウィンブルグ王国で行われた魔王の娘と人間族の会談を襲撃し、魔王の娘の暗殺を謀りました。そしてロディアスたちは順調に引き連れていた魔物どもを使って侵攻していたのですが、ウィンブルグ王国側の思わぬ援軍にロディアスもレスターも、そしてエドマンドもやられてしまいました」

			『……何？』

			「おい、ユティス！　テメェ……そんな話俺たちは知らねぇぞ!?」

			　笑みを浮かべている男――――ユティスからの説明に他の使徒たちは驚き、そしてそのことをすぐに報告しなかったユティスに別の使徒がくってかかった。

			　だが、ユティスはその笑みを崩すことなく続ける。

			「ええ。伝える必要がありませんでしたから」

			「なっ!?」

			「先ほども言いましたが、思わぬ援軍……それも戦闘部隊の【使徒】であるロディアスたちを倒すだけの実力者が現れたのです。さらに言えば、その者の情報は一切ない……今までこのような実力者が存在していたのであれば、噂の一つくらいあってもおかしくないようなモノ。それがないのですから、迂う闊かつに手を出すのは得策ではありません。その未知の戦力も気になるところですが、それ以上に我が君の力を取り戻すことに注力したほうが最終的にはいいと判断いたしましたので、他の者たちにも余計な心配をさせぬために黙っておりました。だってそうでしょう？　我々【使徒】が返り討ちにあっている中、またやられるかもしれない【使徒】を送り込むより我が君を少しでも早く復活させ、我が君に消してもらうほうが早い上に確実ではありませんか」

			「おい、テメェ……魔神様を何だと思ってやがる!?　魔神様の手を煩わずらわせるなど――――」

			『よい。ユティスの言う通り、我が復活さえすればどのような存在も障害になりえぬ。最後にすべてを消せば同じことだ』

			「ま、魔神様がそうおっしゃるなら……」

			　ユティスにかみついていた男は、魔神本人がそう言ったためにしぶしぶと引き下がった。

			『だがユティスよ。その話が本当だとして、何故貴様は手を貸さなかったのだ？　我が【使徒】の中でも特別な……【神徒】たる貴様が。貴様は過去・現在・未来とあらゆる時空を移動できる。ならばロディアスたちを倒した者を排除することもできたはずだ。つまり、貴様が手を貸せばいたずらに【使徒】を失うことはなかっただろう。違うか？』

			　突然、紫色の炎が激しく燃え上がった。

			　その炎は決して熱くはないのだが、その場にいる【使徒】たちは巨大な『ナニカ』に押しつぶされそうになりながらも必死に首を垂れる。

			　ユティス自身もその威圧を受け、その笑みは引きつりながらもなんとか言葉を絞り出した。

			「お……畏れながら……ロディアスたちは私の能力にてギリギリのところで回収いたしました。そしてその回収に向かった際、その場にいた者こそお伝えしたいことなのです」

			『何？』

			　魔神は威圧を消すと、その場で【使徒】たちは激しく咳き込み、空気を求めて喘いだ。

			『ロディアスたちを退けた者より、優先して伝えるべき者だと？』

			「は、はい……回収に成功したエドマンドから話を聞いたところ、ロディアスたちは魔王の娘とウィンブルグ王国の王が会談を行うことを知り、その会談の場で魔王の娘を殺すことで人間と魔族の間に大きな亀裂を出そうとしました。そして結果的にロディアスたちは未知の援軍に敗れるも、エドマンドはその能力によって、魔王の娘に『呪具』を使うことに成功した――――はずだったのです」

			「ど、どういうことだよ？　『呪具』っていやあ、『呪い』を与える道具だろ？　『呪い』は魔神さまでもなければ解く方法はないはずだ！」

			　ユティスの語った内容が信じられない様子で、また同じ男がユティスにかみつく。

			　しかし、ユティス自身も信じられないため、微かに眉まゆをひそめた。

			「ええ、そのはずです。ですが、その魔王の娘は……その場にいた一人の青年によって、呪いを解かれたそうなのです。しかも、ただ『呪い』を解くだけでなく、『呪まじない』という一種の祝福に反転させる形で……」

			「はあ!?　む、無茶苦茶だ！　嘘を吐くならもっとマシな嘘を吐きやがれ！」

			「……私だって、これが嘘ならばどれだけよかったことか……しかし、現に魔王の娘は救われ、ロディアスたちは捕まる寸前だったのです。そして、何故か私はロディアスたちが倒される前の【過去】に飛ぶことができないどころか、その青年が現れたあの場に過去、そして未来でさえ、干渉することができなくなりました。だから私はギリギリであの三人を回収することになった。こんなことは今まで一度もなかったというのに……」

			「マジかよ……」

			　ユティスに食って掛かっていた男は、珍しく困惑しているユティスにそれ以上言葉をつづけることができなかった。

			【魔神教団】の【使徒】たちの中でも、特に強い力と特殊な能力を持つ【神徒】の一人であるユティスは、過去・現在・未来と自由に移動することができる能力を持っていた。

			　しかもその能力はユティスや魔神が封印されているこの星内部だけに限らず、全次元・全時空・全宇宙・全世界にも及び、どこにでも出現することができる。

			　ユティスが気に入らずとも、その能力は信頼していたからこそ、ユティスの言葉が信じられなかったのだ。

			『ユティス』

			「はっ……」

			『復活が近いとはいえ、いまだすべての力が戻らぬ我だ。その存在が我の復活の妨げになるというのであれば……消せ。他の【神徒】も呼び寄せ、その未知の戦力とやらや、貴様の能力が通じなくなったという人間を消し去るのだ。【使徒】ならばともかく、貴様ら【神徒】ならばそれも可能だろう。何せ、我の力を多く授けたのだからな』

			「はっ！　他の【神徒】に急いで伝え、必ず我が君の脅きよう威いとなる可能性をすべて潰してみせましょう」

			『期待しているぞ。――――ここにいる【使徒】たちよ。世界中に蒔いた【災厄の種】を育てよ。そして世界に終末を。それこそが我の望みだ。我を封印する際に使った他の神々どもの力の残ざん滓しがあるこの星を我の贄にえとすることで、我は復活と同時に他に並ぶことのない唯一の存在となるであろう。その暁には、貴様らにも大きな加護を与えてやろう』

			「「「はっ！」」」

			【使徒】たちは一斉に頷くと、また暗い光となり、その場から消えていく。

			　そして再び一人となった魔神は、忌いま々いまし気に呟いた。

			『この我の脅威になりうる可能性……だと？　あり得ぬ、あり得ぬぞ。我は神だ。人どころか世界を消すなど造作もない我に、脅威となる？　……フン。バカバカしい。ただ、煩わしいことに変わりはない。まあそれも【神徒】どもが向かったことで、じきに解決するだろう。我の復活は、もう止められぬのだからな――――』

			　魔神の炎は静かに揺らめくと、まるで瞼を閉じるかのようにゆっくりと消えていくのだった。

		

	
		
			　

			《魔聖》と《王剣》

			　

			「ふぅ……皆、少しは元気になったかのぅ」

			　バーバドル魔法学園の学園長であるバーナバスは、学園祭の片づけをしている生徒たちを眺めながらそう呟いた。

			【魔神教団】の襲撃により、学園内は暗い雰囲気で満ちており、それを少しでも払拭しようと考えたバーナバスが決めた学園祭だったが、結果として、学園内の雰囲気が少し良くなったため、バーナバスの狙い通りとなった。

			「……とはいえ、全員が全員、楽しめたわけじゃないようじゃが……」

			　しかし、この学園祭そのものをよく思わな者がいたのも事実。

			　その筆頭がＳクラスの……それも【カイゼル帝国】出身の者たちであり、そして勇者たちの多くも学園祭を素直に楽しんでいる者は少なかった。

			「若者たちには、少しでも心休まる時間を提供したかったのじゃが……」

			　再び溜息を吐き、自身も学園祭の片づけをしようとしたそのときだった。

			「……何じゃ？」

			　不意に、バーナバスの知覚範囲に妙な気配を感じた。

			　それはこのバーバドル魔法学園の敷地内に、誰かが転移魔法を用いてやって来た時の感覚だった。しかも、たった一人だけの反応ではなく、もっと多くの人間の反応を察知したのだ。

			【魔神教団】が同じように転移魔法を使ってやって来た際は、魔神の加護によってバーナバスでさえ察知することができなかったが、今回はハッキリと感じたため、【魔神教団】に関係する確率は低いとバーナバスは考えた。

			　とはいえ、いきなりやって来たのは事実であり、突然の来訪者をバーナバスは警戒しながら会いにこうとすると――――。

			「が、学園長！」

			「なんじゃ、どうした？」

			　一人の男性教師が、学園長室に駆け込んできた。

			　すると男性教師は荒い息のまま、バーナバスに告げる。

			「へ、兵士たちが！　【カイゼル帝国】の兵士たちがやって来ました！」

			「なんじゃと!?」

			「――――突然の訪問、失礼する」

			「っ！」

			　不意にかけられた声の先にバーナバスが視線を向けると、そこには《王剣》――――ザキア・ギルフォードが自身の部下であるカイゼル帝国第二部隊を引き連れて立っていた。

			「……これはこれは……様々な国の、様々な身分の人間が集うこの地で、そのように大勢の兵士を連れてくるとは……いったいどういう了見かのぉ？　――――《王剣》殿」

			「……」

			　ザキアは、バーナバスの問いにはすぐに答えず、しばらくの間黙って瞑目していたが、やがて静かにその目を開いた。

			「《魔聖》バーナバス・エイブリット。本日からこのバーバドル魔法学園は我々カイゼル帝国によって運営させていただく」

			「ほぉ……？」

			　短い言葉だが、そこから溢れ出す圧倒的威圧感に、ザキアの背後で待機していた補佐を務めるオルフェ・アルモンドを含んだカイゼル帝国第二部隊の全員が体を硬直させた。

			「何を言うかと思えば……ずいぶんとバカげたことを口にするのぉ？　何の連絡もなくいきなりやって来た挙句、この地をカイゼル帝国が運営するじゃと？　――――このワシを舐めとるのか？」

			「残念だが、陛へい下かが決定したことだ」

			　しかし、ザキアはまったく動じることなくそう口にした。

			　その反応はバーナバスにとっても予想外であり、微かに眉を動かす。

			「……」

			「……」

			　沈黙が訪れ、どれだけ時間が経ったかはオルフェたちには分からない。

			　その沈黙を破ったのは、バーナバスだった。

			「嫌じゃ……といったら？」

			「そちらに拒否権は存在しない」

			　ザキアの言葉を受け、また一段とバーナバスの威圧感が強まった。

			　とんでもなく息苦しい空間に、オルフェたちが帰りたくなるのも無理はなかった。

			「はぁ……そちらの王様はいったい何を考えておるんじゃ？　この地は唯一中立が保たれた地。そこを一国が運営するなど――――」

			「その点の心配はいらないだろう。何故なら――――カイゼル帝国が大陸を支配しているも同然だからだ」

			「何っ!?」

			　バーナバスは目を見開いて驚いた。

			　そんなバーナバスを冷静に見つめながら、ザキアは続ける。

			「どうやら知らなかったようだな。もはやこの大陸でカイゼル帝国に逆らう国は四つのみ。ヴァルシャ帝国、ウィンブルグ王国、東の国。そして――――魔族たちだけだ」

			「そんなバカな!?」

			　ザキアの口から出た国以外にも国は十を超えるほどあるのだが、ザキアの言葉が真実だというのなら、文字通り大陸のすべてを掌握したと言ってもいいだろう。

			　さらに言えば、ウィンブルグ王国はもとより、ヴァルシャ帝国も東の国も、国家としての規模は大きくないのだ。

			「何故そんなことに……」

			「この間行われた魔族とウィンブルグ王国の交流会。その際、ウィンブルグ王国は魔族の王である魔王の娘を招くというだけあり、全国に散らばるＳ級冒険者を招集した……その隙をついて、各国の首脳陣を直接狙い、人質にすることに成功した。これにより、大陸中の国々がカイゼル帝国に逆らうことができない。こうして大陸はほとんどが陛下の手中に収まった」

			　バーナバスは信じられないといった表情でザキアを見つめる。

			「バカな……あり得ない。たとえＳクラスの冒険者がおらずとも、精強な国の兵士や将軍たちがいるはずじゃ！　それをかいくぐり、首脳陣を直接狙うなど『超越者』でもなければ――――」

			　バーナバスはそこまで言いかけて、気付いた。気付いてしまった。

			「――――『超越者』たる《魔聖》バーナバスよ。その『超越者』の称号は、お前一人のモノではない。……俺もその領域に足を踏み入れたのだ。そしてそれは俺だけじゃない。俺以上に隠密行動の巧うまいヤツや、同じように戦闘を得意とする者たち……カイゼル帝国の戦力はお前が思っている以上に強化されたのだ」

			「あり得ぬ……あり得ぬぞ……！　最近までそんな話は一切聞かなかった！　それがいきなり何故!?」

			　カイゼル帝国の中で、最強と呼ばれる《王剣》が『超越者』となっていることは特に驚きはない。

			　だが、ザキアの言い方では、カイゼル帝国にはもっと多くの『超越者』が存在していることになる。

			『超越者』には誰もがなれるわけではなく、《王剣》や《魔聖》であるバーナバスのような、ごく一部の限られた才能を持つ人間にしか到達できない領域なのだ。

			　その領域に至るまでの時間は決して短くはなく、長い年月の鍛錬や膨ぼう大だいな戦闘経験が必要となる。

			　そんな『超越者』がカイゼル帝国で多く現れた……もしくは生み出した方法も重要で気になるところだが、それ以上にザキアの言葉が本当なのだとすれば、大陸の情勢は簡単に傾き、カイゼル帝国の一強時代となるだろう。

			　バーナバスは呆然としながらも、絞り出すように思わずザキアに訊いた。

			「お主は……お主はこれでいいのか？　先王は大陸の統一など望んでいなかった……そしてその先王を慕したっていたお主が何故、今の王の言いなりになっておるんじゃ？　民は、兵士たちの中には疑問に思う者がおらんのか？」

			「…………俺も、陛下の考えを改めようとした。そして……陛下を殺すことも、考えたことがある」

			「ザキアさん……」

			　今までザキアの葛藤を身近に見てきたオルフェは、悲しそうにザキアを見つめた。

			「ならば……何故じゃ？　何故、止めんのじゃ……！　お主ほどの力があれば、カイゼル帝国の王など――――」

			「無理だ」

			「――――」

			　予想外の言葉に、バーナバスは言葉を続けることができなかった。

			「俺は、陛下を殺すことができない。いや、俺だけじゃない……この世にいる誰も、陛下に勝つことはできないのだ。……そう、バーナバス。お前でさえな……」

			「バカな!?　そんな……何が……」

			　バーナバスは思わずオルフェたち第二部隊の人間に視線を向けると、全員悲痛な表情で俯うつむいている。

			　その表情が、すべてを物語っていた。

			「何が……何が起きておるのじゃ……？　カイゼル帝国は……カイゼル帝国の王は、いったい……」

			　よろめくバーナバスをザキアは静かに見つめたあと、そのまま背を向けた。

			「バーナバス。俺はこのまま勇者たちを連れて帰らせていただく。…………一週間だ。一週間、猶予を与える。その間に学園を閉鎖しろ。そして生徒たちが母国に帰るというのであれば、我々はそれを黙って見逃そう。これが最大の譲歩だ。もし、それでも続けるというのであれば……そのときは、この土地ごと蹂じゆう躙りんする」

			「っ！」

			「……では」

			　ザキアはオルフェたちを引き連れ、その場から去って行った。

			　バーナバスはザキアを引き留めたかったが、それ以上に与えられた情報と衝撃が大きく、冷静に動くことができない。

			「が、学園長……」

			　今までのやり取りを黙って見ていた男性教師は、震えた声でバーナバスに声をかけた。

			「……至急、カイゼル帝国や今の大陸の状況の情報を集めてくれ。三日……三日以内で集められるだけの情報を集めるのじゃ」

			「は、はいぃ！」

			　男性教師は急いで部屋から出ていく。

			　そしてバーナバスは天を仰いだ。

			「何故、学園内の雰囲気が明るくなった途端にこんなことが……」

			　嘆いたところで、結果は変わらない。

			　今はただ、ザキアの言葉が本当かどうか……少しでも早く情報を集める必要があった。

			　――――そして一週間後、ザキアは勇者たちを引き連れてカイゼル帝国へと戻り…………バーバドル魔法学園は閉鎖することが決まったのだった。

		

	
		
			　

			学園の閉鎖

			　

			「――――学園が、閉鎖することになりました……」

			「へ？」

			『は？』

			　学園祭から五日後。

			　俺はＦクラスのＨＲの前にオリガちゃんと授業で必要なモノを運んで戻ってくると、ＨＲを始める前にベアトリスさんがそう口にした。

			　え、てか……閉鎖？

			　……。

			「閉鎖ああああああああ!?」

			『ええええええええええ!?』

			「おい、何で誠一まで驚いてんだ!?」

			　アグノスたちと一緒に驚いていると、何故かＦクラスにいたアルにそうツッコまれた。え、知らなかったから驚いてるんですけど!?

			　するとベアトリスさんが申し訳なさそうな表情をして、教えてくれる。

			「すみません……誠一さんが授業で使う教材をとりに行っている間、職員室で教師たちに学園長がそう告げたのです。そしてその内容があまりにも衝撃的すぎて、誠一さんがその場にいなかったことにも気付きませんでした……」

			「……ああ！　確かにあのとき誠一いなかったな。オレも今まで忘れてたぜ……」

			「俺の存在感薄っ！　いや、いいんですけど！」

			　まあ確かに学園が閉鎖するなんて聞いたら、俺に意識を割く余裕なんてないよな。

			　アルがこの教室にいるのも、もしかして学園が閉鎖するから授業もなくなったって理由で？

			　つか、それにしたっていきなりすぎじゃね!?　何がどうしたらそんな決定が!?

			　確かにあの【魔神教団】ってヤツの襲撃で学園に対する不信感が募っていることは知ってたけど、その不信感や暗い雰囲気から気分を変えるためにバーナさんが学園祭を始めたんじゃないの!?　閉鎖しちゃったら意味ねー！

			　何のためにあの恥ずかしい時間を……あ、思い出したら死にたくなってきた。これ以上はよくない。

			「べ、ベアトリスの姐さん！　なんだって急にそんなことが……」

			　アグノスが思わずといった様子でそう訊くと、ベアトリスさんは表情を曇らせ、一瞬ブルードに視線を向けた。

			「……どうやら、この学園をカイゼル帝国が運営することになるそうです」

			「なっ!?」

			「っ!?　バカな！」

			　カイゼル帝国が？　どうして？

			　色々言いたいことはあるが、そのカイゼル帝国の……しかも第二王子であるブルードには情報が回っていないようで、俺たちと一緒に驚いている。

			「あり得ん！　いくらカイゼル帝国が……父上が世界統一を狙っているとしても、この学園は各国からの援助金と人材、そして生徒によって成り立っている。それを一方的に排斥して運営するなど……各国が黙ってないぞ」

			「詳しい話は私も聞いていないのですが……今、この大陸のほとんどがカイゼル帝国の勢力圏となったそうです」

			「はあ!?　なんだそりゃ!?　んなのどうすりゃそんなことになるんだよ!?　いくら大国でもたかが一国だろ!?」

			　アグノスの言う通り、ベアトリスさんの言葉は到底信じられるものではなかった。

			　だって、もし仮にカイゼル帝国が何らかの因縁をつけて他国を侵略すると、他の国も警戒したり同盟を組んだり……とにかく何かの対策を立てるはずだ。

			　その対策がそんな簡単に崩される事態なんてそうそう起こるものなのか？　まして、世界中を統一して管理できるのか？　無理だろ。

			「……ちょっと待ちなさいよ。カイゼル帝国の勢力圏ってことは、侵略されたってわけでしょ……？　それがほとんどって……！　ヴァルシャ帝国、ヴァルシャ帝国はどうなったの!?」

			「おい、ヘレン!?」

			「おおお、落ち着いて！　ど、どうしたの!?」

			　何やら血相を変えてヘレンがベアトリスさんに詰め寄ろうとするが、それをアグノスたちが必死に宥める。

			　ヴァルシャ帝国？　何かで聞いた気がするけど……思い出せん。

			　それより、ヘレンの取り乱しようを見ると母国なのかな？

			「ヘレンさん、落ち着いてください。ほとんどの国が実質的な支配下に入ったそうですが、そんな中でもウィンブルグ王国、ヴァルシャ帝国、東の国、そして魔族の国のみ抵抗を続けているそうです。ただ、そこは今にも戦争が起きそうな状況らしく、この膠着状態がいつまで続くか……」

			「……それを聞いて安心した。強くなるために誠一についてきてたのに、その護るべき国がなかったら私は……」

			「はい。私も、師匠の下に修業として来た身……それが帰るべき祖国がないなど、とても笑える状況じゃありません」

			「……」

			　そうだよ……ルイエスとルーティアは、無関係じゃない。もちろん俺もだけど。

			　ルーティアは魔族軍の方々の制止を振り切って……まあ結果的に許可は出たけど、俺に付いてきたんだ。強くなるために。

			　もちろん【魔神教団】から身を護るって意味もあるんだけど、それ以上に強くなるってゾーラのいたダンジョンで決めたはずだ。

			　ルイエスだって、ランゼさんを何とか説得してここに来たんだ。

			　……ただ、ベアトリスさんの言うことが本当なら、父さんたちのいるウィンブルグ王国も大丈夫ってことなんだろう。まああそこの兵隊さんたちやギルドの連中がいるからあまり心配してないし、何よりゼアノスたちや元勇者、そして最近はサリアのご両親までいるからなぁ……あれ？　過剰戦力な気が……ま、いっか！

			　とりあえず、ヴァルシャ帝国とやらが無事だと聞かされたヘレンは、その場に座り込んでしまった。うーん……本当にどうしたんだろう？

			「……話を続けますが、カイゼル帝国が現在多くの国を支配下に置いたことにより、この学園を各国で運営するということができなくなりました。そしてその旨を一週間ほど前、どうやら学園長に直接話が来たらしく、今すぐ学園を閉鎖するなら、生徒の皆さんが母国に帰るまで手出しをしないと約束したそうです」

			「……なるほど、その話を持ち掛けたのは第二部隊の隊長か」

			「あ？　知り合いか？」

			「……まあな。もし他の部隊の人間が来ていたのなら、そう簡単に生徒を解放するはずがない……むしろ平気で人質として使うような連中ばかりだ。だからこそ、そんな提案をする人間は一人しかいない」

			「……なあ、お前の国を悪く言いたかねぇが、クソか？」

			「…………返す言葉もないな。すまない」

			　珍しくブルードがアグノスの言葉に頭を下げていた。

			　まあとりあえず、何で閉鎖するのかは分かった。いや、納得はできねぇけどさ。

			　閉鎖する理由と合わせて、もう一つ聞いておきたいことがあるんだ。

			「あの……一ついいですか？」

			「はい、なんですか？」

			「ブルードの言葉やベアトリスさんの話通りなら、生徒たちはとりあえずは家族の下に帰れるんですよね？」

			「ええ、そうですね。学園長も生徒たちの身の安全を考え、この決断を下したそうです」

			「なるほど……なら、教師である俺たちは？」

			「クビです」

			「あらやだ、端的！」

			「お前は少しはブレろ！」

			　アルに頭を叩かれてしまった。いや、ブレろって言われても……これが俺クオリティーってやつなので。

			　って言うか、俺って今は教師をしてるけど地球じゃ学生で、まさか退学の前にクビを経験しちゃうの？　フゥー！　レアだね！

			　なんか色々情報が多すぎてテンションがおかしくなってる俺をよそに、ベアトリスさんはアグノスたちを見渡した。

			「……本当は、このまま皆さんを最後まで教えたかったのですが……どうやらそれは叶いそうにないですね。フフ……最近は皆さんもしっかり勉強してましたし、テストを楽しみにしていたのですが……」

			「ベアトリスさん……」

			　ベアトリスさんは、アグノスたちが魔法を使えないときからずっと真剣に向き合って、教えて来たんだよな……それがこんな形で終わるなんて、誰も想像できなかっただろう。

			「……さて、悲しむ時間はありませんよ？　今日はどうやら最後の確認としてもう一度カイゼル帝国の方々がいらっしゃるそうです。最初にカイゼル帝国の方々が訪問された際にカイゼル帝国出身の生徒や勇者の方々は連れて帰られたようですが、他の方々は今から荷物の整理などを――――」

			「ちょ、ちょっと待ってください！」

			　俺は思わずベアトリスさんの言葉を遮ってしまった。

			　いや、でも……！

			「連れて帰られたって……今、この学園に勇者たちはいないんですか!?」

			　確かに、学園祭の後片づけをしているときから神無月先輩たちを見ないとは思っていたけど、それは神無月先輩を含む勇者たちは出店をやったわけじゃないし、何より他の勇者たちへの指示だとかそういうモノがあるからいないんだと思ってた。

			　そのあとも見ることはなかった……というか、神無月先輩から突撃してこない限りは普段は会う要素がないのだ。

			　だから特に意識していなかったんだが……。

			「誠一さん。こちらを」

			「え、これは……？」

			　焦る俺に、ベアトリスさんは一枚の手紙を渡してきた。

			「学園長から渡されました。神無月さんからの手紙だそうです」

			「！」

			　俺は急いで手紙を開けると、その内容に目を通した。

			　そして……。

			「……神無月先輩は、変わらないな」

			　そこには、『もう腕輪の効力が失われているからこそ先生方や他の勇者たちを見捨てられない。私は私のできることを』という神無月先輩の言葉と、『俺は俺にできることを』と、書かれていた。

			　昔から神無月先輩は、自分のことを後回しにして、周りの皆を助けてきた。

			　だからこそ皆も神無月先輩を慕っていたし、尊敬していたんだ。

			　それはこの異世界に来ても、やっぱり変わっていない。

			　……いや、ある意味特殊な方向に変わってはいたけど！

			「……でも、それだけじゃないんだろうな」

			　神無月先輩はずっと、俺を巻き込まないようにって……そう考えてくれていた。

			　だから俺には黙ってたんだろう。もちろん、俺に会いに行くことをカイゼル帝国が許してくれるとも思わないけど。

			「ふぅ……色々、本当に納得できませんが……ここで俺が騒いでも仕方ないんでしょうね」

			　正直、どうして俺たちを放っておいてくれないんだという気持ちしかない。

			　アグノスたちだって、好きでこの場から離れるわけじゃないんだ。

			　本当に……戦争って、なんなんだろうな……。

			　クラス全体が暗い雰囲気に包まれる中、ブルードが不意に俺たちに向けて頭を下げた。

			「……本当にすまない。俺の国が……父上のせいで、こんなことに……」

			　頭を下げるブルードの顔は見えないが、その声は震えていた。

			　だが――――。

			「はあ……おい、前も似たようなこと言ったが、お前は関係ねぇだろ？　クソみてぇなことをしてるのも、悪いのも全部お前のオヤジだろうが。テメェが謝んじゃねぇ！」

			「そそ、そうですよ！　ブルード君のせいじゃありません！」

			「……気にするな、というのは無理だろうが……ブルードが気に病むことじゃない」

			　アグノスやレオン、そしてベアードの言う通り、ブルードへの落ち度はないはずだ。

			　ただカイゼル帝国の第二王子ってだけで、その生まれも選べるわけじゃない。それを責めるのはおかしいだろう。

			　そんな皆の言葉を受けて、ブルードは顔を上げることなく体を震わせた。

			「父上……いったいなぜ………………すまない……本当にすまない……」

			「ブルード……」

			　……ここでカイゼル帝国に対して、何のしがらみもなければ何か行動を起こしたのかもしれないけど……ブルードにとって、カイゼル帝国の王様はお父さんなんだよな。

			　色々複雑な心境だが、俺も父さんたちが大事だからこそ、ブルードの立場になったとき……どうしてもすぐに行動することができない。

			　………………うん、決めた。

			「ベアトリスさん。この後、そのカイゼル帝国の人がやって来るんですよね？」

			「え？　は、はい」

			「あ、兄貴？」

			　俺の質問にベアトリスさんとアグノスたちは怪け訝げんな表情を浮かべる。

			「ちょっと、色々考えたんですけど……人生経験もないし、何より頭のよくない俺にはどうすることが正解なのか分かりません」

			　カイゼル帝国をどうこうしようとしても、その国には何の関係もない人たちが生活しているんだ。

			　それを俺にはどうすることもできない。

			　だから……。

			「どうせ今日限りでクビになるようなので、どうせならパーッとやりましょう！」

			『へ？』

			　俺の言葉に、生徒たちは間抜けな表情を浮かべるのだった。

		

	
		
			　

			文句

			　

			「――――バーナバス。今日が約束の日だ。準備はできているか？」

			「……」

			　俺――――ザキア・ギルフォードは再びバーバドル魔法学園に来ていた。

			　このバーバドル魔法学園は世界中の国々から援助金や教師などの人材を派遣されることによって、中立として運営されてきた。

			　もちろんそんな学園であっても完全に中立というのは難しく、目に見えないところで大きく利権関係が動いていたのだ。

			　それでも中立は中立。

			　中立であり続けることができるこの学園は、とても稀け有うな存在だった。

			　……だが、それももう終わりだ。

			　俺の祖国であるカイゼル帝国の王、シェルド・ウォル・カイゼル様が世界統一に動き出したのだ。

			　最初は俺も反対した。

			　俺の恩人でもある先王の思想から大きく外れているというのもあるが、何より戦力的な要因や資源など、どう考えても現実的ではない。

			　だからこそ、陛下が世界統一に強行したときは……陛下を討とうと、考えた。

			　しかし――――それは叶わなかった。

			　まさか、陛下に……いや、王族にあんな切り札が――――。

			「……本当に、この学園を閉鎖すれば、生徒たちは無事に家まで帰れるのじゃな？」

			　思考の海に沈んでいると、学園長であるバーナバスが険しい顔でそう訊いてきた。

			「ああ。それは保証する。俺たちはこの学園の生徒たちが無事に帰るまで、手を出すことは一切しない。事実、もうすでにこの学園に残っている者は数人しかいないだろう？」

			「……フン。これが貴様でなければ……信じなかったのだがのぉ……」

			　……バーナバスは決して俺を信用しているわけではない。

			　ただ、俺以外であれば絶対に生徒たちに何かをしたと考えているのだ。

			　そしてその考えは間違いではない。

			　もしここにいるのが俺でなければ、交渉も何もせず、そのまま学園内を制圧し、生徒たちを人質にまたカイゼル帝国の交渉材料の一つとしたことだろう。

			　それだけのことを可能にする戦力が……今のカイゼル帝国にはあるのだ。

			「まあいい。――――では、これよりこのバーバドル魔法学園はカイゼル帝国の――――」

			「――――ちょっと待ったああああ！」

			「っ!?」

			「なっ!?　せ、誠一君!?」

			　突然、この学園長室に乱入者が現れた。

			　その者の姿は怪しく、フードを被っているため顔を見ることができない。……誰だ？　この男は……。

			　するとそんな男の後に続いて、他にも数人息を荒らげながらやって来る。

			「お、おい……せ、誠一……テメェ……足、速すぎんだろ……」

			「…………そんなことより、本当に乱入したのか、この男……」

			　よく見ると、陛下の第二子息であるブルード様の姿が見えた。

			　いきなり乱入してきた男に対して、俺の部下の一人が声を荒らげた。

			「貴様……何者だ！　今我々の隊長とこの学園の長で重要な話し合いをしている！　それを邪魔するとは……どうなるか分かっているのか!?」

			「分かりません！　でも今日でクビらしいので、文句言いに来ました！」

			「も、文句ぅ!?」

			「ハッキリ宣言したなぁ、おい！」

			　あまりにも清々しい物言いに、俺たちは思わず呆気に取られてしまった。

			　呆然とする俺に対し、フードの男は顔を向けると指をさしてくる。

			「はい、そこ！　貴方が一番偉そうなんで貴方に言いますが、まず迷惑なんですけど！　俺クビですよ、クビ！　リストラ！　分かります!?　もし経験するなら退学のほうが先なはずなのに、まさかのクビを先に経験するという……なんてレア！」

			「う、うむ？」

			　なんなんだ、この男は。何が言いたいんだ。

			「世界統一だかなんだか知りませんけど、よそでやってくれません？　俺たちを巻き込むの、本当にやめてほしいんですけど！　貴方たち偉い人に振り回される小市民の気持ちも考えてくださいよ！　俺たち無力なんですから！」

			「お前が無力とかどんな詐さ欺ぎだっ！」

			「それは酷くない!?」

			　いまだに理解が追い付いていない俺たちを置いて、謎の男とその後についてきた褐色肌の女がまるで夫婦漫才のようなやり取りをしている。いや、俺たちは何を見せられてる？

			　今まで完全にこの場の空気を支配していたはずの俺たちが――――気付けば一人の男に振り回されているのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　俺――――柊誠一は、特に考えがあるわけでもなく本当に文句を言うためだけにこの学園長の部屋に突撃した結果、何やらゴツゴツした鎧よろい姿の男性たちがバーナさんと会話をしているところに出た。いやあ、考えなしに突撃したけど、こうして文句言う相手がいて運がいいね！　いつも以上にノリと勢いで来ちゃったよ！

			　そして今は俺が感じたことをとりあえず一番偉い人っぽい男の人にぶちまけてる最中だ。

			「だいたいですねぇ、ここにいるブルード！　他のカイゼル帝国の子供たちや勇者は先に連れて帰ったのに何で彼は置いて帰ったの!?」

			「た、確かに……！」

			　ブルードも俺の言葉に頷き、目の前の偉い人だと思われる男の人に顔を向けると、その男性は気まずそうにしながら視線を逸らした。

			「わ、忘れてました……」

			「俺は忘れられてたのか!?」

			　まさかの事実！　仮にも王子様じゃないの!?　もうカイゼル帝国のやること全部に驚きだよ！

			　すると俺に指摘された男性は咳払いをした後、鋭い視線を俺に向けた。

			「先ほどから黙って聞いていれば……お前は誰なんだ？　悪いが、部外者は帰ってくれ」

			　あー……確かに、名前を言ってなかった。しかも相手は目上の人なのに。

			　いくら文句を言うとはいえ、そういうところはちゃんとしないとね！　……まあガッスルとかはもう出会いとか諸々の事情によって敬語を使ってないけどな。ごめんね！

			「ごほん！　えっと、この学園長のバーナバスさんに教師として雇われた、冒険者の柊誠一です」

			「冒険者……？」

			「おいおい、冒険者って……どこの国にも所属してねぇ浮浪者どもじゃねぇか」

			「それに名前の響きからして東の国出身か？」

			　俺が名乗った瞬間、相手の兵士たちはざわつく。そんな変な自己紹介したかな？

			「そうか。俺はカイゼル帝国第二部隊隊長、ザキア・ギルフォードだ。今回、このバーバドル魔法学園の閉鎖・運営のために派遣された」

			　俺が首をひねっていると、一番偉い人っぽかった男性――――ザキアさんも名前を言ってくれた。

			「それで、誠一。お前は文句を言いに来たといったが……その文句を言ってどうするつもりだ？」

			「どうも何も、文句を言うだけですけど？」

			「は？」

			「え？」

			『……』

			　何故か、学園長室に沈黙が訪れた。

			　あれ？　変なこと言ったか？　アルたちも驚いてるけど、俺は文句を言いに行くって伝えたと思うんだけど……。

			「いや、何自分だけ普通みたいな顔してんだ!?　そもそも文句を言いに行くって行動自体がおかしいんだから、その後何かあるかもって思われても仕方ねぇだろ！」

			　アルにごもっともすぎるツッコミをいただいてしまった。

			　するとザキアさんは溜息を吐いた。

			「はぁ……時間の無駄だったな」

			「え？」

			「お前が何者で、どんな経緯があってこの場所に来たのかは知らないが……いくら文句を言おうと無駄だ。これはカイゼル帝国が決めたことで、誰にも覆くつがえせるものではない」

			「いやいやいや、おかしいでしょ！　確かに文句言いに来たのは自己満足ですけど！」

			「やっぱり自己満足なのか……」

			　ブルードが疲れたように呟いた。ごめん、許して！　基本勢いだけで生きてるから！

			「自己満足ですけど、カイゼル帝国の決定が絶対って言うのは納得いかないんですけど？　そもそも何でこの学園が閉鎖されなきゃいけないんですか？」

			「簡単なことだ。カイゼル帝国の帝王、シェルド・ウォル・カイゼル様が世界統一に動き出し、戦争が始まったからだ」

			「いや、誰です？」

			「だ、誰だと!?」

			　カイゼル帝国の帝王ってのは分かったけど、俺その人知らんし。

			「まあその帝王様が世界統一に動き出したってのは分かりました。でもそれって必要なことなんですか？　わざわざ戦争をしてまで？　世界統一って言うくらいですから、カイゼル帝国の国民のためとかって理由じゃないでしょう？」

			「……確かに、今回の戦争は国民を思っての戦争ではない。ただの陛下の欲望による戦争だ」

			「そんな……父上……」

			　ザキアさんの言葉に、ブルードはますます暗い表情を浮かべる。

			　そんなブルードを見て、アグノスが何かを言いたそうにしていたが、ベアトリスさんに止められていた。まあここでアグノスたちが出てくると余計にややこしくなるもんな。

			　俺が出てこなきゃややこしくならなかったって？　…………そうだね！

			「はあ……あの、そんな戦争が認められるんですか？　ただ一人の欲望で戦争をして、国民が許すと？　少なくとも俺は嫌なんですが……」

			「もう陛下が決めたことだ。そもそもお前はカイゼル帝国の国民ではないし、拒否権も与えられない」

			「見知らぬ他人にすら人権否定!?」

			　俺、人権拒否されること多すぎじゃね？　種族の【人間】、ちゃんと息してる？

			「だいたい、戦力的に勝てると思ってるんですか？　世界VSカイゼル帝国みたいなもんでしょう？　それに貴方たちは納得してるんですか？　そんな個人的な望みで戦争することを」

			「…………」

			「え、納得してないの!?　納得してないのに従ってるってどういうこと!?」

			　いくら何でもそれはおかしいだろ！

			　納得してないんなら、クーデター？　だのデモ？　だのを起こせばいいはずだ。

			　国民全員がこの戦争に賛成って言われちゃったらどうしようもないけど、この戦争を全面的に喜ぶ人なんているのか？

			　だからこそ、内乱とかになるかもしれないけど、少なくとも賛成派より否定派のほうが多いんだからクーデターを起こせば成功するだろう。

			　俺の言いたいことが伝わったのかは分からないが、ザキアさんは首を横に振るだけだった。

			「無理だ。もう、陛下を止められる者は誰もいない……今の陛下は、人間ではなくこの世で最も強い存在となったのだ」

			「この世で最も強い存在？」

			　何それ。誰の話ですか？　今度会ったとき、相手が化物だったら怒るよ？

			　だってザキアさんの言い方だと、まるで化物にでもなったかのような言い方だもんな。

			　思わず首をひねる俺だが、ザキアさんはその話を詳しくするつもりはないらしい。残念。

			「……それと、カイゼル帝国が世界を相手に勝てるわけがないと思っているようだが、それは違う」

			「へ？」

			　その瞬間、ザキアさんは何故か腰に差していた剣を抜き放った。

			　それを合図に、他の兵隊さんたちも剣を抜く。

			「――――俺と同等、またはそれに近い実力の兵士が数万もいるのだぞ」

			「なっ!?」

			「ぐっ!?　こ、この圧力……！」

			　ザキアさんや兵士たちが剣を抜いた瞬間、近くにいたブルードやアグノスたち、そしてバーナさんが顔を青くする。

			「この程度で音ねを上げているようでは話にならん。……無理もないだろう。《王剣》と呼ばれる俺と同等など――――」

			「いや……それで？」

			「は？」

			「え？」

			　俺の質問に、ザキアさんだけでなくバーナさんやブルードたち、そして第二部隊の兵隊さんたちが間抜けな表情を浮かべていた。

			「聞いてなかったのか？　この《王剣》である俺と同等の存在が数万もいるんだぞ？」

			「お、オウケン？　無知で申し訳ないんですが……有名人？　その、ザキアさんみたいな有名人がたくさんいるってこと？　ん？」

			「……おい、誠一。マジで言ってんのか？　……ってオレも言いたかったんだがなぁ……」

			　混乱する俺に対し、アルが額に手を当て、天を仰ぎながら呟いた。

			　よく見ると、ブルードたちとベアトリスさんはザキアさんが剣を抜いた瞬間に苦しそうにしていたが、俺やサリア、アルにルルネといったゾーラのいたダンジョンに向かった面々は何ともなさそうだった。……あれ？　これ、ザキアさんが何かしてたのか？

			「ば、バカな!?　お前たちは何故平然としていられる!?　ここにいる第二部隊はすべて、『超越者』の領域に足を踏み入れたんだぞ！」

			「あ、俺たちと同じですね」

			『ぶふぅ!?』

			　俺の言葉にザキアさんたちだけでなく、バーナさんやアグノスたちも噴出していた。……そういや『超越者』ってすごいんだっけ？　身近な人が『超越者』ばっかりだから麻痺してた。いや、周囲に強い人たちが多すぎるんだよ。ギルド本部の皆だったり、ゼアノスたちだったり……。

			「えっと、とりあえずその『超越者』がたくさんいるから勝てると……」

			「そ、そうだ」

			　ええ……？　マジで？　……俺の中だとギルド本部の連中に一方的に面白おかしく倒される未来しか見えないんだけど……。

			　それに仮にカイゼル帝国がウィンブルグ王国に戦争を仕掛けたとしても、今はルシウスさんやゼアノスもいるし……本当に勝てるの？　『超越者』って５００レベルを超えたらでしょ？　ゼアノスなんて元々１５００だぞ？

			　もう一度、脳内で戦闘シミュレーションをしてみた。

			　…………。

			「ご愁傷様です……」

			「なんなんだお前は!?」

			　おっと、口に出ていたようだ。すみません。

			　元々無理だと思っていたカイゼル帝国の世界統一とやらがより一層……それどころか俺の考えが決定づけられてしまった。

			「……お前の言動や振る舞いを見るに、そこの女たちは『超越者』なのだろう」

			「はあ」

			「だが、お前はどうなんだ？　お前からは強者としての雰囲気や立ち居振る舞いが一切見えない。そんなお前が俺に勝てるとは思えん」

			「え？」

			　強者としての雰囲気？　……そりゃただの一般人ですから、どこかの達人みたいに『こいつ……デキる……！』って雰囲気は出せませんよ。まあ冥界でどこぞの達人のような『そこにいるんだろ？』って感じで生命力というか、気配を察知する術は身に付けましたけど。

			　だからアル、そんな『こいつマジか』みたいな目でザキアさんを見ないの！　サリアたちも顔を見合わせない！

			「俺に勝つことすらできないような者が、なおさら陛下には勝てるわけがない。勝てなければ文句を言うこともできん。お前には無力というモノを味わわせてやろう」

			「へ？　あの……どういうことでしょうか？」

			　突然雲行きが怪しくなり、恐る恐る聞くとザキアさんは淡々と答えた。

			「簡単なことだ。俺と戦い、お前が力がないということを分からせてやろう」

			「どういう過程を経てそうなった!?」

			　この魔族軍の人たちといい、この世界は脳のう筋きんばっかりかよ！

			　訳も分からぬまま、文句を言いに来たはずが何故か模擬戦をすることになってしまうのだった。

		

	
		
			　

			《人間》VS《王剣》？

			　

			「あのぉ……止めにしません？　争いは何も生まないと思うんですけど！」

			「……」

			「無言で剣の手入れしないでもらえます!?」

			　あの後、俺の抵抗むなしく、ザキアさんに連行される形で闘技場にまで移動した。

			　俺は止めようって言うのに、ザキアさんや他の兵隊さんたちはやたら好戦的だし、サリアたちは俺の応援を始めるしで誰も止めてくれない。分かってる？　戦うの俺だからね？

			「じゃ、じゃあ対話しましょう！　俺たちには口があり、言葉がある！　さあ、レッツトーク！」

			「言葉は不要。剣で語る」

			「剣に口は付いてませんけど!?」

			　何で誰も彼もが剣で語れると思ってんだっ！

			　この世界、全員顔についてる口は飾りなのかなぁ!?

			　一人で騒ぐ俺をよそに、ザキアさんは手入れしていた剣を鞘に納めた。

			「あ……や、やっと会話をする気になったんですね!?」

			「お前など、居合の一撃で十分だ」

			「もう何でそんなに攻撃的なの？」

			　この世界の人たちのほとんどは戦わないと落ち着かない生き物なの？　教えて、おじいさん！

			『違います』

			　まさかの答えが返ってきた!?　え、どこ!?　アルプスのおじいさんここにいるの!?　ここ異世界ですけど!?

			『おじいさんではありません。世界です』

			　よし、俺の頭がおかしくなったみたいだ。

			　まあ仕方ないよな。ダンジョン消し飛ばしたり、ちょっと人間辞めすぎだもんな。

			　冥界じゃないんだし、世界の声が聞こえるなんて変だよなぁ！

			　どうやら最近色々なことが起こりすぎて疲れていたらしく、気持ちを切り替えるため頭を振ると、世界を名乗る変な声は聞こえなくなった。よし、正常。でもそのうち病院行こう。俺の頭が……って言うより、体がおかしい。うっかりで何かを救ってしまう程度には。

			「と、とにかく！　暴力とかダメだと思います！」

			「……」

			「いや、本当に何かしゃべってくれません!?　会話ってキャッチボールだから！　今の俺は壁当てだよ!?」

			「黙れ。いくらお前が言辞を弄そうと無駄だ」

			「返ってきた言葉が辛辣ぅ！」

			「うるさい、黙って剣を抜け」

			「キャッチボールにならねぇぇぇぇええええ！　一方的に剛速球を投げつけられてるぜ……！」

			　俺のキャッチャーミットはそこまで分厚くないからね？　そのうち泣いちゃうよ？

			　全米が泣くレベルで必死に訴える俺の言葉もむなしく、ザキアさんは淡々と準備を進めると、冷めた目で俺を見てきた。

			「一つ言っておこう。この勝負……と呼べる結果になるとは思わぬが、お前は何もできずに終わるだろう」

			「え？」

			　俺、ほぼ強制的に勝負を受けさせられて、何もできないの!?　俺のいる意味は!?

			「……では、お前に無力だということを教えてやろう。バーナバス、審判を」

			「う、うむ……」

			　バーナさんは俺のほうを心配そうに見つめるが、やがて諦めたように溜息を吐いた。え、そこで止めてくれないの？

			「では……『王剣』ザキア対誠一の試合……開始ッ！」

			　始まっちゃったよっ！

			　ど、どうしよう？　戦わないとダメなんだろうか……。

			　慌てる俺をよそに、ザキアさんは柄に手を伸ばした。

			「では、これで終わりだ――――死ねっ！」

			「これ模擬戦だよね!?」

			　殺意たっぷりのザキアさんの言葉に驚いていると、ザキアさんは一気に鞘から剣を抜こうとして――――。

			「ぶふぅ!?」

			　――――盛大にずっこけた。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　ザキアは初めてのことに戸惑いが隠せなかった。

			　今までどんな状況だろうと隙を見せることなく、格下相手であればその一太刀ですべてを終わらせてきたザキアだが、まさか戦う以前に何もないところでこけると思わなかったのだ。

			　今回もしっかりと闘技場の足場を確認し、こける要素は何一つないと思っていた。

			　だが、いざ誠一を相手に突撃を仕掛けたザキアは、まるで体がすべてを拒絶するかの如く動かなくなり、結果的に顔面から地面に突っ込む形となった。

			「あ、あのぉ……大丈夫ですか？　かなり勢いよく顔からこけましたけど……」

			「……」

			　その上、戦うべき相手であるはずの誠一にすら心配され、ザキアは顔が熱くなる。

			　しかし、その感情を少しでも表に出さないように取り繕いながら、その場に起き上がると静かに剣を抜こうとした。

			「ふっ――――ふんぐぅ!?」

			　そして剣は抜けなかった。

			　どんなに力を込めても、ザキアの誇る【魔宝剣フィフティア】は鞘から抜けない。

			　まるで剣としての役割を放棄するかのように、今まで戦場を共にしてきたはずの魔宝剣が動かなくなったのだ。

			　――――なんだ。何が起こっているんだ!?

			　ザキアは自分の身に起きている現象に混乱していた。

			　そのままある意味敵の前だというのにザキアは必死に剣を鞘から抜こうと頑張る。

			　だがそれでもザキアの剣はまるで誠一と戦うことを拒否しているように動かなくなった。

			　そんな剣を抜くことに必死になってるザキアに対し、誠一もどうしていいか分からないのでただ黙って見ていることしかできない。

			　すると業を煮やしたザキアが剣を抜くことを諦め、鞘の状態で剣を上段に構えた。

			「剣が抜けずとも、これで十分だ……！　くらえ、【覇天衝】！　ぐあああああああああ!?」

			「えええええ!?　自滅ぅ!?」

			　ザキアは上段に構えた剣を振り下ろし、誠一に対して技を発動させるが、何故かその技は誠一に向かうことなくそのままザキアに返ってきた。

			　本来ザキアを中心に大気を震わせるほどの暴風を生み出すはずが、そのザキア本人を暴風が巻き上げたのだ。

			　意味が分からないまま吹き飛ばされたザキアは錐きりもみ回転しながら地面に顔から落ちる。

			「うわぁ……痛そう……」

			「……」

			　またも誠一の憐みの声が聞こえるが、今のザキアは羞恥ではなくただただ混乱していた。

			　いったい何が起きているのか分からない。

			　その場から立ち上がろうとすれば、今度は自分の足がその役目を放棄するかのように力が抜け、それを耐えて何とか体を支え、一歩踏み出せば今度は何の変哲もない地面が急に摩擦力を失い、ザキアは地面にしっかりと足をつけることができずに再び盛大にこけた。

			「なんだ……俺の身に何が起こってるんだ!?　俺の体はどうしたというんだっ!?」

			　混乱するザキアは自身の身に起きている現象がただ怖くて仕方がなかった。

			　何せ、今のザキアにはまともに立ち上がることすらできないのだ。それも、まったく原因が分からない。

			　この異様な光景を見ているバーナバスやサリアたちだが、ザキアと同じようにただただ困惑するしかない。

			　何せ、この模擬戦が始まってから、ザキアはずっと自滅しかしていないのだ。

			　特にザキアの率いている第二部隊の面々は目の前の光景が信じられず、呆然とするしかない。

			「な、ならば魔法で……！」

			「あ、それは止めたほうが……！」

			　近づいて攻撃ができないと悟ったザキアは、すぐに魔法で攻撃する方向へと方針を変えた。

			「これならどうだ……【フレイムバレット】！　ぐああああああああ!?」

			「言わんこっちゃねぇ……」

			　ザキアの発動させた魔法は、誠一の懸念通りザキア自身に襲い掛かり、まぐれだと思ったザキアがその後も諦めずに魔法を使用するも、そのすべてがザキア自身に襲い掛かっていた。

			　ボロボロになるザキアを見て、ただ悲しい気持ちになる誠一はゆっくりとザキアに近づく。

			「あの……なんだかよく分かりませんけど、こんなこと止めません？　俺と模擬戦しても意味ないですし……」

			「うおおおおおおおおおっ！　ぐはあああああああああああ!?」

			「話聞かねぇなぁおい！　そして自滅!?」

			　誠一が近づいたことでチャンスと思ったザキアは、その場でスキルを発動しまくった。

			　だが、そのすべてが自分へと襲い掛かり、ボロボロだった姿がさらにボロボロになる。

			　それでも誠一に勝つために剣を握ると、さすがに哀れに思ったのか、【魔宝剣フィフティア】がついに鞘から抜けた。

			「っ！　これで……っ！」

			　自分の相棒である剣が抜ければ、もはや誠一など敵ではない。

			　そう思ったザキアが再び誠一に襲い掛かろうとすると、【魔宝剣フィフティア】は『あ、それは困る』と言うように剣身がひとりでにぐにゃりと折れ曲がった。

			「何故だああああああああああ！」

			「し、知らねぇぇええええええ！」

			　それでも折れ曲がった剣で誠一に襲い掛かろうとすれば、もう完全に剣がその存在意義を否定するかのようにさらにぐにゃぐにゃに折れ曲がって、ザキアの手から滑り落ちた。

			　地面に転がる自身の相棒を前に、ザキアは肩を震わせる。

			「……もういい。剣も魔法も使えぬのなら、この体で十分だっ！」

			　そして誠一がザキアを心配して近づいていたこともあり、ザキアは至近距離で誠一に殴りかかった。

			「うおおおおおっ――――ぶほあああああああああ!?」

			　その拳は誠一の頬でなく、自分自身の頬に突き刺さった。

			　ザキアの本気の拳は中々の威力で、自分を大きく吹き飛ばす。

			　スキルや魔法、武器ですらない自分の体から反撃を食らったザキアは呆然と殴った頬を撫なでようとして、何故か体が勝手に動いて往復ビンタが繰り出された。

			「ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ!?」

			　もう何故自分で自分をビンタしているのかさえ理解できないのに、それを避けようと体を動かそうとしてもピクリとも動いてくれない。

			　ザキアの意思とは裏腹に、完全にザキアの体は誠一と戦うことを拒絶していたのだ。

			　その後もこれでもかというくらいにザキアの体はザキア自身を痛めつけ、最初の時の勢いはどこに消えたのか、息も絶え絶えとなってその場に転がっていた。

			　すると今まで困惑して見ていた第二部隊の兵士たちが怒りの籠った目で誠一を睨む。

			「貴様ああああ！　ザキアさんに何をしたあああああああ！」

			「ええっ!?　お、俺関係なくね!?」

			「問答無用、貴様のような卑劣なヤツ、俺たちが相手をしてやる……！」

			「お、おい！」

			　第二部隊の副隊長であるオルフェが慌てて止めようとするが、他の兵士たちは自身が慕うザキアがボロボロにされたことで誠一を倒さなければ気が済まなかった。

			　バーナバスもさすがに止めようかと迷っていたが……。

			「……まあいいじゃろ。どうせワシの学園もなくなるんじゃ、最後に面白いモノを見るのも一興じゃて」

			「そこ止めるところじゃない!?」

			　審判であるバーナバスも認めてしまったため、誠一はこのまま第二部隊のオルフェ以外のすべてと戦わなければいけなくなった。

			　だが、その戦いは起きなかった。

			「な、なんだぁ!?」

			「け、剣が折れ曲がったぞ！」

			「よ、鎧が重いぃぃぃぃぃいいいいいい!?」

			　誠一をどう痛めつけようかと考えていた第二部隊の面々は、戦う前に自身の身に着けていた武器のすべてが誠一と戦うことを拒絶し、武器としての存在を放棄した。

			　中にはその放棄した結果、粉々に砕け散って修復不可能なモノまで現れ、気付けばザキアと同じように身一つで戦わなければいけない状況に。

			　それでも闘志を衰えさせない兵士たちが誠一に突撃しようとすると、その強い意志とは別に今度はそれぞれの体が誠一と戦うことを放棄し、その場から逃げ出そうとした。

			　――――そう、『体』が、逃げ出そうとしたのだ。

			「ぎゃああああああああ！」

			「う、腕がああああああ！」

			「目が……目が痛ぇよぉおおおお！」

			「うぇええええええ!?　なになになになになに!?　何が起きてんの!?」

			　まるで体のパーツ……筋肉、骨、神経、細胞の一つ一つがその場から逃げ出そうとした結果、兵士たちの体は勝手に自壊した。

			　骨はその場から逃げようとして脱臼し、目は神経を伴ってそのまま眼孔から抜け出そうとする。

			　髪などの体毛は毛根ごと一斉に逃げ出し、歯はその場にすべて抜け落ちた。

			　阿鼻叫喚となる第二部隊の面々を前に、何故こうなったのか理由を知らない誠一はとにかく焦っていた。

			「どうなってんの!?　いきなり模擬戦に乱入してきたと思ったら体中から血を流し始めるし!?　ここなんかウィルスでも蔓延してんの!?　そういうの漫画やドラマの中だけにしてくれない!?」

			　あまりにも痛々しい光景に誠一は顔をしかめると、第二部隊の面々の体はこのままだと誠一の機嫌を損ねると思い、それぞれが元の役割に戻った。

			　おかげで先ほどまで絶叫していた兵士たちは、地面に転がって必死に体の様子を確かめる。

			「あ、ああ……俺の手が……ちゃ、ちゃんと動く……」

			「目も見える……ちゃんと見える……！」

			「よかった……よかったああ……」

			　誠一と戦うと思ったからこそ、このような状況を招いたわけだが、まさか世界そのものと、武器やスキル、魔法に自身の体といったすべてが敵に回ると誰が想像できるだろうか。

			　そしてこの惨劇を引き起こした誠一自身も、自分の味方がとんでもないことになっていることに気付いておらず、この騒ぎの原因もよく分かっていない。

			　そのため、誠一からすればザキアの行動も第二部隊の面々に起こった現象の数々も、ただの怪奇現象にしか見えず、怖くて怯えているのだった。

			　第二部隊の兵士たちが正常な体に戻ったことに狂喜していると、何とか立ち上がるまでに回復したザキアが真剣な表情で誠一を見つめた。

			「……これが、お前の力だとでも言うのか？」

			「え？　いやいやいや、そんなワケないでしょ!?　………ないよね？」

			　誰に聞くわけでもない誠一の問いには誰も答えなかった。

			　しかし、ザキアはその答えに納得できず、憤怒の形相で誠一を睨みつけた。

			「俺だけでなく、仲間までコケに……許さん」

			「さすがに理不尽が過ぎない？」

			　誠一は涙目だった。

			　だが、ザキアは聞く耳を持つことなく、性懲りもなくまた誠一に襲い掛かろうとすると――――。

			「っ！　【転移の宝玉】！」

			「なっ!?　オルフェ、何を――――」

			　今まで黙って見ていた第二部隊副隊長のオルフェが、懐から手のひらサイズの透明な玉を取り出し、勢いよく地面に投げつけた。

			　投げつけられたその玉は砕け散り、中から煙が噴出してザキアやオルフェ、そして第二部隊の兵隊たちすべてにまとわりついた。

			　そしてその煙が完全にザキアたちを包み込み、やがて煙が晴れるとそこにはザキアたちの姿はもうなかった。

			　あまりにも突然の展開に、誠一は呆然とする。

			　それは誠一だけでなく、バーナバスたちも同じで口をポカンと開けることしかできなかった。

			　真っ先に正気に返ったバーナバスが戸惑いながらも宣言する。

			「あー……勝者、誠一君……？」

			　もはや、模擬戦だったのかさえ、誰にも分からない。

			　それほど一方的な結果だった。

			　すると誠一は呆然としたまま呟く。

			「……俺、本当に何もできなかった……」

			「そういう意味じゃねぇだろ!?」

			　アルトリアのツッコミが、闘技場に響くのだった。

		

	
		
			　

			ザキアの決意と別れ

			　

			　オルフェの使用した、【転移の宝珠】によってカイゼル帝国まで戻ってきたザキアたち。

			　ザキアは周囲を見渡し、すでにバーバドル魔法学園から転移していることに気付くと、オルフェを激しく睨みつけた。

			「オルフェ、お前何を――――」

			「何考えてるんですか、ザキアさん！」

			「っ!?」

			　ザキアが何かを言う前に、オルフェの鋭い拳がザキアの頬をとらえた。

			「さっきの態度は何ですか!?　いったいどうしたって言うんです!?　貴方らしくもない！」

			「俺……らしく……？」

			　オルフェの言葉を受け、ザキアは自身が考えている以上の衝撃を受けていた。

			「さっきの学園での態度じゃ、第一部隊の連中と何も変わりませんよ！　どうしてあんなことをしたんですか!?」

			「俺は……っ!?　ぐああああ!?」

			　そこまで考えた瞬間、ザキアの頭に激しい痛みが襲い掛かった。

			「ザキアさん!?」

			「だ、大丈夫だ……そうか……そういう、ことか……」

			　ザキアは頭を押さえ、必死に痛みに耐えると、あることを思い出した。

			「……俺は、ヘリオの術に嵌っていたのか……！」

			「ヘリオ様の!?」

			　――――《幻魔》の異名を持つカイゼル帝国一の魔法使い、ヘリオ・ローバン。

			　世界で一人しか使えない『幻属性魔法』を操り、現カイゼル帝国の帝王、シェルド・ウォル・カイゼルの右腕として存在していた。

			　平民出身の者たちで構成されているザキア率いる第二部隊の面々や、貴族出身の者たちだけで構成されている第一部隊の面々など、カイゼル帝国のあらゆる兵たちが『超越者』となったのはまだ最近の話だった。

			　カイゼル帝国の兵士たちが『超越者』になったのは、帝王シェルドにヘリオがあるモノを献上したことから始まる。

			　それはヘリオが見つけてきたという魔道具で、どんな人物でさえも簡単にレベルを上昇させることができ、さらにそのレベル上限を超越することができる、とんでもない魔道具だったのだ。

			　本来であれば、そのような怪しい魔道具が存在することや、どこから見つけてきたかなど、訊くべきことがたくさんあるはずだった。

			　それでも誰も疑問の声を上げなかったのは、ヘリオがこの魔道具を持ちだした時点で……多くの者たちがヘリオの『幻属性魔法』を受けてしまっていたからだ。

			　カイゼル帝国一の魔法使いの魔法の行使に気付けるものはおらず、程度の違いはあれど、誰もがその術中にはまってしまったのだ。

			　そしてヘリオは一番警戒していたザキアに特に念入りに魔法をかけていたため、ザキアは知らず知らずのうちにヘリオにとって都合がよく、操りやすい人格へと変えられていたのだ。

			　――――しかし、ここに来て、ヘリオにとっての誤算であり、ザキアにとって幸運だったことは、部下であるオルフェがヘリオの魔法にあまり影響されていなかったことと……誠一の存在だろう。

			　それでも元々効果の高い魔法であるため、ザキアの性格が変わったことを不思議に思いながらもそれを指摘しないだけの効力を発揮していた。

			　バーバドル魔法学園へ行き、バーナバスと会話をして帰るだけならばザキアはこのまま性格が歪んでいく一方だった。

			　だが、ここに来て誠一がまさかの文句を言うために乱入してきたのだ。

			　これが他の者ならば話は変わっていた。

			『超越者』となったザキアたちを止められる者がいるはずもないため、どんなに文句を言われてもそれを退けて終わるからだ。

			　しかしここでやって来てしまったのは誠一である。

			　戦闘にならないとはこのことかと言わんばかりの悲惨な結末、そしてザキアや第二部隊の面々の生命の危機を前にして、オルフェにかかっていた魔法が解けたのだ。

			　生半可な衝撃ではヘリオの術から抜け出すことはできないが、誠一との戦闘はそんなこと知ったことではないと言わんばかりの衝撃を与えたのだ。

			　こうして正気に返ったオルフェの咄とつ嗟さの判断により、帝王シェルドから下賜されていた【転移の宝珠】を使用して、無事に帰ってくることができたのだった。

			「ザキアさん……どうしますか？　ヘリオ様の魔法が絡んでいると、かなり厄やつ介かいですよ……」

			「……ああ。ヤツの魔法を受けていた今、なおのこと慎重に行動しなければならなくなった……目に見えていることから思考回路まで、すべてを疑いながら行動しなければ……」

			　ザキアはそう口にしながらも、それがどれほど大変であるか分かっているため、苦い表情を浮かべるしかできない。

			「……それよりも今は、第二部隊の皆を正気に返そう」

			「はい」

			　ザキアとオルフェは手分けをして、一人ずつヘリオの術から解くために説得していく。

			　ザキアほど、厳重に魔法をかけられている者はいなかったため、正気に戻す作業はさほど時間がかからなかった。

			　それでもヘリオの魔法を受けていたと知った第二部隊の兵士たちは、呆然とその事実を受け止めるしかできなかった。

			「ま、まさかヘリオ様が……」

			「俺たちは今まで何を……」

			「これじゃあ第一部隊の連中と何も変わらねぇじゃねぇか……ッ！」

			「いったい、いくつの国を俺たちは……」

			　正気に返ったことにより自身の行いを思い出した兵士たちは、その行いに激しい後悔が押し寄せた。

			　ザキアを含め、第二部隊の兵士たちによって侵略された国々が多くあるからだ。

			　そんな第二部隊の兵士たちに、ザキアはすぐに兵舎に戻って休息をとるように命令すると、兵士たちはフラフラになりながら兵舎へと向かっていった。

			　その後ろ姿をオルフェは悲し気に見つめる。

			「……とりあえず、皆が正気に戻ってよかったですね……」

			「……ああ。だが、問題は何も解決していない。むしろ、複雑化した」

			「え？」

			「まず第一に、ヘリオが魔法を俺たちにかけたということは……陛下にも魔法を使用している可能性がある」

			「それって……謀む反ほんってことですか!?」

			「いや、そこまでは分からない。だが、陛下にも魔法が使われているとすれば……陛下は確実にヘリオの味方となるだろう。それも、俺と同じかそれ以上に魔法をかけているだろうしな」

			　難しい表情でそう語るザキア。

			「……そしてもし仮にヘリオが謀反を考えていたとして……これが個人による行動なのか、それとも組織による行動なのかも調べる必要がある」

			「ザキアさんは、ヘリオ様の背後に何かあると考えているんですか？」

			「仮定の話だが、ないと言い切ることもできない。今となっては、ヤツの背後に誰がいてもおかしくない」

			「そんな……」

			　重い溜息を吐くと、ザキアはさらに考えを口にする。

			「……そしてヘリオのことも問題だが、もう一つ大きな問題がある」

			「え？　ヘリオ様と同じような問題が……？」

			「陛下のことだ。陛下の……いや、カイゼル帝国の王族に伝わる『アレ』を使用した陛下を止められる者がいないのだ」

			「それは……」

			　ザキアの言葉に、今の帝王シェルドの姿を思い浮かべ、オルフェはその先の言葉を続けることができなかった。

			「今の陛下は、俺たち『超越者』などと比べ物にならない力を手にしている。……下手をすれば、陛下一人でこの世界を征服できるほどのな」

			「……」

			「だからこそ、俺たちが行くべきだ」

			「え？」

			「残念ながら……いや、幸運なことに、まだカイゼル帝国に降くだっていない国がある」

			「確か……ウィンブルグ王国とヴァルシャ帝国、そして魔王国と……東の国ですよね」

			「ああ。ウィンブルグ王国は小さな国だが、あそこには『剣騎士』や『黒の聖騎士』、『氷麗の魔人』がいる。それにギルド本部も……ん？　そういえば、さっきバーバドル魔法学園で『剣騎士』の姿を見たような……」

			「え？　それは気のせいじゃないですか？　近衛兵がそう簡単に王の下を離れるわけないじゃないですか」

			「……それもそうだな。とにかく、ウィンブルグ王国は小国ながら大きな力を持っている。そしてかの『紅蓮女帝』が治めるヴァルシャ帝国は兵力はまだ俺たちが『超越者』となる前と同等だ。今のカイゼル帝国の兵士たちが『超越者』になったとはいえ、あそこの兵は元々精強だ。それに女帝の力も侮れない。魔王国は言うまでもなく、強力な力を持つ魔族がいるため、ここも問題ないだろう。最後に東の国だが……あそこは謎が多すぎる。そもそも最初から陛下もあそこはあまり気にも留めていなかった上に、東の国では内乱が激しいという話もあるくらいだ。こちらの情勢はまったく気にしていないだろう」

			「……改めて考えると、残るべくして残った、という国ですね」

			「そうだな。だが、ここで陛下が直接出るとなると……一瞬で勝敗がつくだろう。しかし、俺たちがいれば、まだ陛下が直接出ることはない。そう、ヘリオの傀かい儡らいとして俺たちが動けば……侵略するように見せて、この事態を向こうに伝えることができるかもしれないのだ」

			「つまり……ヘリオ様たちを騙す、ということですか？」

			　オルフェの問いに、ザキアは静かに頷いた。

			「ここで俺たちの魔法が解けたと分かれば、ヘリオがどのような行動を起こすか分からない。先ほど兵士たちの魔法は解いたつもりだが、どこにヤツの魔法が仕掛けられてるか分からない。また『幻属性魔法』によって惑わされる可能性もある」

			「そんな……」

			「しかし、俺はオルフェのおかげで目が覚めた。完全にとは言い難いが……それでもヘリオの魔法が使われていると分かれば、防ぐことも可能だ」

			「でも……たとえザキアさんたちが正気のまま、今の陛下の状況をウィンブルグ王国などに伝えることができたとして、それは果たして意味のあることなんでしょうか？　もう、今の陛下を止められるわけが……」

			「先王――――アルフ様なら、今の陛下を止める方法を知っているかもしれない」

			「アルフ様!?　し、しかし、アルフ様は……」

			　険しい表情を浮かべながらも、ザキアは決意していた。

			「……ああ。まずはアルフ様を救わねばならない。そのために、俺たちがすべきことは……アルフ様を救う方法を調べること、そして――――ヘリオたちに悟られることなく、傀儡のフリをしてこの危機をいまだに残っているウィンブルグ王国などに伝えることだ」

			「ザキアさん……」

			　不安げな表情でザキアを見つめるオルフェに、ザキアは皮肉を含みながら自信を持って答えた。

			「……何、『操り人形』になることは慣れている。――――やるぞ、オルフェ。この現状を……少しでも変えるために」

			「……はい！」

			　オルフェの反応にザキアは満足そうに頷くと、ふとバーバドル魔法学園でザキアを下した、誠一の姿が脳裏をよぎった。

			「あの男は、いったい……」

			　ザキアの呟きに答える者は、誰もいなかった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「――――誠一さん。短い間でしたが……本当にありがとうございました」

			「……」

			　俺――――柊誠一の前で、荷物をまとめたベアトリスさんがそう言って頭を下げた。

			「誠一さんのおかげで、Ｆクラスの皆が魔法を使えるようになりました。私では、決してできなかったこと……夢に見ていたことを、誠一さんが叶えてくれたんです。本当に、感謝しています」

			「そんな、俺なんて……」

			　所しよ詮せん俺は、運よく力を手に入れただけに過ぎない。

			　……初めて魔物を倒したのは実力でもなんでもなく、ただ俺の体が臭くって相手が勝手に死んだだけなんだけど。

			　それでもこの世界に来るときに神様から餞せん別べつとしてもらった【完全解体】のスキルや、『進化の実』に救われて、俺は今、この場にいるのだ。

			　まあちょっと進化の実の効果が俺の想像以上すぎて逆に苦労することもあるけど、感謝している。

			　そんな俺の力がたまたまＦクラスの皆の役に立っただけで、その力がなければ俺は何もできない無力な存在にすぎないのだ。

			　しかし、俺の言葉にベアトリスさんは首を振る。

			「いいえ、誠一さん。過程はどうであれ、結果的に彼らが魔法を使えるようにしたのは、紛れもなく誠一さん自身です。ですから、そのことに胸を張ってください」

			「……はい」

			　本当に、俺は大したヤツじゃない。

			　それでも、ベアトリスさんがそう言ってくれるなら……少しでも胸を張れるように、俺は頑張らなきゃいけないだろう。

			　俺の顔を見て、ベアトリスさんはにっこり微笑むと、そのまま荷物を持って歩き始めた。

			「……ベアトリスさん！」

			「？」

			　思わずそう声をかけると、ベアトリスさんは不思議そうな表情を浮かべながら俺のほうに振り向く。

			「俺が彼らに魔法を使えるようにしたというのなら、ベアトリスさんはここまで彼らを支えてきたんです！　俺だけじゃない……いや、俺以上に！　ベアトリスさんはそのことに胸を張ってください！　ベアトリスさんは、俺の中で一番の先生です！」

			「！」

		

	
		
			[image: p_169.jpg]
		

	
		
			　俺の言葉を受け、目を見開くベアトリスさん。

			　俺の人生の中で、ベアトリスさん以上に生徒のことを考え、生徒の成長に喜べる人を俺は見たことがない。いや、これから先もベアトリスさん以上の先生に会うことはないだろう。

			　ベアトリスさんは、俺なんかとは比べ物にならないほど、Ｆクラスの皆を支え、寄り添ってきたんだ。

			　すると俺だけでなく、同じように集まっていたアグノスたちがベアトリスさんに向かって叫ぶ。

			「ベアトリスの姐さん！　姐さんが俺たちを見捨てないでくれたこと、絶対に忘れねぇ！」

			「……貴女には、とても大切なことを教えてもらった。敬意と感謝を」

			「……達者で」

			「べ、ベアトリスさん！　本当に……本当にありがとうございました！」

			「……ありがとう。ベアトリス先生には、本当に感謝しているわ」

			「また、先生の授業を受けたいです～」

			「完璧な私が、より完璧になったのは……すべてベアトリス先生のおかげです。ありがとうございました」

			「ベアトリスぜんぜぇぇぇぇえええ。ざびじぃよぉぉぉおおおお」

			　……約一名、号泣しているけど、それだけベアトリスさんに感謝の気持ちがあるということだ。それによく見ると、フローラ以外にも涙を浮かべている生徒がいる。

			　……俺も泣きそうになってきたじゃないか、コンチクショウ。どうしてくれんだ……こういうの弱いんだよっ！

			　驚いて立ち止まるベアトリスさんは、その目に涙を浮かべながらも笑みを浮かべ、俺たちに一礼をすると去って行った。

			　その姿が見えなくなると、今度はアグノスやブルードといった、男子たちが動き始める。

			「さて……兄貴。俺ももう行くぜ」

			「……俺も、すぐに国に戻り、今の状況を少しでも把握する必要がある」

			「誠一先生にも、世話になった」

			「あ、ありがとうございました！」

			「……ああ、みんな元気でな」

			『はい！』

			　アグノスは最後まで元気に手を振りながら去って行き、ブルードはクールに、それでいて優雅に歩いていく。

			　ベアードとレオンは、途中まで一緒らしく、仲良く去って行った。

			「それじゃあ私たちも行きますね～」

			「先生のおかげで魔法が使えるようになり、私の美しさに磨きがかかりました。あ、惚ほれてはだめですよ？」

			「誠一ぜんぜぇぇぇぇええええ。ざびじいよぉぉぉぉおおおお」

			　レイチェルたちもそれぞれ挨あい拶さつをすると、自分の故郷に向かう馬車に乗り、去って行った。

			　その姿を見つめながら、俺もフローラじゃないが、心にぽっかりと穴が開いたように感じていた。

			　……この学園に来て、皆と一緒にいるのが何だかんだ日常になっていたから、いざこうして離れると寂しいな。

			　そんな俺の気持ちを察したのか、サリアが優しく寄り添ってくれる。

			「大丈夫だよ。また、会えるから！」

			「……そう、かな？」

			「そうだよ！　だって、私たちは生きてるんだからね！」

			「……そりゃ死んだらお終いだからな」

			　サリアの極端な言葉に、俺は苦笑いを浮かべた。……あれ？　そういや冥界に行ったことあるし……死んでも会えちゃったりする？

			　……うん、この話は止めよう。感動の別れが台無しになる。

			　生徒を見送っていると、バーナさんが静かに近づいてきた。

			「誠一君。君をこの学園に呼んでおいて、このような結果になってしまい……大変申し訳ない」

			「そんな……俺はこの学園に来れたこと、感謝しています」

			　この世界に来てから会えなかった神無月先輩たちと会えたし、何よりＦクラスの皆に会うことができた。

			　みんなと過ごした時間は、俺にとってとても大切なモノになったんだ。感謝の気持ちこそあれど、そこに怒りの気持ちなんてあるはずがない。

			　俺の言葉に同調するように、アルもバーナさんに言う。

			「オレも……今まで体質のこともあって、中々後進の育成に携わる機会がなかった。でも、この学園で冒険者のことを教えることができて、オレは本当に嬉しかったんです。ありがとうございました」

			「うむ、学食は美う味まかったぞ。褒めてやる」

			「……食いしん坊、ここはふざけるところじゃない」

			「？　私はいたって真面目だが？」

			「……手遅れだった」

			　ルルネが手遅れなのは今更だよ、オリガちゃん。

			　バーナさんは穏やかな笑みを浮かべると、その視線をゾーラたちに移す。

			「……ゾーラ君には悪いことをしたのぅ。せっかく学園生活に慣れ始めたと思ったときに……」

			「い、いえ！　残念ではありますが、こんな私を受け入れてくれた学園長には感謝してます！」

			「そういってもらえるとありがたいのぉ……それに、ルイエス君たちも申し訳ないことをしたの」

			「そんなことは。私は本来この場にいない者ですから。学園長の好意でここにいるだけの存在にすぎません。感謝の気持ちしかありませんよ」

			「私も同じ。元々私のわがままで誠一に付いてきただけで、ここに置いてくれたことに感謝している。ありがとう」

			「……うむ、確かによく考えればウィンブルグ王国の主力であるルイエス君や魔王の娘であるルーティア君がこの場にいるのはおかしいんじゃったな。いやあ、誠一君と一緒にいると常識が壊れるのぉ！」

			　俺も自分の常識が壊れるので苦労してます。

			「それで……これから誠一君はどうするんじゃ？」

			「そうですね……特に何をしようとかまだ決めていないので、ルイエスたちを送るついでにしばらくはウィンブルグ王国のテルベールで過ごそうかなと考えております」

			「そうか……なら、ウィンブルグ王国はしばらくは安泰じゃのぉ。なんせ、誠一君が向かうのじゃからな」

			「あははは……ど、ドウナンデショウネ」

			　俺がいることで果たしてどれだけ効果があるか分からないが、少なくとも元勇者や初代魔王とかいる時点で何が起きても大丈夫な気がする。

			　俺の反応にバーナさんは笑うと、視線を別のところに移した。

			「さて……誠一君たちの今後の動きは何となく分かったが……君はどうするんじゃ？　――――ヘレン君」

			「え？」

			　思わずバーナさんの視線のほうに目を向けると、そこには何かを考えているヘレンの姿があった。

			　あ、あれ？　さっき、レイチェルたちと一緒に帰ったんじゃ……いや、あのときヘレンの姿はなかったな。

			　どうやら気付いていなかったのは俺だけのようで、特にサリアたちに驚いた様子は見られない。あ、あれー？

			　驚きながらも何故まだヘレンが残っているのか考えていると――――、

			「……誠一先生」

			「は、はい？」

			「私を……私を強くしてください！」

			「――――は、はいぃ!?」

			　ヘレンはそう言って、俺に頭を下げるのだった。

		

	
		
			　

			これからと暗躍する者たち

			　

			「――――で、学園が閉鎖したからお前と誠一たちは戻ってきたと？」

			「はい」

			　ウィンブルグ王国の国王、ランゼことランゼルフは、目の前で平然とそう告げるルイエスに頭を抱えた。

			　ヘレンの強くしてほしいという願いから少し誠一たちの間で相談があったものの、結局ヘレンの意思は固いらしく、誠一はヘレンも連れてウィンブルグ王国に帰って来ていた。

			　そして、誠一はこれからの行動を決めるためにも一度ギルド本部に顔を出しに行き、ルイエスは帰還の報告をしに王城へと戻っていた。

			「いや、元々近衛のお前が守るべき俺を置いて出ていったこと自体がおかしいんだが……それにしたって自由すぎやしねぇか？」

			「聞いてください、陛下。私のレベルが７００を超えました」

			「全然話を聞いてねぇな!?　って７００!?」

			　そのレベルにランゼは目を見開いて驚いた。

			「何がどうすればそんなとんでもねぇレベルになるんだ!?　前に『超越者』になったっていきなり言われたとき以上の驚きなんだが!?」

			「師匠がダンジョンを消滅させた際、その過程に私も付いていった結果です」

			「何一つ分からねぇ！　ダンジョンの消滅ってなんの話だよ!?　それに誠一が関わってるって!?」

			　散々ルイエスの言葉に驚いたランゼは、大きな溜息を吐くと気持ちを落ち着かせる。

			「はぁ……お前が冗談を言わないのは知ってるから本当のことなんだろうが……誠一のヤツはいったい何者なんだ？　アイツ、妙に自分のこと隠したがってた節があると思うんだが、それにしては俺のことを呪いから救ってくれたりと只者じゃねぇのはもうバレバレだろ。隠す気があるのかねぇのかまったく分からねぇじゃねぇか……」

			「そういえば、どうやら師匠はカイゼル帝国の勇者と同郷らしいですよ」

			「お前は俺をどれだけ驚かせれば気が済むんだ!?　え、じゃあアイツ……異世界人なの!?」

			「そうらしいです。ただ、カイゼル帝国に召喚されたわけではないようなので、勇者というわけではないとおっしゃっていましたが……実力は比べることすらおこがましいほど、差が開いています。もちろん、師匠が上ですよ？」

			「んなもん聞くまでもねぇ。でも勇者より強いってどうなの？　カイゼル帝国涙目じゃねぇか……」

			　ランゼは疲れたように椅子にもたれかかった。

			「あー……本当にカイゼル帝国の連中はまともなことしねぇなぁ……異世界からガキどもを勇者として召喚するわ、今回のように世界中に宣戦布告するわ……」

			「そういえば……この国は大丈夫だったのですか？　今こうして陛下と話すことができているので問題なかったのでしょうが、それでもほとんどの国がカイゼル帝国に降ったと聞いています」

			　ルイエスの問いに、ランゼは真剣な表情に変わった。

			「ああ、そのことについてだが……これもまた誠一に助けられた」

			「え？」

			「【魔神教団】の連中が襲ってきたときのことは覚えているか？」

			「……はい」

			　そのときの状況を思い出し、ルイエスは表情を曇らせる。

			　――――ウィンブルグ王国と魔王国の会談が行われた日、【魔神教団】が魔物の軍勢を率いて襲ってきた。

			　この事態にウィンブルグ王国と魔王国はその場にいた全戦力を投下し、ギルド本部も協力する形で魔物の軍勢と戦闘が行われた。

			　しかし、魔物の軍勢や一部の使徒は陽動であり、真の狙いは魔王の娘であるルーティアで、何とか使徒の攻撃を防げたと安心するも、使徒のほうが一枚上手で、ルーティアは【呪具】によって倒れた。

			　魔物の軍勢も数が多く、尋常ではない力を持つ使徒たちにＳ級冒険者やルイエスたちは苦境に立たされ、ルイエスも使徒の凶刃によって倒されるかと思われた。

			　だが、ここに誠一にウィンブルグ王国のテルベールへの移住を勧められた初代魔王や暗黒貴族ゼアノスの登場で、形勢は一気に逆転した。

			　ゼアノスのレベルは魔物の頃の名残なのか１５００を超え、初代魔王であるルシウスや元勇者であるアベルたちもそのレベルに近い実力の持ち主だった。

			　そのため、ゼアノスたちのおかげで使徒による襲撃は防ぐことができ、さらには宝箱によって連れてこられた誠一の魔法で、ルーティアも無事に目を覚ますことができた。

			「【黒の聖騎士】を含め、俺の国の兵士は優秀だ。それは胸を張って言える。だが……何故か、カイゼル帝国の軍勢すべて、『超越者』だって言うんだから笑えねぇ」

			「……その話は学園で第二部隊隊長であるザキアという男からも聞きました。本当だったんですね」

			「ああ。んで、さすがに我が国の兵士たちが優秀でも、こればかりはどうしようもねぇ。レベルによるステータスの差ってのはそう簡単に覆せるモノじゃねぇし、ギルド本部も戦争ってこともあるが、何よりカイゼル帝国がほぼすべての国を支配したことで支部も占領され、かなり厳しい状況になっていてな。頼る先がねぇし、さすがに俺もダメだと思ったぜ。だが……」

			　そこまで言うと、ランゼはそのときの光景を思い出して引きつったような笑みを浮かべた。

			「……魔族軍の連中を鍛えるって名目で仕事を得たゼアノスとルシウスの二人が、テルベール近くに構えていたカイゼル帝国の軍隊にそいつらだけ連れて突撃して、無傷で相手を撤退にまで追い込んだんだ」

			「は？」

			「いや、本当になんなの？　あの人たち。ゼアノスってヤツは何か昔本で見たことあるような名前だし、ルシウスに至っては初代魔王だって？　もう無茶苦茶だろ……」

			「……お疲れ様です」

			　さすがに哀れに思ったのか、ルイエスもランゼに向かってそういうので精一杯だった。

			「いや、いいんだぜ？　おかげでカイゼル帝国はウィンブルグ王国から手を引いて、今はこうして無事に過ごせてるわけだしな。……そういや、ロベルトたちもお前が帰ってくる少し前にここに到着して、今は休んでるぞ」

			「そうですか……であれば、カイゼル帝国第二部隊の隊長が言う通り、他の生徒も無事に帰ることができたのでしょう」

			　ザキアから口でそう告げられてはいても、実際に確認できるわけではないので、仮にも攻めた国の王子がこうして無事に帰って来ていると知り、他の生徒も同じように帰還できているだろうとルイエスは推測することができた。

			「まあこっちはこっちでお前がいない間に色々あったワケだが……ルイエス、お前自身がよく知ってるだろう？　なんせ、あの中立だったバーバドル魔法学園を占領に来たくらいだしな」

			「……はい。あの国のせいで師匠たちは学園を去ることになりました。これは許せません」

			「……お前、本当に変わったな。というか、誠一絡みになると一応国王であるこの俺以上にそっちを優先するしなあ……昔のお前を知る身としては、感慨深いもんだ」

			「？　そうですか？　師匠のことを考えるのは弟子として当然では？」

			「……あー、お前がどういう感情で動いているのか……何よりその感情をお前が知らないのなら、俺から言えることは何もねぇよ。フロリオのヤツに教えてやらねぇと……」

			「？」

			　ランゼの言葉の意味が分からず首をひねるルイエスだが、ルイエス自身、誠一にここまで執しゆう着ちやくと関心を寄せる理由を知るのは……もう少し先の話になる。今はまだ、ルイエスは誠一への感情に名前を付けることができなかった。

			「まあいいや。んで、今アイツはどうしてんだ？」

			「アイツ？」

			「誠一だよ。お前と一緒に帰って来てるんだろう？」

			「ああ、師匠でしたら――――」

			　

			◆　◇　◆

			　

			「――――おお、誠一君、アルトリア君、サリア君！　久しぶりじゃないか！　どうかね、私の筋肉は!?」

			「まず第一に訊くことそれか!?」

			　俺……柊誠一は久しぶりにギルド本部を訪れると、いつものようにブーメランパンツ姿のガッスルがマッスルポーズをとり、そう訊いてきた。

			　――――ヘレンに強くなりたいと言われてから俺たちはとりあえずこの王都テルベールまで戻ってきて、ルイエスはランゼさんに帰還を報告するために一度別行動となり、俺たちはヘレンの件も含めて、情報を得るためにギルド本部を訪れていた。

			　ヘレンを鍛えるって言われても何をすればいいのか分からないし、ギルド本部なら今の世界情勢を含めてそういった情報も得られるだろうという期待も込めて、来ていたりする。あとはヘレンがまだギルドに登録してないってことだったから、この先一緒に行動するなら登録しておいたほうが都合がいいので一緒に来てもらっている。

			　後でゼアノスや父さんたちの様子も見に行かないとな。ルーティアも魔族軍の皆さんがどうしているか気になるだろうし、サリアもアドラメレクさんたちに会いたいだろう。

			　久しぶりのギルドということもあり、ギルド内を見渡すと……。

			「破壊だ破壊だ破壊だああああああああ！　……でもそれより支部の連中が気になる」

			「さてと……今日も広場で私の裸体を……」

			「スラン氏……靴下は脱がないのですかな？」

			「む？　おっと……私としたことが……ははは、どうやら支部のことが気になって気が散っているようだ。そういうウォルター氏も最近は幼い子供たちと距離を置いているという話ですが……」

			「いやはやお恥ずかしい……どうも最近はどこかボーっとすることが多くて……」

			　今までと同じように、それぞれが自身の欲望に忠実に生きているようだったが、どこかそれが空回っているように見えた。

			　そのことを疑問に思いながら首をひねっていると、ガッスルは苦笑いを浮かべる。

			「ふむ……どうやら我々の様子がおかしいことに気付いてしまったようだな」

			「あ……やっぱりか？　何となく元気がないって言うか、なんていうか……」

			　いや、元気が有り余ってるのもそれはそれで困るんだけどな。主に兵隊さんが。

			　とはいえ、魔物の軍勢が攻めてこようが笑顔で戦っていた皆が、今は微妙に元気がないのでそんな姿を初めて見る俺は戸惑う。

			　それは俺だけでないようで、サリアや俺以上に付き合いが長いであろうアルも不思議そうにしていた。

			「みんな元気ないね。どうしたの？」

			「おい、ガッスル……サリアの言う通り、いったいどうしたってんだ？　お前もよく見れば肌の艶がねぇし……いつもなら筋肉がどうだっていって、スキンケアもやってただろ？」

			「あー……何、君たちがここに帰ってきた理由に少し関係することだよ」

			「え？　俺たちが帰ってきた理由？　それって……」

			　俺たちが再びこうして戻ってきたのは、バーバドル魔法学園がカイゼル帝国に占領されることになったからだ。

			　ガッスルは珍しく真面目な顔をすると、今のギルドの状況を教えてくれる。

			「カイゼル帝国が世界に宣戦布告をし、その宣言通りほとんどの国がカイゼル帝国の手に落ちてしまった。今残っている国も、もはやこのウィンブルグ王国とヴァルシャ帝国、そして魔王国に東の国だけだ。ただ一つ幸いなことに、この国には誠一君の知ち己きであるゼアノス君たちがいる。彼らには【魔神教団】の襲撃の際にも大変世話になったが、彼らのおかげで今こうして平穏な毎日を過ごせているのだ。まあこれも仮かり初そめの平穏ではあるのだが……」

			　仮初ってことは、またカイゼル帝国が何かを仕掛けてくるかもしれないってことか。

			　もうカイゼル帝国って名前を聞いただけでも悪いヤツらなのかなって思っちゃうくらい俺からすれば心象悪いけど、でもルルネが参加した大食い大会の中にもカイゼル帝国の出身者がいたし、その人は普通だと思ったんだけどな。まあ名前が中々個性的だったけど。

			「まあともかく、ゼアノス君たちのおかげでカイゼル帝国の脅威から身を守れているが、状況は決して良くない。何せ、あの国の兵士たちすべてが『超越者』となったのだ。どのような手を使ったのかは知らないが、これはとても見過ごせるものでもないし、何よりゼアノス君たちがいなければ本当に世界がカイゼル帝国に征服されていたといっても過言じゃないだろう。私の筋肉をもってしても、これを覆すことは難しい……」

			　難しいだけで頑張れば覆せるのか？　筋肉ってすごい。

			　それよりも、『超越者』ってやっぱり周りから見ればとんでもない存在なんだなぁ。今ここにその『超越者』とやらが数人いるけど。

			「そしてこの国のギルドは安全であるが、他の国にも支部はたくさんある。今回カイゼル帝国にその多くの国が占領されたことにより、その支部がどうなったのか、情報が入ってこなくなったのだ。そのため、今こうして我々は少しでも多くギルド支部の情報を集めているが……芳しくないな」

			「そうか……」

			　どうやらギルド内の異様な雰囲気の原因は、そのギルド支部の人たちの様子や安否が知りたいかららしい。

			　もう一度ギルド本部内を見渡していると、ガッスルがふと気付いたようにヘレンたちに視線を向けた。

			「そういえば、見慣れない顔が二つほどあるな。まあそれとは別に何故この場に魔王の娘さんがいらっしゃるのかとても聞きたいのだが……」

			「えーっと……護衛兼仲間として【魔神教団】の襲撃以降、バーバドル魔法学園に一緒にいたから……ですかね？」

			「意味が分からないね！　ハハハ！」

			　俺も他人なら意味が分からないと思うが、これを笑って済ませるのはどうなのだろうか。

			　すると俺たちのやり取りを黙って見ていたヘレンは、いきなりガッスルへと口を開いた。

			「……貴方が、ギルド本部のギルドマスターなのよね？」

			「む？　まあそう言うことになるな！　もっぱら筋トレしかしていないがね！」

			「それは誇ることじゃない」

			「……一つ、訊きたいわ。これはギルドの情報から推測して教えてほしいの。カイゼル帝国に対して、ヴァルシャ帝国は……どれくらいもつの？」

			「え？」

			　予想外の質問に俺が驚くも、逆にガッスルは驚いた様子もなく冷静に答えた。

			「ふむ……君はヴァルシャ帝国出身のようだね」

			「……ええ」

			「…………正直に言おう。ヴァルシャ帝国の命運は、もはやカイゼル帝国が握っているといってもいいだろう」

			「っ！　それ、は……何故かしら？」

			「簡単なことだ。ヴァルシャ帝国の兵士は精強であり、女帝も実力者だという話は有名だが……」

			　すみません。全部初耳です。

			「……いくら兵士が精強で女帝が強かろうとも、『超越者』となった兵士をそのヴァルシャ帝国の兵力以上に抱えるカイゼル帝国に勝てる道理はない」

			「…………ヴァルシャ帝国の近くには、ここの【森】と似たように【封印の森】もあるわ。それでもかしら？」

			「聞いていただろう？　もはや、カイゼル帝国はこの国の【森】や【海】を気にする必要がないほど、強くなったのだ。だからこそ、この国にも侵攻の手を伸ばしてきた。それはヴァルシャ帝国であっても変わらない。彼らのステータスは、それほどのモノなのだ」

			　ハッキリと告げられた言葉に、ヘレンは黙って俯いてしまった。

			　……いまだによく分からないが、ヘレンは何故か強くなろうと焦っている。

			　それは自分のためなのか、はたまた誰かのためなのか……。

			　何とも言えない空気が俺たちの間に流れると、ガッスルはまるで空気を変えるように明るく告げた。

			「とにかく、今は再会を喜ぼうではないか！　それで、彼女ともう一人、そこの女の子はギルドに登録するのかな？」

			「わ、私ですか？　ど、どうしましょう……」

			　唐とう突とつに話を振られたゾーラはわたわたと慌てるが、それを微笑ましそうにルーティアが見つめていた。

			「好きにしたらいいと思う。ゾーラはもう、自分の意思で選択できるんだから」

			「じ、自分の意思で……」

			　それから少しだけ悩む様子を見せたゾーラは小さく頷いた。

			「あの……私もギルドに登録したいです！」

			「……私もお願いするわ。あったほうが便利だって、誠一先生も言ってるし……」

			「そうかね！　ならばさっさと登録を済ませてしまおう！　エリス君！　エリスくーん！」

			　ガッスルが受付の向こうに声をかけると、エリスさんの声が聞こえてきた。

			「はーい！　少しお待ちになってください！」

			「……とのことらしいので、すまないが少し待っててくれ。それにしても……魔王の娘に関しても驚きだが、そちらのヴァルシャ帝国の女の子に蛇族の子とは……中々異色の面々が集まりつつあるようだね」

			「た、確かに……」

			　今更だが、今のメンバーは『人間（化物）』をはじめ、ゴリラに元災厄にロバ、元暗殺者にメデューサと魔王の娘……。

			　これ、普通なのってアルとヘレンくらいじゃない？　ねぇ、こんなことある？　普通。冷静に考えるとぶっ飛びすぎじゃない？　そもそもゴリラとロバがメンバーにいるのがおかしいわけだし。

			　エリスさんが来るまでの間に、ヘレンとゾーラの自己紹介を済ませると、少ししてから急いだ様子のエリスさんがやって来た。服はちゃんと受付嬢の格好をしている。よかった。

			「すみません、お待たせしました」

			「いえいえ。それと、お久しぶりです」

			「エリスさん、久しぶりー！」

			「元気だったか？」

			　俺やサリア、アルの言葉を受けたエリスさんは、あのＳＭの女王姿なんてまったく連想できないほど、可愛らしく笑った。

			「ええ。皆さんもお元気そうでなによりですわ。それと、何人か初めましての方がいらっしゃいますが……」

			「あ、その中でもこの子とこの子の登録をお願いしたいんです」

			「かしこまりました。では、お二人ともこちらへどうぞ」

			　ゾーラとヘレンはエリスさんに促され、その場で手続きをすると、にっこりと笑った。

			「はい。これでヘレンさんとゾーラさんの仮登録が終了しました」

			「仮登録？」

			「あ、そういえばそうだった……」

			　ヘレンが不思議そうに首をひねる中、俺はこのギルドが手続きをしてそのまま登録になるわけじゃないことを思い出した。

			「はい。こちらでは、仮登録をした方に試験官を一人つけさせていただき、その人の適性を見るようにしているのです。登録される皆さんが戦闘が得意というわけではありませんからね」

			「そういう意味では、ちょうどよかったじゃないか！　ここにはアルトリア君がいる。彼女に監督をしてもらうといいだろう」

			「まあオレは構わねぇぜ。二人ともそれでいいか？」

			「私は特に問題ないけど……」

			「わ、私も大丈夫です！」

			「うし、そんじゃあとっとと試験だけでも済ませるか。おい、ガッスル。何か試験用にいい依頼はねぇのか？」

			「もちろん用意しているとも！　誠一君が登録したときのように、ここにいるメンバーではほぼ達成不可能な依頼がね！」

			「それどんな依頼だよ!?　つか、それって危険なもんじゃねぇだろうな？」

			「ああ、危険度でいえば特にそう言うことはないさ。だが、アルトリア君も知ってる通り、彼らは戦闘に関しては一流であっても、採取や雑用系はもう才能がないといっていいほどダメでね！　依頼が申し込まれてもそのまま放置になってしまうのさ！」

			『いやぁ、照れるぜ』

			「どこにも照れる要素ねぇだろ!?」

			　ガッスルとアルの会話に聞き耳を立てていたギルドの面々は、清々しいほど笑顔でサムズアップしてきやがった。

			　ああ……確かに、俺がやった依頼もスライムの討とう伐ばつ以外はここの面々がしてそうな依頼じゃないもんな……。

			　建物の解体はちょっと微妙だけど、俺がやらかしたみたいに何も考えずに適当に壊されて終わりそうだし、犬の散歩……とはちょっと違ったけど、ミルクちゃんの散歩をしようもんならまず入り口でその格好や隠しきれない変態性から門前払い食らいそうだし、一番ヤバいのは孤児院の依頼だろう。

			　特にウォルターさんなんか近づけちゃダメだからな!?　あの人、本当に兵隊さんのお世話になっちゃうよ。

			　それに孤児たちにとって、悪影響でしかない。あんな変態、近づけちゃダメ。

			　サリアもこの会話で孤児院のことを思い出したのか、優しく笑った。

			「みんな元気かなぁ。クレアさんも元気だといいけど……」

			「……サリアお姉ちゃん。またあとで誠一お兄ちゃんたちと一緒に行こ？」

			「あ、それもそうだね！」

			　オリガちゃんの言う通り、あとで孤児院に顔を出すのはいいかもしれないな。ちょっと最近荒むような事件が多すぎるから、癒しが欲しい。子供って可愛いよね。……ウォルターさんと一緒にするなよ!?

			　アルはギルドのメンバーを見渡して大きな溜息を吐くと、頭をかいた。

			「はあ……まあ仕方ねえか。それにコイツら用の依頼として考えれば都合がいい。おい、誠一！」

			「え？」

			「オレはこのまま二人を連れてちゃちゃっと試験してくるからよ。お前は『安らぎの木』で部屋を確保しといてくれ」

			「分かったよ」

			「んじゃあ、頼んだぜ。……部屋割は、その……オレもサリアもいるんだし、無理に男女別にしなくてもいいからな」

			「ふぇっ!?」

			　頬を赤く染めてそう言うアルは、慌ててそのままヘレンたちを引き連れてギルドを出ていった。

			　ま、まあ『安らぎの木』に泊まっていたときは、サリアと一緒に泊まっていたから問題はないんだけど……。

			　アルのあんな反応を見せられると、こちらとしても恥ずかしいんですが。

			「……アルトリアさん。本当に可愛らしくなりましたよね」

			「……そうだな。昔の彼女の姿からは想像できないくらいだ」

			　そんな様子を同じように見つめていたガッスルたちもしみじみとした様子でそう語った。

			　ここでアルたちとも別行動になったわけだし、宿の件もあるから一度『安らぎの木』に向かおうとすると、ガッスルに引き留められた。

			「そうだ、誠一君」

			「ん？」

			「さっきの彼女……ヘレン君だったが、強くなりたいと、言っていたんだよね？」

			「え？　まあそうだけど……」

			「一つ確認なんだが、彼女は戦闘自体は得意なのかな？」

			「そうだな……」

			　ガッスルにそう訊かれ、俺は改めてヘレンと戦ったときのことを思い返す。

			　Ｆクラスの中でも頭一つ抜けるレベルで戦闘スキルがあり、レイチェルと同じように何かしらの武術を学んでいるような節は見られた。

			　それも、レイチェルは槍術限定っぽかったが、ヘレンは何故かとても多くの武術を知っていたように思える。

			　それ以外にも戦ったときの足運びとかから考えると、確実に強いといえるだろう。

			　まあ進化前の俺なんかとは比べ物にならないほど強いですよね！

			「ヘレンは学園の中でもかなりの実力者だって話だし、実際に強いと思うよ」

			「そうか……」

			　ガッスルはそう言うと少し考える様子を見せた。

			　そのことを不思議に思い、首をひねるとエリスさんが何かに気付いたように声を上げた。

			「あ……ガッスルさん、まさかとは思いますが、あの場所を教えるつもりですか？」

			「……うむ、そうだな」

			　少し躊躇いながらも頷くガッスルにエリスさんは厳しい表情で告げる。

			「ガッスルさん。それは危険すぎます。今日登録したばかりの彼女たちを行かせるなんて……」

			「だが、ギルドの規定としてはランクフリーなはずだ。行くこと自体は私たちに止める権利はないよ」

			「で、ですが……」

			「それに、誠一君やアルトリア君もいるんだ。まあ大丈夫だろう。なっ、誠一君！」

			「話がまったく見えないんですけど？」

			　何も分からない状況で『なっ』とか言われても困るんですが。いったい何の話をしてるんだ？

			　思わず半目でガッスルを睨むと、ガッスルはまるで悪びれた様子もなく豪快に笑った。

			「ハハハハハ！　すまない！　いや、どうも彼女が強くなりたいというから、そのための場所を提供しようと思ってね」

			「場所？」

			　なんだ？　それ。

			　俺だけでなくサリアたちも首をひねる中、ガッスルは真面目な表情で続けた。

			「実は、このテルベールではカイゼル帝国の侵攻の他に、もう一つある事件が起こったのだ」

			「ある事件？」

			「ああ――――ダンジョンの出現だよ」

			『えっ!?』

			　俺たちはガッスルの言葉に驚くのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「――――行ってしまったのぉ」

			　誠一たちが王都に戻り、それぞれが新しい生活を始めようと動き出している頃、バーナバスも自身の身の振り方を考える必要があった。

			「……ここがなくなるなんて……思いもしなかった。世界は、どうなってしまうんじゃろうな……」

			　バーナバスは魔法使いとして世界最高峰の実力を有しているからこそ、冒険者や国への士官を考えれば、本来は何も考える必要がない。それほどまでにバーナバスの力は魅力的なのだ。

			　だが、現在は多くの国がカイゼル帝国の手に落ち、ギルドですらまともに機能していないこの現状では、バーナバスは思うように動けなかった。

			　もしここでヴァルシャ帝国やウィンブルグ王国に行こうとすれば、その力を邪魔だと思うカイゼル帝国に消される可能性が今以上に高まるからだ。

			「……まあ、今更かもしれんがの」

			　カイゼル帝国第二部隊隊長のザキアとも穏便とは言い難い一方的な宣告を受けた今、バーナバスが深く考えるまでもなくカイゼル帝国から脅威だと認識されているだろう。

			　しかし、それ以上に今のバーナバスには、どこかの国に仕えようという気持ちは湧いてこなかった。

			　それは長年勤め続けてきた世界で唯一の中立を誇る学園……バーバドル魔法学園での日々が、バーナバスにとって何よりも大切なモノだったからだ。

			　永い時を生きるエルフである彼にとって、未来ある若者たちが次々と成長していく姿を見守るのは、何時まで経っても眩しい光景だった。

			「その未来すらも、こうして奪われてしまうとは……」

			　だが、もうその光景を目にする機会は二度と訪れないかもしれない。

			　カイゼル帝国がバーバドル魔法学園を支配することにより、世界から中立は消え去り、残るは恭順か反逆か。

			　これから先、カイゼル帝国やそのカイゼル帝国に支配された国々の若者たちは、未来の選択をすることができないだろう。

			「ワシの力は……ここまで無力なモノじゃったのか……」

			　《魔聖》と呼ばれ、世界最高峰の魔法使いとして君臨してきたバーナバスにとって、人生で初めて自身の無力さを実感した瞬間だった。

			　とはいえ、何時までも悩み続けることはできない。

			　だからこそ、どこかで心の折り合いをつけ、未来に目を向けなければならないことは長年生き続けるバーナバスにはよく分かっていた。

			　ただそれでも、今まで多くの若者を見続けてきたからこそ、彼は信じていた。

			「ここから先は、未来ある若者たちが選択するときなんじゃ。その選択の先に、光があることを、ワシは信じるしかない」

			　静かにそう学園に向けて告げると、やがてバーナバスはある場所へ移動を始めた。

			　それは以前襲撃してきた【魔神教団】の使徒が収監されている場所であり、手はずとしては、この後ザキアを含むカイゼル帝国に引き渡すことになっていた。

			　バーナバスを一瞬で拘こう束そくする腕を持つデミオロスと裏切られたアングレアの二人を一人で相手にするのはかなりリスクがあるが、何故かデミオロスのあの強大な力は失われ、アングレアは裏切られた影響か、バーナバスたちに友好的な態度を見せていたため、今となっては脅威はほぼない。

			　もはや学園長ではないバーナバスだが、これだけはカイゼル帝国云々を抜きにして、何とかしなければならない問題だと考えていた。

			「ヤツらの存在は……ワシらやカイゼル帝国といった問題以上に、この星の問題じゃろう。ヤツらの望みが叶ったその先には、何も残らぬ虚無じゃろうしな」

			　学園の中でも知る人が限られる地下室へと続く階段を降り、分厚い鉄の扉に辿り着くと躊躇いなくその扉を開けた。

			　すると――――。

			「――――おや、どうやらここの主が帰って来てしまったようですねぇ」

			「なっ!?　貴様は!?」

			　そこには、不気味な笑みを浮かべ続ける【魔神教団】の使徒――――ユティスがデミオロスたちを監禁している檻の前に立っていた。

			「貴様……何者じゃ!?　今すぐその檻から離れんか……！」

			　すぐさま魔法を発動させ、ユティスを拘束しようとするバーナバス。

			『魔聖』と呼ばれるだけの実力を発揮し、以前デミオロスに使用された光属性最上級魔法の『封魔の光』を発動させた。

			　その魔法の発動速度は一般的な魔法使いとは比べ物にならず、常人では反応できる速度ではなかった。

			　だが、ユティスはただの人ではなかった。

			「ずいぶんと物騒な歓迎ですねぇ」

			「何ッ!?」

			　ユティスに迫っていた『封魔の光』はユティスの体からにじみ出た黒いモヤに触れると、その魔法は一瞬で消え、何故かバーナバスの体の周囲に出現した。

			「こ、これは――――」

			「では、大人しくしててください」

			「ぐあああああああああ！」

			『封魔の光』はバーナバスの支配下から離れ、いつの間にかユティスの手に支配権は渡り、バーナバスはその身を光の環で拘束された。

			「もっと歯向かう相手は選ぶべきですよ？　『魔聖』」

			「貴様は……貴様はいったい何なんじゃ!?」

			　苦し気な表情を浮かべながらも必死にそう尋ねるバーナバス。

			　するとユティスは笑みを深め、綺麗なお辞儀をした。

			「これは失礼。私は【魔神教団】の『神徒』、《遍在》のユティスと申します。以後、お見知りおきを」

			「《遍在》……じゃと……？」

			　バーナバスには男の言っている言葉の意味がほとんど分からなかった。

			　しかし、ユティスはにっこりと笑うだけで多くを語ろうとしない。

			　すると不意にユティスは檻の中でブツブツと何かを呟くデミオロスに視線を向けると、目を見開いた。

			「これは……いったいどういうことでしょうか？　あのデミオロスが見る影もない……それに、魔神様のおっしゃっていた通り、魔神様の御力が感じられない……」

			　今度は大人しく収監されているアングレアに目を向けると、再び顔をしかめる。

			「……こっちの『使徒』のなりそこないは何故無事なのか……色々と疑問が尽きませんが、どうもこの件に関しても私の『転移』は発動しないようだ。こうも立て続けに力が封じられると……とても腹立たしいですねぇ」

			　その言葉とは裏腹に、その空間いっぱいにユティスの殺気が広がった。

			　あまりにも強烈な殺気に、バーナバスですら身をすくませる。

			　するとユティスは何かを思いつくとそのままバーナバスへと近づいた。

			「そうだ、実際に私がその場所まで跳べないのであれば、貴方の記憶だけでも覗き見してしまいましょう。何、すぐ終わりますよ。貴方の記憶に私の意識を少し跳ばすだけですから」

			「な、何をするつもりじゃ？　や、止めろ！」

			『封魔の光』で封じられた体を必死によじり、その場から逃げようとするもユティスにバーナバスは頭を掴まれた。

			「では、デミオロスがこの学園を襲った日に何があったのか……そのすべてを見させてもらいましょうか」

			　そしてユティスは目を閉じると、それに合わせてバーナバスの意識も遠くへと飛んでいった。

			　しばらくの間、同じ体勢でじっと動かなかったが、やがてユティスは目を見開いた。

			　それに合わせて、記憶を探られたバーナバスは大量の汗をかき、必死に呼吸をする。

			「はっはっはっはっ！」

			　記憶を探られたバーナバスがここまで疲れているのには理由があった。

			　それはこのユティスの技を受けた人間は、そのときの記憶を鮮明に思い出すなどというレベルではなく、もう一度同じ体験を繰り返すことになるからだ。

			　つまり、デミオロスに動きを封じられ、痛めつけられた過去をその身で再度味わうことになったのだ。

			　――――それも、たった一度ではない。

			　ユティスはデミオロスを倒した存在を知るためだけに、何度もその部分を繰り返し覗き見た。

			　その結果、バーナバスは全身を襲う激痛や何もすることができない無力感を繰り返し体感することになった。

			　本来であれば廃人になってもおかしくないレベルで精神的な苦痛を与えられるこの技だが、長年生き続け『魔聖』と呼ばれるバーナバスだからこそ、ギリギリ耐えることができるレベルだった。

			　しかし、そんな弱り切ったバーナバスなど気にも留めず、ユティスは己の身に起きていることが信じられないと言うように自身の手を見つめた。

			「バカな……記憶ですら辿ることができないだと……？　いったいどうなっているというんだ……」

			　本気を出せば過去・現在・未来とあらゆる時空・次元・世界に同時に存在することができるユティス。

			　それだけの力を持っているからこそ『神徒』に選出され、さらなる力を与えられてきた。

			　だが、その自身の誇りともいえる力がまるで通じない状況にさらされ、ユティスはそのことに対する驚愕と怒り、そして……わずかな恐怖心を芽生えさせた。

			　しかし、そんな感情から逃げるように顔を振る。

			「……私が恐れるわけにはいかない。それはすなわち、魔神様の御力が通じないと認めるのと同じだからだ。大丈夫、見ることができないのは私の力不足だ。魔神様なら、見るまでもなくその存在を消すことが可能だろう。今はただ、このことを伝えるのが先決か……」

			　ユティスは指を一つ鳴らすと、先ほどバーナバスの『封魔の光』を消した黒い煙が現れ、檻の中にいるデミオロスとアングレアを包み込んだ。

			「……あり得ないあり得ないあり得ないあり得ない……」

			「なっ!?　これは――――」

			「あなた方は、貴重なサンプルです。安心して運ばれなさい」

			　そしてもう一度指を鳴らすと、その檻の中にはデミオロスもアングレアの姿も綺麗になくなっていた。

			「っ!?　貴様、二人をどこへやった！」

			「そんな情報、私が簡単に流すと思いますか？」

			「くっ！」

			　悔しそうに顔を歪めるバーナバスを前にして、ユティスは悪魔のようにささやいた。

			「大丈夫ですよ。貴方の心に宿るその小さな力への渇望に……私は【種】を与えましたから」

			「何を――――」

			「では、これにて――――」

			　バーナバスが問い詰める前に、ユティスは指を鳴らし、デミオロスたちと同じようにその姿を消すのだった。

		

	
		
			　

			ダンジョンの情報収集とギルドの試験

			　

			「新たな……ダンジョン？」

			「ああ、そうだ」

			　あまりにも予想外な内容に俺たちがそろって驚くと、ガッスルは真面目な表情で頷く。

			「これは最近……それこそ誠一君たちは知っているであろう、カイゼル帝国の侵攻を初代魔王やゼアノス君が退けた後、出現したのだ」

			　そんなにいきなりダンジョンが出現したりするもんなんだろうか？

			　バーバドル魔法学園にダンジョンが出現したとき、バーナさんはそんなに多くないって言ってたと思うんだけど……。

			　そんな俺の疑問が顔に出ていたのか、ガッスルは苦笑いを浮かべながら首を振った。

			「残念ながら、誠一君が思っているほどダンジョンは簡単に出現しないさ」

			「そうですわ。それこそ新たなダンジョンの出現なんて数十年ぶりなはず……ウィンブルグ王国の歴史で見れば、もっと古いですわよ？」

			「……」

			　そんな貴重なモノに二回も遭そう遇ぐうするっておかしくない？　しかもあまり嬉しい類のモノでもないしね？　……いや、冒険者なら喜ぶべきところなんだろうけど、基本的にはあまり危ないことはしたくないからなぁ。まあ今更なんですが。

			　……あれ？　そういえば、近々あと二つほどダンジョンが攻略されるって羊の野郎が言ってて、その一つが魔王のダンジョン、そしてもう一つが魔神のダンジョンって話だったと思うんだが……。

			　もしかして、俺たちじゃ攻略できないようなダンジョンなんだろうか？

			　多分、魔物や罠は気をつければ大丈夫だと思うんだけど……真の意味で踏破しろってなると、運とか未知の要素も絡んでくるもんな。

			　だからこそ、俺たちが仮にこのダンジョンに挑んだとしても、攻略はできないだろうと俺は思うことにした。羊の野郎はムカつくが、こういう面では嘘を吐くとは思えないしな。

			「ちなみにですが、何でダンジョンが出現したのかとか原因は分かってるんですか？　ダンジョンって普通に危険なイメージがあるんで、その原因が分からないまま放置って言うのはかなり危険だと思うんですけど……」

			「その点についてだが、我々はカイゼル帝国の連中が原因だとみている」

			「え？　カイゼル帝国が？」

			　ダンジョンの出現でさえ予想外なのに、またここでカイゼル帝国が絡んでくるの？

			「そうだ。先の話にも繋がるが、カイゼル帝国の兵士たちはどういった方法をとったのかは知らぬが、皆『超越者』となり、レベルが５５０以上ばかりの化物の集団となった。そんな強大な力を与えることができるのは、何かを犠牲にして発動する『呪具』か、それこそ世界の至宝クラスの魔道具のどちらかだろう。だからこそ、そのいずれかの道具の影響を受けた人間が短い時間とはいえその場に固まっていたため、何らかの影響をその土地に及ぼしたのではないかと考えている」

			「これはギルド側の見解なので、本当に正しいとは言い切れませんが……もし似たような事例が各地でカイゼル帝国の侵攻があってから起きているのなら、もはや間違いはないでしょう」

			　そうか……カイゼル帝国は別にこのウィンブルグ王国にだけ攻めてきたワケじゃないから、他の国でもダンジョンが出現しているのかもしれないのか……って本当に原因がそうなら迷惑しかかけねぇなあおい！

			「とりあえずダンジョンの出現に関しては分かりましたが……そのダンジョンは完全に新しいタイプですか？　モノによっては別のダンジョンに繋がる入り口が開いたってパターンもあるって聞いたんですが……」

			「ああ、それに関しては一応調べてあり、今のところ完全に新しいダンジョンだということだ。もちろんまだできて間もないから、隠し扉などがあって、その先が別のダンジョンということもあるかもしれないがね」

			「なるほど……でも、何でそれを俺たちに？　なんかヘレンが強くなりたいって言うのと関係がありそうな口ぶりだったけど……」

			「それはだね、誠一君。そこのダンジョンの危険度がとてもじゃないがあり得ないほど高いからなのだ。何せ、そのダンジョン内で出現する魔物のレベルがとんでもない」

			「そ、そんなに？」

			　普段ふざけているガッスルが真面目な表情でそう言うので、本当に危険なダンジョンなんだろう。

			　そんなガッスルの雰囲気に俺だけでなくサリアたちも姿勢を正すと、ガッスルは話をつづけた。

			「しかし、それだけ危険だからこそ、強くなりたいと願うあの子にはぴったりだと思うのだ。ただし、そこで人類の到達点であるレベル５００を超え、『超越者』となれるかは彼女次第だがね。ただまあ私はあまりその点については心配していない。何、強くなろうとするその心と、その心を受け止め、助けてくれる筋肉さえあれば！　人類の限界など簡単に超えることができるのさ！」

			　キラーンと白い歯を輝かせながらマッスルポーズをとるガッスル。言ってることはまともっぽく聞こえるけど筋肉について語ったり、その格好ですべてを台無しにしている。

			　そんな俺たちの会話を聞いていたルーティアは、不思議そうな顔で呟いた。

			「人間っていうのは不思議。私たち魔族には特にレベルの上限なんて存在しないけど……人間にはそんな限界が存在するのね。でもだからこそ、集団での戦闘は強いし、厄介なのに……そんな人間が『超越者』なんていうステータスの面でも強くなってしまったら、他の種族に勝ち目はない。だからこその制限が与えられていたのかもね。まあその制限を取り払う何かがあるようだけど……」

			「フン。主様以外の人間どもが基本貧弱すぎるのだ」

			「……それはさすがに魔族の私でもおかしいと思う。誠一を【人間】ってことにしちゃうと、他の人間が可哀そう」

			「それ以前に俺が可哀そうじゃない!?」

			　ステータスでは【人間】って表記されるのに、その【人間】を否定されちゃうと本格的に俺が何者か分からなくなっちゃうからね!?

			「そういえば、エリスさんは何でそのダンジョンに行くことを止めようとしたの？」

			　そんな純粋な疑問をサリアは口にすると、エリスさんは溜息を吐いた。

			「誠一さんたちはギルドの中でのダンジョンの扱いってどうなっているか知ってます？」

			「え？」

			　そう言われてみれば……知らない。

			　というのも、ギルドに登録するための試験中にいきなり【黒龍神のダンジョン】に飛ばされ、さらにバーバドル魔法学園に雇われてからは一つの依頼として行っただけなので、何かしらのギルドのルールというモノを気にする必要がなかった。まあ知らないから気にすることができなかったって言うのが正しいんだけど。

			「いいですか？　本来依頼などはギルドにおいては達成できるかどうかの判断として、それぞれランクが設定されております。Ｓ級の依頼は、Ｓ級冒険者しか受けることができませんし、逆に今現在ヘレンさんたちが受けているような試験用の依頼はランクフリー……つまり、ギルドに登録さえすれば誰でも受けることができます。こういったルールは知っていますよね？」

			「はい」

			「ではダンジョンについてですが……基本的に、ダンジョンに関する依頼というモノは存在いたしません」

			「え？　そうなんですか？」

			　勝手なイメージだけど、大金持ちの人がダンジョンの珍しいアイテムが欲しいとかっていう依頼を出していそうだけど……。

			「ダンジョン内での魔物の素材や宝箱から手に入るアイテムは、基本的に見つけた方のモノとなるのが、ギルド内でのルールとなっております。ダンジョンというのは冒険者にとっては憧れの場所でもあるのは、こういった一攫千金の夢があるからですの」

			　なるほど……冒険者は魔物の素材を売ったりするだけで生活する人たちだって最初は思ってた。

			　それこそ俺がギルドに登録した理由なんて、身分証が欲しかったからだし。そんな一攫千金の夢を追いかけて登録する場所だなんて思いもしなかった。

			　だって――――。

			「じゃあこのギルドに所属してる人たちはの夢や目標は……？」

			「私たちの夢ですか？　もちろん欲望をさらけ出すことですが？」

			『イエス、フリィィィィイイイイイダム！』

			「冒険者辞めちまえ」

			　どこにダンジョンに一攫千金の夢を見る冒険者の姿があるんだ。どこを見ても変態しかいねぇ。

			「こほん！　話が逸れてしまいましたが、まあダンジョンとは夢の詰まった場所なのです。そして新たなダンジョンが出現した際には、高ランクの冒険者に一応中の魔物のランク帯を軽く調べてもらい、冒険者への開放を行います」

			「え？　そ、それって……」

			「はい。ダンジョンに入るのに、ランクは関係ありませんの」

			「だからこそ、危険が大きいのだ。身の丈に合っていないダンジョンに挑み、命を落とす若い冒険者もたくさんいる……」

			「ですから私はヘレンさんたちが今回のダンジョンに入るのは反対なのです。たとえアルトリアさんや誠一さん方が強くとも、今回は異常すぎですわ！」

			　珍しく焦った様子でそういうエリスさんに、俺は不安を覚えた。

			　何せ、ガッスルもエリスさんも一番初めに魔物の軍勢が押し寄せてきたとき、その中にはＳ級の魔物がたくさんいたはずなのに何の躊躇いもなく飛び込んでいったのだ。

			　そんな二人がここまで危険を感じるなんて……。

			　そこまで話を聞いた俺だったが、ふと純粋な疑問を思わず口にする。

			「でも……そんなに危険で、命を落とす冒険者もいるんなら、入場の制限をかけたらいいんじゃないか？」

			　俺としては当たり前というか、そうするべきだっていう勝手な観念があるんだが、ガッスルは首を横に振った。

			「君は、人の夢を止めることができるのかい？」

			「え？」

			　思わぬ答えに、俺は思わず言葉に詰まる。

			　そんな俺を優しく見ながら、ガッスルは続けた。

			「夢に貴き賤せんはない。お金を手に入れたいという夢も立派な夢だ。そして人にはそれぞれの事情がある。お金が今すぐ必要な者もいるだろう。だが、普通に過ごしているだけでは決して手に入らない大金が必要となったとき、それを稼ぐだけの手段がいくつあると思う？　冒険者とは、自由でなければいけない。そしてその自由には当然対価や責任が付いてくる――――そう、自分の命だ」

			「っ！」

			　あまりにも真っすぐで、端的な言葉に、俺はただ息をのむ。

			「彼らは自分の命を賭け、その夢を叶えようと挑戦するのだ。ギルドは、そんなバカげた夢を追いかける彼らを止めはしない。その代わり、できる限り彼らがその夢を叶えられるよう、サポートする。それは情報であったり、人脈であったり……。それこそが、冒険者ギルドの存在意義なんだよ」

			「……」

			　今まで『冒険者』という存在を深く考えたことのなかった俺にはとても衝撃的な話だった。

			　ただ、それ以上にカッコいいな、と……ちょっと思ってしまった。

			　そんな風に思っていると、ガッスルは照れたように笑う。

			「……まあアレコレ言ったが、エリス君が君たちがダンジョンに入るのは心情的に反対であっても、その先に求めるものがあるのならば、我々は止めはしないということさ」

			「……本当に不本意ですが、私も元は冒険者だった身。それぞれの事情というモノや、夢を追いかける気持ちは理解しますわ」

			　ガッスルやエリスさんは、まだ出会って間もないヘレンのためにここまで考えてくれた。

			　もちろん、決めるのはヘレン自身だろうけど……ほぼ確実にこの話を聞いたヘレンはダンジョンに潜ると言うだろう。

			　なら、元教師としての俺ができることって言えば……。

			「……なあ、ガッスル」

			「む？　どうした？」

			「そのダンジョンについてなんだが、情報をもらえるか？　出現する魔物のレベルや罠の種類とか、そういう必要なモノをさ」

			「……了解した」

			　ガッスルはすぐにエリスさんに指示をすると、エリスさんも資料を取りに一度ギルドの奥へと引っ込んだ。

			　さて、どんなレベルの魔物が出てくるんだろうな？　ガッスルたちが警戒するほどだから相当だと思うけど……。

			　あ、そうだ。資料を取って来てもらっている間に出現した最高レベルの魔物だけでも聞いておこう。

			「ちなみに、その新しいダンジョンの中の魔物の中で一番レベルが高かったのは何だ？」

			「そうだな……【マーダーマンティス】でレベル６００だ」

			「…………………………ん？」

			　俺は耳を疑った。

			　あれ？　今……レベルが６００って聞こえた気がするけど、６００ってそんなに高いレベルじゃないよな？

			「すまん、ガッスル。もう一度レベルを教えてくれ」

			「６００だ」

			「気のせいじゃねぇ!?」

			　あれ!?　レベル６００ってそんなに高いほうか!?　ダメだ、ゾーラのいたダンジョンで完全に感覚がバグってる……！

			「ふむ……どうやらさすがの誠一君であっても、このレベルには驚いたようだな」

			「え、いや、その……」

			「……レベル、低くない？」

			「オリガちゃん!?」

			　ぼそっとオリガちゃんがそう呟いたので、俺は思わずツッコんだ。

			　だが、その声はちゃんとガッスルにも届いていたようで、オリガちゃんのほうを驚きながら見ている。

			「お、オリガ君。今、君……レベルが低いといったかな……？」

			「……ん。言った」

			「か、勘違いじゃなく？　レベル、６００だよ？　『超越者』ですら軽く捻りつぶされる相手だよ？」

			「……私、レベル８５０」

			「意味が分からないんだが!?」

			　ガッスルは大きく叫ぶと、俺の肩を掴んだ。

			「せせせ、誠一君！　ど、どういうことだね!?　オリガ君のレベルが８５０!?　もう『超越者』とかっていうレベルではないだろう!?」

			「おお、前はレベル７１０って聞いてたけど、レベルアップしたんだー」

			「そういう問題じゃない！　ってレベルアップ前でさえ７１０!?」

			　ゾーラのいたダンジョンでレベルを聞いたときは７１０だったけど、あれからも魔物は倒してたからレベルが上がっててもおかしくはないよな。

			「この短い間に君たちの間にいったい何があったんだ!?　私の筋肉も聞いてないよ！」

			「いや、筋肉に話すことはねぇだろ……」

			　そう言いながら、俺はバーバドル魔法学園に出現したダンジョンのことを簡単に説明した。

			　もちろん、ゾーラとそこで出会ったことも伝える。

			「いやはや……長年ギルドマスターをしてきたワケだが、私はここまでぶっ飛んだ人物は見たことがない！　何だね!?　ダンジョンを消し飛ばすとは!?　そんなこと、私の筋肉をもってしても不可能なのだが!?」

			「でしょうねぇ！」

			　本当はできちゃいけないんだよ。その不可能を可能にしてしまった俺がおかしいんです。

			　そんなことを言っていると、ガッスルは真面目な顔をした。

			「前々から誠一君の潜在能力は実感していたが……カイゼル帝国の件さえなければ、君にも異名が付いただろうね」

			「え、それって……」

			　何となく嫌な予感がすると、ガッスルは実にいい笑顔で言い切った。

			「我々Ｓ級の仲間入りさっ！」

			「それだけは嫌だあああああああ！」

			　変態の仲間になるのだけは……それだけは勘かん弁べんしてください！　もう手遅れかもしれないですけど！

			「持ってきましたわ……って、あら？　どうしましたの？　先ほどまで暗い雰囲気でしたのに……」

			　するとダンジョンの資料を持ってきてくれたエリスさんが、俺たちの様子に気付いて首を傾げた。

			「聞いてくれ、エリス君！　ここにいるオリガ君のレベルはいくつだと思うかね？」

			「え？　そうですわね……５００には到達していないでしょうから、高く見ても４８０ほどでは？」

			「８５０だそうだ」

			「ついに脳みそが筋肉になりましたの？」

			「え、そう思う!?　照れるじゃないか！」

			「手遅れでした……それで、からかうのはいい加減にしてもらえません？　レベルが８５０だなんてそんな……」

			「……ん、見ていいよ」

			　オリガちゃんがすっとエリスさんに近づき、自身のステータスを開示すると、エリスさんはそれを見て真顔になった。

			「……私も脳みそ筋肉になったようですわ」

			「最高じゃないか！」

			「筋肉は黙っててくださいませ」

			「それも褒め言葉！」

			　ガッスルを適当にあしらいながらもエリスさんは何度もオリガちゃんのステータスを確認し、やがて大きな溜息を吐いた。

			「はあ……どうやら本当のようですわね。それに、オリガさんがこれなら、他の皆さんもレベルが同じようなことになっているのでは？　いったい何をすればこんなことに……」

			「ああ、それは……」

			　エリスさんにもガッスルにした説明をすると、エリスさんは吹っ切れたように笑った。

			「もう私の手には負えませんわ」

			「ご、ごめんなさい？」

			　……咄嗟に謝ったけど、これ俺が悪いのか？　まあいいや。

			　ふと自分の行動に疑問を感じていると、エリスさんは真面目な表情になる。

			「ですが……オリガさんでこれなら、今からお渡しする新しいダンジョンの資料も無駄になることはなさそうですね。それこそ先ほどのお話のように消し飛ばす可能性も……」

			「そんなことしませんよ!?　…………た、たぶん！」

			「すでにご自分の言葉に不安になってるじゃないですか……」

			　だってダンジョンが消し飛んだのもある意味事故なんだ！　こう、ダンジョンの天井を崩してゾーラに空を見せてあげたいっていうさ！　そんな純粋な思いからの行動の結果、悲しい結末を迎えただけなんだよ！　ダンジョンがね！

			「あのときは本当にすごかったんだよー！　誠一がえいって剣を振ったら、もうダンジョンがなくなってたの！」

			「主様なら当然の帰結ですね。まだ世界への配慮があるからこそ、その程度で済んでいるのですから」

			「同じ人間ですか？」

			「人間です」

			　サリアとルルネの言葉に、さらにエリスさんは疑惑の目を向けてきた。だ、だ丈夫。俺は人間のはずだから。確認しようにもステータスが旅に出ちゃってるから確認できないんだけどね！

			「まあいいですわ。むしろここまで戦力が揃っているのであれば、何も心配いらないでしょう」

			「そうだな。――――誠一君」

			「ん？」

			「彼女……ヘレン君がヴァルシャ帝国でどんな立場なのか、そして今の現状にどんな感情を抱いているのかは出会ったばかりの私は知らない。だからこそ、前のアルトリア君のときのように……手を貸してあげてくれ」

			「……うん。俺なんかの手助けがいるのなら、俺は俺ができることを頑張るよ」

			　――――こうしてヘレンがいない間にダンジョンの情報を貰った俺たちは、そのままアルとの約束通り『安らぎの木』へと向かうのだった。

		

	
		
			　

			番外　ゾーラの日常

			　

			　――――私、ゾーラは、生まれてからのほとんどをダンジョンの中で過ごしてきました。

			　それは私が持つ特異な体質……見たものを石に変えてしまう能力のせいで、蛇族全体から疎まれ、封印されたからです。

			　その能力は私の意思では制御できず、暴走の果てに親でさえも石化させかけたのでした。

			　だから私は誰も傷つけないようにずっと目を閉じ、そして封印されることを選びました。

			　封印されてから、周囲に気を遣う必要がなくなり、目を開くと……そこは冷たく、静かな石の部屋でした。

			　そして部屋の中には私を封印するための十字架や、小さな灯の松明が数本だけ置かれてあるだけでした。

			　そんな部屋だからこそ、私は知らなかったのです。

			　こんなにも広く、澄み渡る『青空』を……。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「ゾーラちゃん、おはよう！」

			「お、おはようございます、サリアさん！」

			　笑顔で挨拶をしてくれる女の子……サリアさんに私は何とか挨拶を返します。

			　誠一さんの奥さんで、とても優しい人です。

			　ダンジョンの中での生活しか知らない私を、いつも気にかけてくれます。

			　……ダンジョンの中で過ごし続けてきた私は、こうして誠一さんのおかげで外に出て、青空以外にも色々なモノに触れました。

			　風の感触や日の光、草や土の匂いに人のぬくもり……。

			　かつての私からは想像できないほど、今の私は充実した日々を過ごしています。

			　その中で、挨拶の習慣もまた、私にとって新鮮なモノでした。

			　今もまだ、すぐに挨拶を口にすることはできませんが、こうして少しずつ言葉を交わせるようになるのはとても楽しいです。

			　そして何より、私が一番嬉しかったことは――――。

			「うんうん、ゾーラちゃんも慣れてきたみたいだね！」

			「そ、そうでしょうか？」

			「そうだよー。あ、早く行かないと遅刻しちゃうよ！」

			「はわわ！　そ、それは大変です！」

			　――――こんな風に、夢にまで見ていた日常を送ることができていることでしょう。

			　私の目で見たものは、容赦なく石になる。

			　これは呪いでもなく、ただの体質だからこそ、誰にも防ぐこともどうすることもできなかった。

			　それがたった一つのアイテムで変わるなんて……今でも驚いています。

			　サリアさんと一緒に教室に着くと、そこには他のクラスメイトの方々が楽しそうに談笑していました。

			「なあ、今日の髪型とんでもなく決まってねぇか!?」

			「何がだ。いつも通りだろう」

			「はあ!?　テメェにはこの違いが分かんねぇのか!?　見ろ、この硬さを！」

			「硬さを目で見て分かるかっ！」

			　いつも言い合いながらも何だかんだと一緒にいるアグノス君とブルード君。

			　アグノス君はいつも真っすぐで、私はまだ自分の感情を上手く相手に伝えられないからこそ、しっかりと自分の考えを口に出すことができるアグノス君を尊敬しています。

			　ブルード君も、そんなアグノス君と一緒で自分なりの考えをしっかり持ち、それを相手に伝えています。

			「レオン。そこの問題、答えが違っているぞ」

			「え、ほ、本当に？」

			「ああ。そこはその式を使うんじゃなく、こっちの式を使うんだ」

			「そ、そうなんだ！　ありがとう、ベアード君！」

			「気にするな」

			　また別の場所ではレオン君とベアード君が一緒に復習をしているのが目に入ります。

			　レオン君からは少し私と近いモノを感じ、いつも何かに怯え、謝っている印象でしたが、そんな自分を変えようと努力しているらしく、最近はよく笑っている姿を見かけます。私も見習わないと！

			　ベアード君はいつも落ち着いた様子で、皆を優しく見守ってくれているような、そんな安心感を感じさせてくれます。わ、私もいつか、誰かを安心させられるような人になれるでしょうか……？

			「だから、何度言ったら分かるのよ！　その文法はそうじゃなくて、こうよ！」

			「あの～……こちらの問題も、答えが間違ってますよ～？」

			「完璧に定評のある私ですが……まさか人に教えるという点で限界を見ることになるとは思いませんでした」

			「皆容赦ないねっ！　ボク、そのうち泣いちゃうからね!?」

			　またレオン君たちと同じように、女の子の皆さんは一つに固まって、どうやらフローラさんに勉強を教えている最中のようでした。

			　ヘレンさんは自己主張をハッキリと人に言うことができ、でもそんな中にも相手への優しさや思いやりを感じることができる、素敵な子です。

			　レイチェルさんはいつもふわっとした柔らかい雰囲気の子で、一緒にいるといつも穏やかな気持ちにさせてくれます。

			　イレーネさんは他人に少し厳しいところがありますが、それ以上に自分へと厳しく、常に完璧を求めるところは本当にすごいなって思っています。

			　そして今そんなヘレンさんたちから勉強を教えてもらっているフローラさんも、皆さんの雰囲気を明るくしてくれる素敵な方で、私も何度も笑わされました。

			　私が教室に入ってすぐは男性と女性のグループに分かれていましたが、少しするとすぐに二つのグループは一つになり、やがてみんなで談笑していました。

			「勉強しないとベアトリスさんたちのためにもいい点がとれないでしょ？　……まあ幸いなことに、アンタはまだ成績自体は普通だし、アグノスほど手遅れって感じじゃないんだけど……」

			「おう、俺も頑張ってるぜ！」

			「せめて今手にしている教科書を逆さに持たないレベルにはなってちょうだい」

			「え、これ逆さなのか!?」

			「……もう絶望的ね」

			「分かるか？　ならば、このバカに教える教師役を一人増やしてくれ」

			「う、うーん……さすがにアグノス君を教えるのはちょっと～……」

			「え、レイチェルからすら俺ってそんな扱いなの!?」

			「私も今フローラに教えるので精一杯です。それに完璧な私でも、アグノス君の学力を上げるのは……」

			「俺、泣いていいんじゃないか？」

			「まあまあ！　ボクも頑張ってるし、一緒に頑張ろう！」

			　先生である誠一さんがやって来るまでの間、一緒に復習を続ける皆さん。

			　私はまだダンジョンから出てきたばかりということもあり、テストを受けるだけの学力がないため、免除されています。

			　それに私は勉強もそうですが、今までダンジョンにいたから、この世界の常識すら知りません。

			　ですから、私はまずそちらを学んでいかなければいけないのですが……何とサリアさんやルルネさんも、私と同じように少し特殊な事情があり、この世界の常識から学ぶ必要があったという話を聞いて、とても驚きました。

			　サリアさんは一緒に会話をしていても皆さんと何も変わらず普通に会話していますし、本当なら私と同じような理由でテストも免除されるはずだったのですが、今となってはこのクラスの中でもトップクラスの学力になっているそうで、本当にすごいです。

			　ルルネさんに関しては、何故か皆さん頭を抱えたりしていらっしゃいましたが、それでも私以上に勉強ができるので、羨ましい限りです。

			　そんな風に仲良く勉強している皆さんを見ていると、フローラさんが私の様子に気付きました。

			「あ、ゾーラさん！　ゾーラさんも一緒に勉強しない？」

			「え？　で、ですが……いいんですか？　ご迷惑になりませんか？」

			「そんな！　迷惑になるわけないよ！　ね？」

			「ええ。別に私も大丈夫よ。まあフローラはアグノスと二人で怒られながら教えられるのに耐えられなかっただけでしょうけど」

			「な、なんで分かったの!?」

			「浅はかすぎるだろう……それにゾーラを加えて勉強を始めたところで、扱いは変わらんぞ」

			「「え!?」」

			「何故二人して驚く……ゾーラには一から教えるのは当たり前だが、お前たちは今までこの学校で勉強してきたことなんだぞ？」

			「寝てた！」

			「聞いてても分からねぇ！」

			「よし、あとでベアトリス先生に報告だな」

			「「そ、それだけは勘弁をおおおおおお！」」

			　必死にそう頼む二人の姿に、私は思わず笑ってしまいました。

			　すると背後からサリアさんがやって来て、私の肩に手を置きます。

			「どう？　ゾーラちゃん。楽しい？」

			「……はい。とても」

			　私がこんな人の輪に加わって、楽しく会話をするときがくるだなんて夢にも思わなかった。

			　それもこれも、すべて誠一さんが私をダンジョンから解放し、この眼鏡をくれたからです。

			　私の力で彼をどれだけ助けることができるか分かりませんが、それでも私は彼に困ったことがあれば、助けられるようになりたい。

			　それが、こうして温かい『日常』を手に入れることができた、私なりの恩返しです。

			　皆が楽しく談笑し、そこに誠一さんたちが加わって余計に賑やかになり、私は笑顔でこの『日常』をかみしめるのでした。
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			番外　占い師から見た誠一

			　

			　――――それは突然やって来た。

			　俺は幼い頃から両親に連れられ、世界中を占い師として旅してその腕を磨いてきた。

			　そして学校に通える年齢になると、どこの国にも属していないバーバドル魔法学園に通うことを決め、晴れてこの学園の生徒になることができた。

			　今まで占い漬けの生活だったからこそ、学園生活はとても新鮮で、そして初めて占いから離れて生活することになった。

			　そのまま占い師としての技能を使わずとも、楽しく学園生活を送っていた頃……【魔神教団】という組織の人間が学園を襲ってきた。

			　しかもそいつはヤバい思考回路の持ち主で、俺たちをただ殺すんじゃなく、ゲーム感覚で殺すつもりでいやがった。

			　そして最悪なことに……俺はこのとき、俺を含めた全生徒や先生から『死相』が見えてしまった。

			　生徒の中には恐怖に震えながらもまだ助けが来ると信じて必死に耐えているやつもいた。

			　だが俺は、もうその希望すら持つことができなくなったのだ。

			　今まで俺が『死相』を見た回数はそれほど多くはないが……そのすべてが的中してしまっているのだからどうしようもない。

			　そして誰が見ても分かるほど、【魔神教団】の【使徒】とやらは強大で、本当にこの場で殺されるのだと思った。

			　元々仲間だったはずの女をもゴミのように扱うその姿から、俺たちもどんな形で殺されるか……。

			　もうダメだ。変えようがない。ここで、全員死ぬ。

			　そう思い、諦めた――――そのときだった。

			「え、何この状況!?」

			　いきなり闘技場の入り口にフードを被った見るからに怪しい男が呆然と立っているのに気付く。

			　よく見るとその男はＳクラスの担任を一方的に蹂躙したＦクラスの担任だった。……この時点でもう俺は何を言ってるのか分からない。何でＳクラスの先生よりＦクラスの先生のほうが強いんだよ……。

			　それはともかく、闘技場内で起こっている惨状を目にしたＦクラスの先生だが……もう誰が来ても殺される未来から逃げることはできない。それどころか、あのＦクラスの先生でさえ……。

			「へ？」

			　俺は目を疑った。

			　今まであんなにハッキリと全員に見えていた『死相』が、一瞬にして消え去っていたのだ！

			　何度目をこすっても、『死相』が見えない。

			　完全に消えていた。

			　意味の分からない状況にただただ混乱していると、さらに驚くべきことが起こっていた。

			　なんと、さっきまで絶対的強者として俺たちを恐怖の底に叩き落としていた【使徒】に、今まで見たこともないようなメチャクチャな『相』が出ていたのだ。

			『死相』のように死ぬわけじゃないが、死ぬことよりもっと恐ろしく、辛いことが【使徒】に襲い掛かるって……意味が分からないんだが!?　どう想像してもそんな未来が来るはずがない！

			　だってあの【使徒】はあんなに強大な力を――――。

			「あ、あああ、あああああああああああああああ！　私の腕ぇぇぇぇぇぇえええええ!?」

			　何故か、【使徒】の腕が消し飛んでいた。

			　いやいやいや！　何があった!?　さっきまでの絶対的強者の余裕はどこに消えた!?

			　立て続けに起こる、俺の予想外のできごとの数々。

			　呆然とそれを眺めていることしかできない俺だったが、気付けばＦクラスの先生の姿はなく、代わりに哀れな姿となった【使徒】だけが取り残されているのだった。

			　――――こうして【魔神教団】の襲撃は俺の予想外の連続で幕を閉じたのだが、そこからあのＦクラスの先生がどこに消えたのか分からなかった。

			　気になって占ってみるも『冥界で修業中』とかいうワケの分からない結果しか出てこず、結局行方を調べるのは諦めたのだが……また気付けば普通に学校を歩いていたので、もう俺の中でＦクラスの先生は手に負えない存在となっていた。

			　そしてクラスも違うし、【魔神教団】のような事件が連続してあるわけでもないので関わることはないだろうと――――思っていた。

			【魔神教団】の襲撃はバーバドル魔法学園の立場を危うくするもので、多くの生徒が学園を去る結果にもなり、学校内は暗い雰囲気で包まれていた。

			　そんな雰囲気を払拭するため、学園長が学園祭をすることを決め、俺たちのクラスも出し物をすることになった。

			　その際、俺が占いができることを知ったクラスメイト達が、他のクラスとは違う出し物をしたいということで、俺を主体とした【占いの館】をすることになったのだ。

			　学園長の狙い通り、俺だけでなく、他の生徒たちも学園祭を楽しみ、特にＦクラスの喫茶店はすごいイケメンと美少女のクラスということで話題となっていた。ハハ、爆はぜちまえ！

			　若干やさぐれた気持ちのままお客さんを待っていると――――調べることを諦めた、Ｆクラスの先生が現れた。

			「っ!?」

			　何でこの場所に!?　占いなんて興味あるのかよ!?

			　とか失礼なことを考えたりもしたが、よく見るとすげぇ可愛い女の子を連れている。うん、爆ぜろ！

			　一瞬取り乱したが、もう一人いた女の子のおかげで冷静になり、俺はすぐさまマニュアル通りの対応を始めた。

			「おお、ようこそ、我が占いの館へ……こちらの席へどうぞ」

			　とりあえずマニュアル通りの対応で取り繕い、二人を席まで案内する。

			「さて、ようこそいらっしゃいました。何を占いましょうかな？　お二人の相性？　未来？　それとも本質？」

			　学園祭の出し物ということで簡易的な占いしかできないが、それでも相性と軽い未来、そして本質くらいは見ることができる。

			　この二人はどれを選ぶかと思えば、女の子は二人の相性を、そして例の先生は本質を見るように言ってきた。爆ぜろと思いながらも本質が見れるのは願ったりかなったりだぜ。

			「なるほど……承りました。ならば、まずはそちらのお嬢さんの言う相性を占ってしんぜよう……！」

			　俺はそう言うと、二人の頭に直接手をかざした。

			　え？　水晶は使わないのかって？

			　皆よく言うけど、俺は別に水晶なんて使わないでも占える。というより、水晶の必要性を感じない。もし本格的に占うなら、水晶じゃなくてもっと別の鉱石を使うか、魔法陣が主流だ。

			　とはいえ、水晶を置いておけば一般人にはそれっぽく見えるし、何より受けがいいので置いてるだけだったりする。

			　案の定、先生も水晶を使わないことにツッコんでいたが、そうこうしているうちに結果が出た。

			「お二人の相性は最高ですぞ！　というより、ここまで相性のいい組み合わせを見たことがない！　将来は安泰、お二人にはこれからも明るい未来が待っていることでしょう！　末永く爆発しやがれコンチクショウ！」

			　いや、もう本当に。

			　二人の相性だったが、今まで占いを続けてきた俺が見ても、ダントツで一番相性のいい二人だと結果が出た。末永く爆発しろ！

			　ただ、何故か占いの結果に『この人間様とゴリラ様の相性は全次元で最高にいいでしょう』とか意味の分からないモノが頭に流れてきたが……何だよ、人間様って。それにゴリラ様？　誰が？　どう見ても二人とも人間じゃねぇか。それに全次元ってどんだけ多くの存在と比べてるんだよ。俺の占いはいつから次元を超えた。

			　自身の占い結果に首をひねっていると、目の前で二人がイチャつき始めたので強制的に止める。俺の前でイチャつくんじゃねええええええ！

			「んん！　ゴホンゴホン！　ここでイチャイチャムードを出すのはやめてもらえないですかねぇ!?」

			「あ、す、すみません……」

			「まあいいでしょう……さて、それではそちらの男性の本質を見ていきましょう」

			　ようやく、俺は堂々と目の前の存在の本質を占う機会を手に入れた。

			　あの【魔神教団】の使徒とやらに起きた現象は何だったのか……それ以外にも、俺が見たこともないような占い結果が連発された理由は何だったのか。

			　その答えが今、ようやく分かるかもしれない。

			　俺は妙に緊張しながら目の前の教師を占い始めると――――、

			「ってはあああああああああああああああ!?」

			　俺は絶叫した。

			　いや、絶叫するしかなかった。

			　そして、本来商売として占い師をやってる人間にあるまじき行為として、本人に占い結果の理不尽さを思わずぶつけてしまった。

			「な、なんなんだ、貴方は!?　こう……とにかく何て言えばいいのか分からんが、滅茶苦茶だ！　【人間】という存在の可能性をすべて詰め込み、なおかつこの世の理から逸脱……否、そんな話じゃない。一個人が数多の世界や次元と同列以上の【個】として隔絶している!?　い、いや、比べることすら畏れ多い!?　ああ、クソっ！　俺の語彙力じゃ説明できねぇ！　てか、誰がこれを説明できるの!?　そもそも俺は何を占ってんだ!?　人間じゃないの!?　ただの学園祭の出し物に何求めてんだ！」

			　いや、本当に！　たまたま俺が占いができるって理由でこのクラスの出し物してるのに、その俺のアイデンティティーを潰すような真似しないでもらえますかねぇ!?

			　俺がどれだけそう叫んでも、占いの結果は変わらない。

			　それどころか、俺の許容範囲を超えてもなお占いの結果が俺の頭に流れてくるのだ。

			「と、とにかく！　これ以上はここで占うことは無理だ。てか、誰も貴方を占えない！　それこそ神様……んんん!?　か、神様ですら分からない!?　じゃあコイツは何なんだよおおおおおおおお！」

			　もうこれ以上俺を混乱させないでくれええええええ！

			　俺が絶叫しているうちにどうやら先生と女の子は帰ってしまったようだが、俺としては本当にありがたかった。

			　クラスメイトには申し訳ないが、この後の出し物は中止してもらった。それくらい、俺は精神的に疲れたのだ。

			　そんな俺をクラスメイトたちは笑って許してくれ、俺は一人で休憩に入る。本当に皆いいヤツらだ。

			　一人になったところで、俺は改めて先ほどの占い結果について考える。

			　まず、アイツは何者なんだ？　同じ人間か？　……答えは、人間らしい。

			　ただ、普通の人間じゃない。

			　占い結果が言うには、どうも可能性？　というモノをすべて詰め込み……いや、その可能性が今も増えてる？　うん、もう分からん。

			　もう分からないと言っているのに、さらに混乱させる情報。

			　人間だというのに、俺に分かりやすくするために言うのであれば、各次元や各世界線のように、神々以上の【個】として存在しているそうだ。うん、分かりやすくって何？

			　それに分かりやすく言うために今次元や世界と同列に並べたけど、どうやら彼自身に並ぶモノはないらしい。え、人間の話してる？　別の何かじゃない？　それ。

			　これだけ訳の分からない存在である例の先生であるが、どうも全知全能の神様ですらもはや彼を理解することはできないようだ。全知全能の意味知ってます？

			　その後もさっきの占い結果がしつこく彼のすごさを語り続けるので、『あれ？　占いってこんなに詳しく分かるもんだっけ？』と思ったが、普通に考えてそんな明確に分かるわけがない。

			　こうして今まであれだけＦクラスの教師のことを知りたいと思っていたのに、今となってはもうお腹いっぱいだ。

			　それに、結局何一つ分からないし。

			　無理やり見つけるとすれば、分かったことといえば、分からないことが分かったことだろう。

			　……いや、もう一つだけ分かったことがある。

			　それは――――。

			「……あれだけぶっ飛んでると、モテるんだな」

			　モテてぇなぁ、コンチクショウ！

			　俺は泣きながら、学園祭後半は休憩し続けるのだった。
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